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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　白竜の山ドラゴンズ・ピーク










「魔ま道どう士し殿──とお見受けいたします」


　その老人があたしに声をかけてきたのは、とある小さな村でのこと。一軒しかないおんぼろ宿屋の、つめたいスキマ風吹き込む食堂で、あたしが夕食のシチュー・セットをすすっていた時のことだった。


　やはりこのくそ寒い季節になってくると旅人の足もにぶるのだろうか、あたしたちの他には客はいない。


　視線を上げて老人を見る。


　時と共に風格を刻んだその貌かおには、深い苦悩の色が濃く影を落としていた。


「実は……おりいってお願いしたいことがありますのじゃが……」


「いや」


　あたしはいともあっさりと言う。


　じーさんは、無言のままで立ちつくす。


　しばし沈黙──もとい、あたしがシチューをすする音と、宿の二階から漏もれてくる、ブキミなうめき声とだけが流れた。


「……いや……あの、できれば話だけでも聞いていただけませぬか……」


　あたしはいやいや、ふたたびシチュー皿から顔を上げる。


「まあいいですけど……聞くだけなら」


「実は……村の東にある雪山に……」


「ぜったいいや」


　あたしはきっぱり断った。


　──またまたしばしの沈黙。


「……その……なぜご不満なのでしょう？　よければその理由を聞かせてもらえんもんでしょうかな？」


「寒いもん」


　はっきり言い切るあたしの言葉に、じーさんの目は点になった。


　戦士にして魔道士、天下に名高い（ただし悪名含ふくむ）このあたし、リナ＝インバースもさすがに人の子。世の中に苦にが手てなものの一つや二つはあるのである。


　そのうち一つがこの『寒さ』というやつである。


　……この村へは、東にある山の道を越えてきたのだが、その時の寒かったことと言ったら！　思わず、『だーっ！　なんでこんなに寒いのよっ！』などと叫さけびつつ、火炎球フアイアー・ボールなんぞを乱射したくなったほどである。


　……実際やったけど。


　夏の暑さを防ぐため、魔道士たちは、魔道士協会に所属した時点で、ごく弱い冷気の呪じゆ文もんを最初に学ばされる。これをときどきこっそりとマントの下でかけ、涼りようをとるのである。


　が、一方……


　冬場用の弱暖気の呪文、というのが、じつは存在しないのである。


　理由はまず一つ。本来ならばあまり必要がないこと。


　魔道士の本来の目的は、『何か』の探究。どこかの塔とうか地下にでも閉じこもり、ひたすらねちねちと魔道の文ぶん献けん研究に明けくれる、というのが、本来魔道士協会に属するもののつとめ。寒くなれば部屋を暖め、厚着をすればそれですむことなのである。


　で、もう一つの理由。


　暖気というのは言うまでもなく、精霊要素エレメントとしては『火』に属するものなのだが、この『火』というやつ、『烈火』などという言葉がある通り、本来かなりはげしい性質──というか特性を持っている。


　とどのつまり、てっとり早く言うならば、熱量の微調整が不可能、と言っていいほどむつかしいのである。


　が──先日、その困難に挑戦した魔道士が二人いた。


　一人はこのあたし、そしてもう一人はあたしの（一応）知りあいで、その名を白蛇サーペントのナーガといった。


　モロに悪役然たる、無意味にやたらと寒そうなコスチュームをした女魔道士である。あたしのライバルを自称して、『ほーっほっほ、いつかあなたと必ず決着をつけてみせるわっ！』などと言いつつ、あたしのあとを金魚のうんちよろしくついて来る。


　しかしさすがにあの格かつ好こうではこの寒さが骨身にしみたのだろう。おとなしくちゃんとした服を着ろ、というあたしの忠告に耳をかたむけず、この村までの道すがら、暖気の呪文のコントロール実験をやろう、などと言い出した。


　……ひょっとしたら、まともな服を買うだけの持ちあわせがなかったのかもしんない。


　ともあれ、そこでノったあたしも悪かった。


　なにしろ彼女、魔力は強大だけど、それのコントロール力は絶無という、はた迷惑きわまる魔道士である。


　あんのじょう──


『火と氷の力をうまくくみ合わせて熱量を調整する！』とか言いつつ、冷気呪文を暴走させて、湖ひとつを完全に凍結させてしまったり、逆に林を丸々焼きつくしたり……


　あげくには、いきなし火ダルマになっちゃうんだもんなぁ……


　いやぁ、びっくり。


　思わず拍はく手しゆしてしまいましたよ。あたしは。（はくじょーもん）


　……とゆーわけで、宿の二階から聞こえるブキミなうめきは、じつは静養中の彼女なのである。


　──もっともこのあたしも、『まわりの空気を暖めればいいのよね。ふふん。あたしってえらい！』などと言いつつあたりに火炎球フアイアー・ボールをぶちかましまくり、大ナダレをまき起こして、あやうく飲み込まれかけた、などという、ちっとばかしおちゃめなこともやったので（……死ぬかと思ったわ。あん時は）あまり人のことを笑えた義理ではないのかもしれないけれど……


　──とまあそれはとにかく、今はいちおう旅費にも決して不自由などはしてないし、寝込んだままのナーガの世話もしなくちゃなんないし……（くされ縁えんくされ縁）


　だとゆーのに、なにが楽しゅーてくそ寒い雪山なんぞにわざわざ出かけにゃーならんっつーのだっ！


　……老人は、しばし憮ぶ然ぜんとした表情であたしを見つめていたが、あきらめたのか、大きなため息を一つついた。


「そうか……引き受けてはくださらんか……」


「うん」


　あたしはあっさりうなずいた。


「仕方があるまいのぉ……まあ、無理もないて……相手は白竜ホワイト・ドラゴン。ちと強すぎる相手ではあるからの……」


　──白竜!?


　ぴぴくっ！


「……んっふっふっ……」


　がたこん、といすを蹴けり倒し、あたしはゆうらりとその場に立ち上がる。


　このあたし、じつはその白竜というやつに、決して浅からぬ因いん縁ねんがある。


　そう──幼いころの遠いあの日。


　生まれてはじめて、悠ゆう然ぜんと空を舞う白竜をみつけ、そのあとを追ってどこまでも遠く駆かけてゆき──


　すっ転んで足をくじいた上に、小こ遣づかいはたいて買った駄だ菓が子しを、ことごとくガケ下に落としてしまったあの日──


　おのれ白竜！　許すまじっ！
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　幼いながらにもあたしはその時、遠く飛び去る白竜のすがたに向かって、思わず中指をおっ立てていたのだった……


　誰よっ！　今そこで、『まるっきり逆さか恨うらみじゃねーか』などとつぶやいたのはっ！


　……ちがうとは言わないけど……


　ともあれ、相手が白竜となれば話は別！


「くわしく聞かせてもらいましょうか！　その話！」





　じーさん──もとい、村長さんの話によれば、どうやらこういうことらしい。


　村の東にある雪山に一匹の白竜が住み着いたのは、去年の暮れごろのことだった。


　竜がいる、というのは、確かに精神的な脅威プレツシヤーではあったが、とりあえず村にみょーなちょっかいをかけるつもりもないようだし、下へ手たに刺激して怒らせでもすればそれこそおおごと、と、何もせずに無視してきたらしいのだが……


　つい数日前から、そいつがなにやら悪さをおっぱじめたらしいのだ。


　まだ人や家か畜ちくに被害は出てはいないというものの、いずれはそれもおそらく時間の問題。そこで村人一同合議のうえ、殺やられる前に殺やれ、とばかりに傭よう兵へい探しをはじめたのだが、なにせ人の通りも多くはない、うらさびれた寒村のこと。そう都つ合ごうよく屈くつ強きような戦士が見つかるわけもありゃしない。


　──とそこで、宿の主人が（何日かまえから滞たい在ざいしている魔道士姿の、見るからに賢かしこそうな美少女──早い話があたしのことを思い出した、というわけである。





　ひるるるるる……


　吹きすさぶ北風の中、あたしは一人、とほうにくれて佇たたずんでいた。


　あたりにうっすら雪が積もってはいるけれど、山の空は透ぬけるかのように、雲ひとつなく蒼あおかった。


　つめたく澄すんだ雪の匂におい。


　昼の盛りとはいえ、とことん寒い。


　ここまで案内してくれたおっちゃんは、よっぽど竜が怖こわいのか、『このあたりですっ！　竜が出るのはっ！　それじゃあっ！』などと言い捨てて、そそくさと山を降りてしまった。それからあたしは竜の姿を求めてさまよっていたのだが……


　よく考えてみれば、である。


　はるかに霞かすむ山の峰みね、連綿と連つらなる深い木こ立だち……


『このあたり』ってぇのは一体どっからどこまでだっ!?


　はっきし言うが、白竜なんぞ、とうていこのあたしの敵ではないっ！　白竜よりも強力な青竜を倒した数は、かるくダースを越えてるし、一流の戦士ですらもビビって逃げ出す黒竜さえも、かつて倒したことがある。


　──が、問題の竜がどこにいるのかもわからないというのでは、強いの弱いのとかいう、はるか以前の問題である。


　……一瞬、村に戻って案内役のおっちゃんをもう一度連つれてこようか、などと思いもしたが、おっちゃんが竜の居場所を知っているわけでもないだろうし……


　しかしまあ、とほうにくれていても仕方ないことだけは事実である。かと言って、無目的に動き回って遭そう難なんでもしようもんなら、それこそ末まつ代だいまでの笑いモンである。


　こーいう時は、ちょっと早いが昼のお弁当を食べるにかぎる。うん。


　遠い山に向かって意味もなく叫さけぶ、というのもひとつのテではあるが、ストレスの解消にはなっても、なんの問題解決にもならないので、とりあえずこれは保留とする。


　さて、とすると問題は、どこで昼食にするか、だが……


　と、その時──


　近くで山鳥たちが飛び立った。


　続いて、ばきん、がさがさっ、かりっ、などという、木を揺ゆらしたり引ひっ搔かいたりすような音。


　……はて……


　あたしは仕方なしに腰を上げると、足音を殺しながら、音のした方に近づいて行く。


　林とも呼べないような小さな林をぐるりと回り、一本の木の影から、そうっと音のした方を覗のぞき見て──


　しまった！


　そこに、一匹の白竜がいた。


　木の皮でもかじっていたんだろうか、たまたまこちらを向いていた竜の視線と、こっそり覗いたつもりのあたしの視線が、まともに正面からぶつかりあったのだ。


　この間合いなら、相手の方が有利。


　あたしの体に軽い緊張が走った。


　白い竜は口を開いた。そこから少々たどたどしい、人の言葉が漏もれる。


『いようっ！　一人かい？　お嬢じようちゃん。どうだい、こっち来て、一緒に木の皮でもかじらねえかい』


　……あたしの闘争心は、あっと言う間に霧散した。





『そりゃあひでぇな……ぬれぎぬもいいところだぜ』
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　リオルと名のった白竜は、ちっちっちっ、と、翼つばさについた爪つめを器用に振ってみせる。


　あたしは、ちょこなん、地面に座った彼のとなり──平べったい石の上に腰をおろして、彼の話を聞いている。


「じゃあ、あなたは何もやってない、と？」


　あたしは人の言葉で聞いた。


　いやあ、彼が人の言葉を話せる竜で大助かりである。かくいうあたし、竜のことばを話すこともできるのだが、いかんせんあれは発音がむつかしい。


　一字違いで大違い、ちょいと発音をまちがえただけで全く意味が通じなかったり、へたすりゃ逆の意味になったりすらするのだ。


『当り前だぜ。……大体そもそもその〝悪さ〟ってぇのは、一体どんなもんなんだい？』


　聞かれてあたしは言葉に詰つまる。


　……そーいえば村長さんは、『竜が悪さをはじめて』と言ってはいたが、その内容がどんなものか、そこまで聞いてなかった。


「さあ……村長さんも口をにごしてたけど、けっこうひどいことになってるみたいよ」


　とりあえず、あてずっぽうを言っておく。


「けど……疑うわけじゃあないけれど、間違いなしにあなたじゃないのね」


『当り前だろうが』


　竜はくいっ、と胸をそらして誇ほこらしげに、


『赤の竜神スイーフイードに誓ちかって、絶対。……第一、近くの人間なんぞに手を出したりしようもんならば、いつかは逆襲してくることが目に見えてるじゃあねえか。そうなりゃ少なくとも、面白ぇことにはならねえわな。そのくらいの理屈、子竜リトル・ドラゴンでもわかるわな……と、青竜は別だぜ。あいつら、体はでけぇがおつむの方はからっきしだからな』


　言って大きくバカ笑い。


　──どーやら竜の世界にも、人種（？）偏へん見けんというのはあるらしい。


　……ま、生き物だからしょーがない、と言ってしまえばそれまでだけど……


『……と待てよ──青竜と言やあ、だ……』


　彼はとーとつに笑うのをやめると、ふといぶかしげな表情になる。


『ちょいと前から、このあたりでちょくちょく、青竜を見かけることがあったんだがね……ナワバリ荒らしかとも思ったんだがね、まあバカに関かかわってケガでもしたらつまらんし……なんぞと思って無視したんだが、今にして考えてみりゃあ、ひょっとして奴が……』


「真犯人、だと」


『ああ、たぶんな』


　リオルはきっぱりとうなずいた。


　なるほど、あながちありえない話ではないだろう。


　エサの多い秋口までは、なんとかやっとかしのいだが、雪のちらほら降るころになり、どうしても食っていけなくなった。


　そこで、常緑樹の多く生はえる、このあたりに目をつけてやって来た──


　そんなところではないだろうか。


　竜というのは肉ばっかし食べて生きている、というイメージを抱いているひとが世の中にはけっこう多いようだが、実はあれ、人間と同じ雑食性なのである。


「つまりはその青竜、もともとあなたにぬれぎぬをかぶせるつもりで、村に悪さをしたんじゃないか、とそういうわけね」


『ああ。青竜ってやつは、みょーに悪知恵が働きやがるからな』


　……さっきと言ってることが違うって。


　こいつ、よっぽど青竜にうらみ持ってるな。


「しかしまあ、これで大体のところはわかったわ。おしっ！　じゃあこのあたしがひと肌脱いじゃおう！　あなた、あたしといっしょに山をおりて、村人たちと話し合いなさいな。──だーいじょうぶだいじょうぶ、あたしが間に立ってあげるから、きっと村人たちの誤解もとけるわよ」


　あたしはとんっ、と胸を叩たたく。


『……大丈夫なんだろうな……本当に……』


　彼は不安そうな目で、じとっ、とあたしの顔を見る。


「なーに、まーかせなさいって！」





「……とまあ、こいつ、こーんなくそたわけたこと言ってるんだけど、どう思います？」


　あたしは魔力強化したワイヤーで、しっぽと口、両手両足と翼とをぐるぐる巻きにしばり上げたリオルの背中をぱぺんぱぺん、と叩きながら、いならぶ村人たちに言う。


「でたらめにきまってるじゃねえか！」


「青い竜なんざ、ぜんぜん見たこともねえぞっ！」


「そうだそうだっ！　このまましばき倒しちまえっ！」


「こいつがやったに違ちげえねえんだっ！」


　口々に叫ぶ村人たち。


　あたしは縛しばりたおしたリオルの方を向くと、小さな声で言う。


「いやぁ……やっぱし説得は無理みたいだわ。こりゃあまあひとつ、これも運命だと思ってあきらめるしかないわねー。はっはっはっは」


　竜君は、なにやらもごもご言っているようだったが、なにせブレス封じのために口をしばりつけてあるもんだから、単なる唸うなり声にしか聞こえない。


　と、その時──


「あ、あっちにも大きな鳥さん！」


　年とし端はもいかぬ子供の声。


　その意味することを察してあたしがそちらに目をやると、はたして──


　雪に染そまった山の端を、一匹の大きな青竜が、翼を広げて悠ゆう々ゆうと舞っていた。





「竜だ……」


「でかいぞ、あいつぁ」


　村人たちがどよめいた。


「ほーらやっぱり！　この竜の言った通りでしょ！」


　あたしはいきおいづいて言う。


「やっぱし、ひとのいうことは信用しなくちゃ！」


「……けどあんただって、その竜を信用してるようには見えんかったが……」


「気のせいよ」


　村人Ａの、なかなか的まとを射たつっこみを軽くうけ流しつつ、あたしは白竜のいましめを解とく。


　……ちっ。運のいいやつである。（悪役のセリフだよ、これじゃあ……）


『……てめえなぁ……いくらなんでもあの扱いはねえぞっ』


　さすがに村人に聞きとがめられるのを気にしてか、竜語でぶつぶつ小さくつぶやくリオル。


　どうやら彼は、あたしがいきなり『眠りスリープ』の呪文で眠らせて、縄なわで身動きができないようにふん縛り、村人たちの前に引っ張っていったのが、かなり不満のようである。


　……あたり前か……


「とりあえずグチは後！　今はとにかく、あの青竜のあとを追って！」


　言うなりあたしは、ひらりとばかり、白竜の背にまたがった。ぼーぜんとした村人たちに、びしぃっ！　と指でサインを送り、


「待っていてください！　真犯竜は必ず倒してみせます！　あたしと──この白竜くんとで！」


　そして、──


　白い竜は、大きく空にはばたいた！





「がんばれよー！」


「負けるなーっ！　青竜なんざひねり潰つぶしちまえーっ！」


　あたしたちを見上げながら、口々に激げき励れいする村人たち。


「現金なもんねぇ……あなたの言ったのが本当だって分かったとたんにあれだもん」


　言うあたしに、リオルはちらり、と一瞬ジト目を向け、


『あんただって十分現金なような気がするんだがねぇ……』


「な……何言ってんのよっ！　あたしははじめっからあなたを信じてたんですからねっ！」


『とてもそうは見えなかったがね』


　ぐ……


「それはさておきっ！　今は青竜を追っかけるのが先決よっ！」


『……すぐそうやってゴマ化すだろ……だから人間ってやつは……』


　リオルの小さなつぶやきを、あたしは聞こえなかったふりをする。


　青竜は、やがてふわりと高度を落とし、うっそうと茂る森の方へと進路を変える。


「なんとか追いついて！」


『やってみるぜっ！』


　ぐん！　とリオルのスピードが上がり、青竜との間が、みるみるうちに縮んでいく。


　さすがに、竜族一の飛ひ翔しよう速度を誇ほこる（むろん飛竜ワイバーンは別として）白竜だけのことはある。


『けど……あいつに追いつくには追いついたとして、だ。やつをぶち倒す手は考えてあるんだろうな』


　聞くリオルに、あたしはきょとん、とした視線を送る。


「何言ってんのよ。あいつはあなたが倒すのよ」


　がぐん。


　一瞬空中で、大きく姿勢を崩くずす白竜。


『ち──ちょっと待てっ！　なんで俺があんなのと戦わなきゃならねえってんだっ！』


「何言ってんのよっ！　そもそも村人たちからあらぬ疑いをかけられているのはあなたなのよっ！　そのあなたが戦わなくってどーすんのよっ！」


『……そりゃあまあそうだけどよ……無茶言うなよ！　俺の得意は頭脳労働だぜ！　なんでパワフルオンリーの青竜なんぞとまともにケンカやらなくっちゃならねえんだよ！』


「……ま、『これも運命』ってやつね」


『無責任なこと言うなよーっ！　勝てるわけがねえだろーがっ！』


「最初から弱気になってどーすんのよっ！　愛と友情、努力と根性、あと運と実力、技とスピード、知力に魔力に財力と権力さえあれば、世の中勝てない相手はいないわ！　さあがんばれっ！」


『そりゃあそれだけ揃そろえば無敵だけどよ！　どうがんばっても、そのうち二つくらいしか揃えられねーぜ！』


「……さっきから黙って聞いてると、まあぐちぐちと気弱な泣きごとばっかし……」


『黙ってなんかいなかったじゃねーか』


「だぁぁぁぁっ！　どやかましいっ！　いっちょう前の竜が、何を気の弱いこと言ってんのよっ！　……いいこと、あたしには、世の中に、きらいなものが三つあるのよ」


『……何だ？　唐とう突とつに……』


「いいから聞きなさいってば。まず一つが、じめついた蒸むし暑い夏の夜。一つは他人に迷惑かけても知らん顔の奴やつ。……そうそう、腐くさったゾンビのにおいも嫌いだし、権力だの他人の力だのに頼ってえらそーな顔をしている奴も許しがたいわねっ！　女を道具か何かみたいに扱う男はそれこそ万死に価あたいするし、かと言って、自分が女であることに甘えまくっている女もきらいだし……それに！　今のあなたみたいに、チャレンジする前から、だめだと決めてかかってあきらめる、そんな奴もきらいなのよっ！」


『……今……七つくらいなかったか？』


「だーっ！　やかまひいっ！　あたしは細こまかいことをいちいち突っ込む奴も嫌いなのよっ！」


『……八つめ……』


「とにかくっ！　やるだけやってみなさいっ！　あたしもなるたけ協力してあげるからっ！」


『……何にしろ──このまま黙って引きかえす、ってぇのだけは無理みたいだな……』


　苦にがりきった声で言うリオル。


　青竜そいつが、こちらに気づいたのだ。





　二匹の竜は、白く染まった大地の上で対たい峙じした。
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『何だ、てめぇ。確かここいらへんに住んでる白竜のぼうずじゃねぇか』


　青い竜が言う。


　──むろん、竜語に『てめえ』だの『ぼうず』だのという単語があるわけでもないのだが、青竜の漂ただよわせている雰ふん囲い気きからして、人間のことばに訳したならば、大体こういった感じになるだろう。


　……品のないものの言い方をするやつである。まあ、リオルの方も、あまり言葉づかいがていねいだとは言い難がたいけど。


　以前に会った黄金竜ドラゴン・ロードなどは、やたらと礼儀正しかったのに。


『なにか用かよ……ちっ……いきなり呼び止めといて、いちびってガン飛ばしてんじゃねーよ。なんとか言ったらどうだ、ええ!?』


　……くどいようだが、竜の間に『いちびってガン飛ばす』などという（以下同文）


　自分より、背で二まわり、ボリュームならば倍ちかくはありそうな青竜を目まのあたりにしてまともにビビったか、リオルは言葉すらなく立ち尽つくす。


「何をおじけづいてんのよー！」


　あたしはリオルの背に乗ったまま、人の言葉で言う。


「ちっとは何か言い返してやりなさいよっ！　最初に口で圧倒しておいて、精神的に優位に立つのよっ！　それくらい簡単でしょうがっ!?　青竜なんて脳ミソのかわりにプリンが詰まってる、ってあなた言ってたじゃない！」


『なにいぃぃぃ!?』


　あたしの言葉に反応したのは、青竜の方が先だった。


　──あいやあっ、青竜の方も人間の言葉が理わ解かったのか……


　ぎらみっ！　とばかしにリオルを真まっ向こうからにらみつけ、


『てめえ……そんなこと抜かしやがったのかよ……頭がプリンだとぉ!?　面白ぇこと言ってくれるじゃねえか、ええ!?』


『俺はそこまで言ってねえよっ！』


『やかましいっ！　てめえが言ったセリフだろうが、背中の小こ汚ぎたねぇ人間のちびが言ったセリフだろうが知ったこっちゃあねえんだよっ！』


　ぴぴぴくっ！


　こ……こ汚いちび……


　ぷちぷちぷちっ！


「……リオル……」


　あたしは白竜の耳もとで、ぼそりと小さくつぶやいた。


『何でえ？』


「加勢したげる」


　言って呪文を唱となえはじめる。


　青竜は、面白くもなさそうな表情で、


『……けっ！　何をぼそぼそやってやがる！　文句があるならとっととかかって……』


「やかましいっ！　竜破斬ドラグ・スレイブっ！」





　ずどごどーん！





　あたしの呪文と共に、青竜の後ろの大地が砕くだけ散る。


　しぃぃぃぃん……


　まともに硬直する二匹の竜。


　あたりまえである。いくら竜とはいえど、こんな呪文をくらっては、それこそひとたまりもない。


「うふ……、うふふふふふふふふふ……」


　白竜の背中であたしは低い笑えみを漏もらす。


『今のはわざと外はずしたのよ』


　びしいっ！　と中指をおっ立てると、青竜に向かってあたしは竜語で言い放つ。


『いっしょーけんめー逃げないと当てる』


『ち……ちょっと待てっ！　お前どーいう性格してるんだっ！』
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　言いつつあわててはばたく青竜。


「うるさいっ！　さあ飛びなさい、リオル！　急いであいつのあとを追うのよっ！」


『……いやあの……』


「うだうだ言ってると、背中に火炎球フアイアー・ボールぶちかますわよっ！」


『ひっ……ひえええっ！』


　慌あわててリオルもはばたいた。


　そして、追撃がはじまった。





「んふふふふふふふふふふふ」


　あたしは白竜の背中から、次々と呪力を解き放つ。


　雪に染まった山のそこここで、見み境さかいなしに炸さく裂れつしまくる竜破斬ドラグ・スレイブ。


『す……すいません、その『背中でふくみ笑い』ってぇの、できればやめてほしいんですけど……すごくコワいものがあるんで……』


　リオルが言う。あたしに対することば使いが、きっちりですます調になっている。


　……よっぽどビビったんだろーなー、さっきの竜破斬ドラグ・スレイブ。


「気にしちゃいけないわよ」


　あたしはさらりと受け流す。


　──誤解のないよう念のために言っておくが、あたしには青竜をいたぶり殺すつもりはない。要は徹底的におどかしてから追い払い、二度とこのあたりに近づかないように、そして決して人間に悪事を働かないように、心ト理ラ外ウ傷マをつくってやればよいのである。


「うふふふふふふふふふふふ[image: ]」


　どごっ！　どごっ！　ずどごごごーん！


　……決して、面白半分でこんなことをやっているわけではないっ！


　……信じて、お願い。


　二匹の竜の追撃は続く。


　森を越え、峰を横切り、雪煙を蹴け立たてて山の斜面を翔かけ降りる。


『ち……ちょっと待ってくださいっ！』


　リオルが叫ぶ。


「……何よ」


『できれば……その……呪文を少々控ひかえてもらいたいんですけど……』


「いーじゃないの、別に！　何か不ふ都つ合ごうがあるわけでもなし……」


『でも……山の形、変わっちゃってますよ』


　おや、ほんとだ。


「そー言えば、郷く里にの姉ねえちゃんも言ってたっけ……自然を大切にしよう、って」


『…………』


「──けどまあ、『多少の犠ぎ牲せいはしかたない』ってことばもあるし……」


『わわーっ！　これ以上俺のナワバリ目茶目茶にしないでくださいーっ！』


「……とは言っても、中途半端で逃がしたら、恐怖よりも反抗心がさきに立って、しばらくしたら雪せつ辱じよく戦にもどって来るわよ」


『──わかった──』


　リオルはしばし考えたのち、決然たる口調で言う。


『奴は俺が倒す。だから──絶対手出しはしないでください』





「そこの青竜！　止まりなさいっ！」


　あたしの声に、青竜はぴたり、と進むのをやめて滞たい空くうする。


　なかなかすなおでよろしい。


「事情がかわったわ。あなたには、この白竜くんと決闘してもらうことになったから、よろしくね」


『なにぃ？……そいつとか？』


　青竜はすいっ、と目を細める。


　白竜と青竜とがまともに戦えば、むろん白竜の方が不利である。しかしリオルにああまできっぱり言われては、あたしとしても一歩退ひかざるを得ない。


『この白竜に勝てば、おとなしく逃がしてくれるってぇわけだ』


「ええ。それに、人間には絶対に害をなさない、って誓ちかうのなら、このあたりをナワバリとして暮らしてもいいわ」


　言ってあたしは『浮遊レビテーシヨン』で、ふわりとリオルの背中から降り、見晴らしの良い峰の上にとんっ、と降りる。


　……とまあ今のは、リオルの言った条件なのだが……ほんとーにだいじょーぶなんだろうか、あいつ……


「場所はここからあたしが見渡せる範はん囲い内、その他のルール一切なし、ということで……」


　あたしはちらり、とリオルを見る。


　彼は大きくうなずいた。


　やる時ゃやる。さすがえらいぞ！　男の子！


「ＧＯ！」


　あたしの合図と同時に、二匹の竜は風を切る。





　どばちぃぃん！


　派は手でな音を立て、二匹の竜が交こう錯さくする。


　今のでダメージを受けたのか、リオルはへろへろへろっ、と勢いもなく、あたしの方に飛んでくる。


　小さな声で、


『……やっぱ、やめたいんだけど、こーいう野や蛮ばんなこと……だめかな……？』


　こ……こ……こいつぅぅ……


「いきなり挫ざ折せつしてどーすんのよっ！　いいことっ！　逃げたりしたらあたしが吹っ飛ばすわよっ！」


『しひぇぇぇい……』


　なさけない声を出すなっ！


　……一瞬でも感心してソンした……


『アドバイスはなしだぜっ！』


　言いながら突っ込んでくる青竜。スピードを殺し、大きく息をすいこんで──おいおいっ！


　いきなり竜の吐息ドラゴン・ブレス！


　あわててよけるリオル。


「炎裂壁バルス・ウオール！」


　あたしの突き出したてのひらの先、ほんの少しのところで、竜の吐いた炎ブレスは、きれいに左右に流れ散る。


『炎の壁かべ』の応用技で、向かってくる炎に魔力干かん渉しようし、あさっての方向に火を散らしてやるのだ。


「見届け人への暴力行為は万死に価あたいしますっ！　以後注意するよーにっ！」


『は……はいっ！』


　顔をひきつらせて返事をする青竜。顔色を変えて、と表現できないところが微妙。


　ダメージがまだ回復してはいないのか、なおもへろへろと飛ぶリオル。回復までの時間かせぎをしたいところだろう、少し離れた渓けい谷こくの上を、なおもあさっての方に向かって飛んでいく。


『野郎っ！　逃がすかっ！』


　猛スピードで追いすがる青竜。二匹の間はぐんぐんと狭せまくなっていく。


　ちらり、とふり向いたリオルは、追ってくる青竜の姿をみとめ、悲鳴を上げる。


『どわわわわわーっ！』


　今やリオルは、青竜のブレスの射程内にいた。もっとも、この飛行速度で火を吹けば、風圧の関係で青竜の方も火をかぶることになるが。


　さすがに青竜もそこまで馬鹿ではない。かわりに、かつんかつんと牙きばをうち鳴らし、後ろからリオルを威い嚇かくする。


『やめろーっ！　シッポにかみつくなーっ！』


　……ばかもの。いらないことを言う。


　あんのじょう、かえって青竜はおもしろがって、リオルのしっぽにかみつきかかる。すんでのところでしっぽを振ってよけるリオル。


『こらっ！　やめろっ！　やめてくれってば！……なんてねっ！』


　おおっ！


　リオルは、やおらくるりと宙返りをうつ。


　お遊びのつもりでしっぽの先にじゃれついていた青竜は、そのリオルの動きに一瞬対応が遅れた。


　勝負はその瞬間についた。


　反転したリオルの爪つめが、青竜の両のつばさを引き裂いたのだ！


　青竜は、翼にまともにダメージをくらい、そのままキリモミ状態で、深い渓谷へと落ちていく。


　たとえ竜とは言え、落ちて助かる深さではない。


　なるほど、なかなかやるもんである。


『しっぽを嚙かむな！』と騒ぎたてたリオルのあの言葉、あれはすなわち、青竜の注意を自分のしっぽに引きつける、という心理作戦だったわけである。


「なかなかやるじゃない！」


　あたしはリオルに、とびっきりのウインクを送った。





　村に戻ると、リオルは一躍英雄と化した。


　村人たちは、あたしと白い竜のために、その日は宴えん会かいまで開いてくれたのだ。


　彼は、人の言葉もしゃべれることだし、これからはきっと、村の人たちともなかよくやっていくことだろう。


　もはやすっかり村人たちともうちとけて、酔っぱらったおっちゃんに、酒なんぞをすすめられていたりする。


　よきかなよきかな。


　あたしはそんな様子を横目で見ながら、ジュースなんぞを飲んでいる。


『……いやあ、いいんですよ、もう、そんなこと』


「いやいや、ほんっとに悪かった。あんたみたいないい竜をうたがったりしちまってさ……なにしろ事件が雪に関係あることばっかりだっただろ。水源の湖が凍りついたりナダレが起きたり……それでつい、さ。山火事、っていうのでピンと来なきゃあいけなかったんだよな」





　ぶぴゅうっ！





　あたしは思わずジュースを吹き出す。


　村人とリオルとの視線が集まる。


　山火事……凍った湖……大なだれ……


　ひ……ひょっとしてみんな、あたしとナーガの仕業!?


「あ……あはは……いえいえ、なんでもありません。なんでもないったらないんです」


　あたしはあわててぱたぱたと、一同に手を振ってみせる。


　……とするとあの青竜は、ただの通りすがり!?


　……とりあえずこのことは、あたしの心の奥深く、そっとしまっておきましょう。


　ナーガの傷がなおるやいなや、あたしたちが逃げるように、村をあとにしたのは言うまでもない。


　……ちょっと反省するあたしだった。





　教訓：ものごとは、きちんと確かめ、よく考えてからやりましょう。







（白竜の山：おわり）












　リトル・プリンセス













　ずがぁぁっしゃん！





　テーブルが、やたらと派は手でな音を立て、上の料理ごと吹っ飛んだのは、あたしが反射的に椅い子すから跳とんだその直後だった。


　別に何かの攻撃ではない。誰だれかが頭から突っ込こんで来たのだ。


　……くそー、ひとが珍めずらしく、乙女おとめちっくにうららかな午後のひとときを、屋おく外がいレストランで過ごしていたとゆーのに……


「あいたたた……」


　たべものまみれになりながらも身を起こす、ぶちこわしの張本人。


　金髪ブロンドの小こ柄がらな少女である。


　としはあたしと同じくらいか。背の高さもどっこいどっこい。


　なんとなく、気品のようなものを感じさせる娘こである。おそらくあと何年かすればなかなかのレディになることだろう。


　彼女は顔を上げるやいなや、いきなりひしっ！　とあたしの腰にしがみつく。


「たすけてっ！　おねーさまっ！」


　あたしは思わず頭を抱かかえる。


　かせぎにならないしごととゆー奴やつは、たいていこのパターンではじまるのである。


　ならばやっぱしここでパターン通り……


「──その娘、こちらに渡してもらおうか」


「ほら来た……」


　いかにも小悪党然たる手下たちをひきつれた男は、いぶかしげな顔であたしを見る。


「何が『ほら来た』なんだ？」


「……あー、なんでもないなんでもない……」


　あたしはぱたぱたと手を振ってみせる。


　見た目には賞金稼かせぎか、さもなくば一匹狼の盗とう賊ぞく、といったイメージの男である。こいつだけは他の連中と違って多少はできるようだが、いかんせん、戦士にして魔道士たるこのリナ＝インバースの相手をするには十年早いっ！


　ともあれむろんこの状況、あたしの取るべき行動はひとつ！





　げすっ！





　おもむろに、少女にケリをたたきこむ！　ふみっふみっ！


「だぁぁぁっ！　いきなしひとのテーブルひっくりかえしといて、『助けてくれ』!?　世の中甘く見るのもたいがいにしなさいよっ！」


「ぴゃーっ！　ぴゃーっ！」


　あまりのことのなりゆきに、ぼーぜんと眺ながめる追っ手たち。


「……あのー……この場合やはり、助けてやる、ってのがセオリーだと思うんだが……」


　申もうし訳わけなさそーな声でつぶやく男。


「やかましーわねっ！　あんたに言われるすじあいはないわよっ！」


　あれだけパターンをやられれば、なんとしてでもそれを破りたくなってくるのが『人情』というもんである。


『ヒネてる』とも言う。


「……いや、それはそーだが、この場合、そう出られるとこちらとしてはリアクションのしかた、ってもんが……」


　あたしはジト目で男をにらみつけ、小さく鼻をならすとぶつぶつとつぶやく。


「──あ、いや、別に文句を言ってるわけじゃあなくて、こちらとしては、その娘を渡してさえもらえればいいわけでね……」


　あたしの機き嫌げんをそこねたと見たか、いきなりもーしわけなさそーに言う。


　……ひょっとしたらこいつ、実は気が弱いのかもしんない。


　しかしともあれ──


「炎の矢フレア・アロー！」


　口の中でとなえ終っていた呪じゆ文もんを、連中の足下に解き放つ。


「どわわわわわわわわわわっ！」


　油断しまくっていたところにこれである。男たちの驚くまいことか。


「さあ！　今のうちよ！」


　あたしは足下の少女の手を取ると、ガーデン・レストランのかきねを飛び越え、一いち目もく散さんに走り出す。


「今の呪文、はずれなきゃあ決着がついてたのに！」


　非難がましい声で言う彼女。


「じょーだん言わないで！　はずれたんじゃなくてはずしたのよっ！」


「どうして!?」


「場所を変えたかったのよっ！」


「あそこじゃだめだったの!?」


「あーすれば、ドサクサにまぎれて勘かん定じよう払わなくてすむでしょーがっ！」


「…………」


　さすがに彼女、それ以上は何も言わなかった。





「……とうとう……おいついたぞ……おじょーちゃん……」


　肩でぜはぜは息をきりながら、男は声をしぼりだす。


　追いつかれたのではない。追いつかせたのだ。


　住宅街からすこし離れた空あき地ちである。ぽよぽよと貧相に伸びた雑草が地面を覆おおい、背の低い灌かん木ぼくがまばらに生はえている。


　ここでならば少々どがちゃか騒いだところで、関係者以外の迷惑にはまずならないだろう。


　リーダー格の男は数回深呼吸をしてから口を開く。


「いいか、もう一度だけ言う。痛い目を見たくなかったら……」


「爆裂陣メガ・ブランド」





　だぁぁん！





　──かくて、戦いは終った。


「……ミもフタもないなー……」


　ぼーぜんとつぶやく彼女。


　あたしは大きく息を吐く。


「あなた……なんだってあんな連中に追われてんのかは知んないけど、すなおに役人か何かに言って助けてもらったほうがりこうよ」


「──待ってください！」


　言って去ろうとするあたしの背中に、彼女の声がぶつかった。


　肩越しにふりむくあたしの目の前に、彼女の青い瞳ひとみがあった。


　深い苦悩をその奥にたたえ、


「どうか……わたしに力を貸していただけませんか」


「やだ」


　…………


　しばし、あさっての方を向いて沈黙した後、彼女は腰のザックから、油紙で包んだ、何やら小さなものを取り出した。


「ふっふっふ、ならば、これでならどうです!!」


　手渡された、赤ちゃんのにぎりこぶしほどの大きさをしたそれをあたしは開き──


「──これは!?」


　それは、一個の大きなエメラルドだった。


　魔道を使ってならば、これくらいのものを造り出すことは造ぞう作さもない。世に『宝石の護符ジユエルズ・アミユレツト』として出回っているものはすべてがその類たぐいのものである。が──これは──


　まじりっけなしの天然もの！


　しかも、純度も研けん磨まも申し分なし！


「……こんなものを持ってるなんて……」


　あたしはあらためて彼女の顔をしげしげと眺ながめる。


「そう……わたしは……」


　彼女はしばし目を伏ふせ、やがて静かな口く調ちようで言った。


「──わたしの名はレイミア。大商人マリウスのひとり娘です──」


　あたしは思わず絶句した。


　大商人マリウス──マリウス＝リンドバーグ。裸一貫から身を起こし、今では数百にものぼる数の交こう易えき商たちを率ひきいる、このあたり──沿岸諸国随一の大商人である。


　確かに彼のところにならば、これくらいの宝石がゴロゴロしていたって不思議ではないが、そのひとり娘がなぜ──


「ほ──」


　こくん、とのどを鳴らしながら、あたしはかすれた声で聞く。


「ほんとなの……？」


「うそに決まってるでしょーが。ばっかじゃないの」


　──あたしは迷わず彼女を蹴けり倒した。





「ち……ちょっと待ってくださいっ！　ほんとのことを話しますから！」


「やかまひい」


　なおもあとをついてくる彼女にはかまわず、あたしはすたすたと歩いていく。


「わたしは……」


　彼女はとことこっ、と走るとあたしの前にまわりこみ、凜りん然ぜんと言い放つ。


「わたしはレイミア＝ウル＝トゥラーディア。ラルティーグ公王よりタイレル・シティの領を任まかされるトゥラーディア公の娘です」


「うそつけ」


　一言のもとにきっぱり言い切り、あたしは彼女のそばを通り抜ける。


「……いやあの……」


　しばしの硬直ののち、ふたたびあわててついてくる彼女。あたしの目の前に、なにやら紋もん章しようの入ったペンダントなどをちらつかせながら、


「こんどのはほんっとうにほんとだから。ね、ね、見て。このペンダントの紋章！　おおっ！　本当だっ！　ほら本当だった！……信じてったらぁぁ！」


「ふむ」


　あたしは足を止め、その紋章をまじまじと見つめる。


　製作者の腕の冴さえをほうふつとさせる精せい緻ちな金細工で、角を持つ豹ひようの略紋と図案化された盾たて、そして白い鳥のようなものが描かれている。


　角豹はラルティーグ公国領を示し、盾は言うまでもなく護まもり、白い鳥はこの国では東方を司つかさどる獣けものとされている。


　つまりは、公国領東方守護の要かなめにあるところ、タイレルの領主であることを示すもの、まぎれもない本物である。


「──で」


　あたしは明るい声で尋たずねる。


「どこで拾ったの？　これ」


「どひーっ、おねがいっ、信じてちょうだいっ！」


　泣きだしそうな調子の彼女。


　……しかたないなぁ……あんましからかって、根に持たれてもつまんないし……


「……確かにこれ、紋章は本物ね」


「でしょっ[image: ]　でしょっ[image: ]」


　彼女は顔を輝かせ、子供のように跳ね回る。


「わかったわかった、信じたげるわよ。あなたがトゥラーディア公の娘だってこと」


「ありがとー！　おねーさま！」


　言って彼女はふたたびひしっ！　とだきついてきた。


　……まさかとは思うけどこの娘、みょーなケがあるんじゃなかろーな……





　領内に不ふ穏おんな動きがあるらしい。彼女がその噂うわさを耳にしたのは、はるか白魔術都市セイルーン・シテイでの二年間の学がく寮りよう生活を終え、帰路へつこうとしたその矢先のことだった。


　前領主──すなわち彼女の祖父が急な病やまいに倒れ、次に領主となるべき彼女の父親が、とりいそぎ政まつりごとを行なっている。


　戴たい冠かん式しきは一族全員が揃そろった時点でとり行なうのがトゥラーディア家伝来の定め。当然レイミアが戻るまでの間、正式な領主の座は空白となるのだが……
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　どうやら、そこにつけこんだ奴がいるらしい。


　彼女の動きを妨害し、その間に跡あと目め争いの工作をするか……あるいは彼女の命をタテに取り、彼女の父親に身を引かせる策か……


　魔道士協会が運営するメッセージ・センターからその伝言が届くやいなや、彼女は旅に発たったのだった。


　護衛のものをよこす、とは伝言にあったが、それほど悠ゆう長ちように待ってもいられず、またひとりで動く方が敵の目を眩くらますには都つ合ごうがよいだろう、というのが彼女の言。


　この判断は正解である。もしあたしが、その悪計の首しゆ謀ぼう者しやならば、まちがいなく、その護衛の中に刺し客かくをまぎれ込ませる。


　首の後ろを搔かきながら、あたしは彼女の話を聞き終えると、思わずポツリとつぶやいた。


「……なんつー月並みな話だ……」


「え？　今、何か……」


「いやいや、なんでもないなんでもない。とにかくそれで、ここまでは無ぶ事じに来たものの、とうとうその、悪だくみをしているだれかさんの雇やとったあの連中に気づかれた……ってとこかな？」


「そういうことです。……うまくごまかしたつもりだったんだけどなぁ……」


　彼女はくやしそうに言う。


「……しかしまあ……」


　あたしは痛みはじめた頭を押えながらに言った。


「これだけパターンで来られると、次の敵の出方もわかるってもんね……」


　すなわち。


　魔道士を雇ってあたしに対抗する。





　ざん！


　森のこずえが音を立てる。


「鳥？」


　あたしの後ろに佇たたずむレイミアは、思わず顔を上に向ける。


「違うわ」


　あたしは言った。目の前で、にやけた笑みを浮かべながら立っている男から視線ははずさずに。


　視界の片かた隅すみで、木こもれ陽びを縫ぬって疾はしった黒い影──


　決して鳥のものなどではなかった。


「そう。鳥なんかじゃない」


　男は嚙かんでふくめるかのように言う。


　レイミアと出会ったあの日、彼女を追っていた三流悪役たちのリーダーである。


　呪文のダメージは幸か不幸かあまりなかったらしく、はや完全に回復している。


「助っ人とを雇ったのさ。それも今度は前みてぇなごろつきどもとはひと味違う。──そう、お前さんと同じ魔道士さ！」


　言うなり、気け配はいがひとつ、あたしたちの背後に舞い降りた！


「ほーっほっほっ！　あなたたちには何の恨うらみもないけれど、これも世の弱肉強食のおきて！　この世紀の大魔道士白蛇サーペントのナーガの手にかかって果てることを誇ほこりに思って……って、あれ？　リナじゃないの。どうしたの？　いきなりコケたりして……」


　あ……あ……あのなあ……


　あたしは気力をふりしぼり、なんとかやっとか立ち直る。


　やや肌はだ寒さむいこの季節だというのに、いつもと変わらぬ、やたらと無意味に露出度の高い、悪の女魔道士然としたコスチューム。


　あたしの生しよう涯がい最大最強のライバルを自称して、いくどかあたしに挑戦を試み、ことごとく自滅しているという、なかなかなんぎなねーちゃんである。


　最近などは、あたしのライバルを名乗りながらも、あたしのあとをアヒルの子供よろしく（……そんなにかわいいもんでもないが）ついて回り、食事のかんじょうを払わせたり、店先のくだものをかっぱらい、役人にしょっぴかれては、『保護者の名前はリナ＝インバース』などとのたまわったり（あたしより年上だろーが。お前は）と、始末におえないことはなはだしい。


　……もっとも彼女は、これを『心理攻撃』と称してやまないが。


　つい先日、『さては単にお金がないだけだろー』と徹底的にからかってやると、『路銀を手に入れてくる』などと言って、今まで姿をくらませていたのだが……


　こんな所でこんなことをやっているところを見ると、本当に路銀がなかったのだろーか。


「し……知り合いか？　あんたら？」


　ぼーぜんとする刺し客かくのにーちゃん。かまわずナーガとの話をつづける。


「あ……あんたこそ一体何をしてんのよっ！……ったく……お金がないのならそう言えば、すこしくらい貸してあげるのに」


　ナーガは一瞬ものほしそーな表情を浮かべ、すぐにぷるぷるっ、と頭を振って、


「だ……だーれがっ！　第一あなたはわたしのライバルじゃないのっ！　それなのになんで……


　読めた！　読めたわよ！　リナ＝インバース！　このわたしの実力を恐れ、金銭で懐かい柔じゆうする作戦ね！　ほーっほっほっ！　そんな手には乗るもんですかっ！


　──それに第一、金につられて、一度受けたしごとを途中で投げ出すなど、許されることではないわ！」


「──なかなか立派な心がけね──」


　あたしはすいっ、と目を細めると、かるく両足を開く。


　ひきっ。


　ナーガの表情がまともにひきつる。


「なら──戦やるしかなさそうね」


「──や……やーねぇ、リナ、まじになんかなっちゃって……は……ははは……」


　あいそ笑いなんぞを浮かべながら、彼女はぱたぱたと手を振る。


「いやまあ、何にでも例外、ってやつはあるんだし。わたしもなにもそこまで意地になるつもりはないし……ほら、そんな怖こわい顔しないで、ね。ね」


　……こいつも気の弱い奴である。


「……あのー……」


　完全にとり残されたかたちの男が、もうしわけなさそーにおずおずと口を開く。


「すると、おれの立場ってーものはどーなるんでしょーか……？」





「……なるほど……」


　ナーガに縛しばり倒された男は、みょーに達観した表情でつぶやいた。


「さて……と。──あら？」


　彼女はあたしのかたわらに、事態についていけぬまま、ぼーぜんとたたずむレイミアに視線を送り、


「あなた……レイミア公女じゃない？　トゥラーディア家の」


『へ？』


　あたしとレイミアの声がハモる。


「な……なんで知ってるんですか？」


　いぶかしげな表情で聞く彼女には答えず、ナーガはなおも言葉をつづける。


「ふぅむ……ということは、例の跡あと目めあらそいにからんだ一件ね。──わたしに説明してくださったのと、事情がだいぶちがうんじゃありません？　パイルさん」


　男──パイルが言葉につまるのを見て、得意満面で彼女は例のバカ笑いを上げる。


「ほーっほっほっほ！　やっぱりね！　わたしはあなたの言葉の中にある、一いち抹まつの噓うそを見抜いて、こうしてリナについたのよ！」（大うそつき）


　しかし何だって、このナーガがここいらへんの事情を知っているんだろう……？　どこかに独自の情報網があることだけは確かなんだけど……


　ときどき彼女、みょーなことを知っていたりするのだが、ひょっとしてこの世には、『悪の魔道士互助協会』などとかゆーよーなものでもあるんだろーか？


「──おねがいです──」


　ふと気がつくと、レイミアは、転がされたままのパイルになにやら話しかけている。


「教えてください……この事件の大もとは……あなたにわたしを襲うように指示したのは一体誰なんです……？」


　問われて男はそっぽを向く。


「答えてもらいましょうか？」


　あたしはずいっ、と足を踏み出す。


「わたしもこーゆーのは得意なのよ……」


　ねちり、とした視線で男を見下ろすナーガ。これは、かっこうがかっこうなだけに、かなりコワいものがある。


「あ……あの……ひょっとして、拷問……ってやつですか？」


　口もとに手をやって、おびえた表情を浮かべるレイミア。


「素直にこの男がしゃべらなければ、ね」


　うすく笑みを浮かべたままに言うナーガ。


　レイミアの表情に同情の色が浮かぶ。


「あの……でも……あんまりひどいことはしないでくださいね……」


「それはこの男次し第だいね」


　あたしは言った。


　むろんあたしも、拷ごう問もんなどという、スマートじゃない手段はきらいなのだが、場合によっては、相手の背中にミミズを入れるとか、とことん脇わき腹ばらをくすぐるとかいう、非情の手段を取ることもありうる。


「けど……あの……せめて、口の中に砂利じやりをいっぱい押し込んでほっぺたを踏みつけるとか、おなかを少し切り開いて、中に酸イモ虫アシツドクロウラーの赤ちゃんを押し込むとか、そのくらいでかんべんしてあげてくださいね……」


　……鬼か、この娘は……


「ほーっほっほっほ！　そのテのことならこの白蛇サーペントのナーガにまかせて！」


　意味なく高笑いを上げながら、彼女はどこからともなく、一本のナイフをとり出す。


　大きく反そり返った、キョーアクなラインをした刃の、見るからにそれもんの奴である。


「さて……」


　草むらの上に半身を起こさせたパイルの頰ほおに銀色の刃をかるくあてがい、彼女はねちり、とした声で言う。


「おとなしくこちらの質問に答えてもらいましょうか……さもなくば……」


「まあ……」


　レイミアは、口もとに両手をあててちいさくつぶやく。


「なんて手ぬるい……」


「流血をあおってどーするっ！　あんた一体、白セ魔イ術ル都ー市ンで何を習ってきたのよ!?」


「それは……」


　ふたりの注意がナーガとパイルからそれたその瞬間──


　ナーガが小さな悲鳴を上げる！


「何!?」


　ふりむいたそこには──


　黒い髪とマントを大きく大地の上にひろげて倒れ伏す、彼女の姿があった。


「ナーガ！　しっかりして、ナーガ！」


　あたしは彼女を抱き起こし、体をかるく揺さぶった。


　その手から、かろん、とナイフが転げ落ちる。
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　きっ！　とあたしは、縛いましめられたままに座るパイルをにらみつけた。


「……へ……？」


　彼はきょとん、として顔をこちらに向ける。ナーガがナイフを当てていた左の頰が浅く切れ、赤い血が頰を伝っている。


「……彼女に一体何をしたの!?」


「な……何、って……」


「とぼけたってむだよ！」


　あたしは声を上げる。が、いきおいに任まかせて彼に詰め寄ったりはしない。


　一体パイルがどんな手を使ってナーガを倒したのかもわかってはいないのだ。不用意に近づくのは危険である。


「あ、気がついたみたいよ、このひと」


　のほほーんとしたレイミアの声に視線を落とすと、あたしの腕の中で、ナーガは弱々しく呻うめきながらに瞬まばたいた。


「……う……」


　かるく頭を振りながら身を起こす彼女。


「一体何があったの!?」


　あたしは尋たずねる。むろんパイルは視界の端に捕らえたままで。


「あ……ああ……言ってなかったっけ……」


　彼女はちらり、とパイルの方に視線を向けかけ、あわててふたたび目をそらす。


「わたし……血を見ると貧血起こすのよ……なにせ繊せん細さいにできてるから……」


　あああああああああああ。


「でも、それならナイフなんて使わないほうがいいんじゃないですかぁ？」


「……ちっちっちっ……まだ甘いわね、プリンセス・レイミア。やっぱりあの場合、ああでないとフンイキが出ないでしょーが。


　まあ、ちょっと手がすべって本当にほっぺた切っちゃったのは計算外だったけど……どうしたの。リナ？　頭なんか抱えて」


　──何でもないわよっ！


　そうどなり返すだけの気力すら、今のあたしには残っていなかった。





「……あー……」


　あたしがよーやく立ち直り、尋じん問もんを再開する気を起こしたのは、それからかなりが経たってからのことだった。


「あなたにこの件を依頼した奴やつだけど……」


　あたしの言葉に、彼はふてぶてしい笑みを浮かべたままそっぽを向く。


「さあ……おれが直接会ったわけじゃあねえからな」


　いかにも『シラを切ってます』といった態度で答えてくれる。


「おねがい、こたえて」


　両手を胸のまえで組み、瞳をうるうるさせながら言うレイミア。


「でないとわたしたち……あなたの鼓こ膜まくに針で穴あけたり、わき腹の皮をすこしずつ剝はいでお塩をすりこんだりしなくちゃならなくなるかもしれないんですもの……」


　……ひょっとしたらこの小娘、今のうちにとっとと始末しておいた方がいいのかもしんない……


　ともあれ今はそちらは無視し、あたしは男をしばししげしげと眺ながめてから、やおらずばり、と言ってやる。


「ふむ……黒幕は大臣ね」


　とたんに顔色を変えるパイル。


「な……なんでわかった!?　そうか！　心を読んだな」


　あたしは一瞬言葉に詰まる。


「リナさんすごーい！」


「ふっ……やるわね、リナ。さすがにこのわたしのライバルを名のるだけのことはあるわ」


　やたらと感心するナーガとレイミア。


　……いやまあ、実のところは、『これだけパターンがつづいたんだから、ここもやはりこのパターンで……』などと思ってでまかせを言っただけなのだが……


　それが本当に当ってしまうとゆーのが……なんかむなしい……


「けど……あの優しい大臣が、そんなおそろしいことを……」


　悲しい顔でうつむきながらにつぶやくレイミア。


「帰ったら、一族郎党皆殺しにしなくちゃ……」


「あんた……そりゃあいくらなんでもやりすぎよ」


　苦い顔で言うナーガに、レイミアはきょとん、とした顔で、


「あら、冗談で言ってるのがわかんないの？　いい歳こいて」


　ナーガのケリが、まともに彼女のこめかみに入った。





「ほほぉぉう」


「さすがにたいそうなお出迎えね……」


　あたしとナーガは、同時に不敵な笑みを浮かべた。


　ひろがる荒れ地にはごつごつとした巨岩が散在し、緑といえば、申し訳程度に生はえている雑草のみ。


　土の質が違うのか、向こうの方には小さな森。そしてそのさらに向こうが、目ざすタイレル・シティである。が……


　森とあたしたちとの間には、完全武装の男たち、その数ざっと四、五十人。


　過日一度はひっ捕まえたパイルくん、ちょいと目を離したそのスキに、あっさり逃げてしまったのだが、おそらくそれでテキに情報が漏もれたのだろう。


　ちょっとした町くらいならば制圧できそうな人数だが、いかんせん、あたしとナーガのペアを相手どるには不足に過ぎる。


「ま、それじゃ、がんばってくださいね」


　完かん璧ぺきにひとごとの口調で言うレイミア。


「まーかせて！　一撃で片づけて、とっとと町に向かいましょ」


「ほーっほっほっほ！　そーいうことなら、この白蛇サーペントのナーガにまかせてちょうだい！


　このごろどーもナメられているきらいがあるから、ここらでひとつ、びしっ！　と実力のほどを見せてあげるわっ！」


　おー。ぱちぱちぱち。


　軽いノリで拍手を送るレイミアを横目で見ながら、あたしはロコツに顔をしかめる。


「……何よリナ、そのいやそーな顔は」


「しんそこいやなの」


　猛然と言い返してくるかと思いきや、彼女はかえってえへん、と胸を張り、


「ほーっほっほ、どうやらあなた、このわたしが大活躍するのが気に入らないようね」


「うん」


　正直にうなずくあたし。


　ぴくくぅっ！


　一瞬頰をひきつらせ、それでもなおかつ、極力平静を装いつつ、言葉を続ける彼女。


「ふっ……わたしをライバル視するのはいいけれどね……」


　してないって。そんなもん。


「じゃまをしたりはしないでね。今、研究中の呪文を使ってみせるから」


　研……究……中……？


　じょーだんではないっ！


「どひーっ！　やめておねがいっ！　あなたが実力を見せてくれて、ロクな目にあった憶おぼえがないんだからっ！」


「や……やかましいわねっ！　とにかくそこで見てなさいっ！」


　言ってずいっ、と進みだす。


「どうやら話はまとまったようだな」


　先頭に立つ男が言う。この声は──パイル！


　深くかぶったヘルメットのせいでよく顔は見えないが、なるほどどーりでパターン通り、こちらの話が終るのを、りちぎに待っててくれたわけだ。


「今度こそ覚悟するがいい！　この、すべての魔力を遮しや断だんする魔道甲かつ冑ちゆうに身を包んだ以上、きさまらの魔術など恐るるには足らん！」


　魔道甲冑!?


　あたしは彼らの着ているヨロイにちらり、と目を走らせて──


「あんた……それ、立派なまがいもんよ」


「……へ!?」


　間の抜けた声を出すパイル。


「どっかの悪徳商人にでもひっかかったんでしょーけどね……ゴテゴテしくつくってはあるけどね」


「……そーなの」


「そう」


　当り前である。だいいち、『魔力をすべて防ぐヨロイ』なんぞとゆーとんでもないものが、パイルくんたちにも入手可能なくらいゴロゴロ転がっていたりしようものなら、魔族や悪の魔道士たちは、それこそ商売あがったりである。


　──などとやっているうちに、どうやらナーガは呪文を唱となえ終ったようである。


「石霊呪ヴ・レイワー！」


　ドクン！


　彼女の発した『力ある言葉』と共に、大地にころがる無数の岩が脈動した！


「な……何だ!?」


　あわてふためく刺客たち。


　岩はころがり、あるいはあちこちでぶつかりあい、徐々に形を変えながら──


　やがてそれらは、ある形を取った。


　人の数倍の大きさを持つ──


　竜ドラゴン!?


　十数体にも及ぶそれらは、一斉に天に向かって咆ほう哮こうする！


　いきなり浮足立つ刺客たち。そこにひびくはナーガのバカ笑い！


「ほーっほっほっほ！　地精ベフイモスに干かん渉しようして無数の岩を竜と化し、近くを浮遊する低級霊を憑ひよう依いさせて石人形ロツク・ゴーレムとするこの高度な技術！　この白蛇サーペントのナーガならではの技、とくと味わうがいいわ！」


「……それはいいんですけど……」


　レイミアは、しゃぎゃしゃぎゃと吠ほえたてている『石竜』を指さして、


「あれ、竜のつもりだったんですか？」


　[image: ]……
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　言葉につまるナーガ。さらにおいうちをかけるあたし。


「同感。関節の方向は逆になってるし、顔の造形なんかはロバだか何だかわかんないし……ひょっとして、この術の未完成な部分って、あなたのデッサン力のこと？」


「やっ……やかましいわねっ！　ひとの術に、こまかいことで文句ばっかりつけてっ！


　わたしが未完成だ、って言ったのは、完成したあれのコントロールができない、って、それだけのことよっ！」


　ぴくくくぅぅっ！


「……ナーガ……今……あんた……何て言った……？」


「いや、だから……二度も言わせないで」


「……あの……」


　ナーガの後ろをぴっ、と指さし、申し訳なさそーに口をはさむレイミア。


「……暴走してますけど……あれ……」


「……おや……ほんと……」


　ふりむいて、ナーガはぼーぜんとつぶやく。


　刺客たちは、とっくにあっさり逃げ出して、無人となった荒れ地を、地響き立てて走り抜けるのはナーガのつくった石竜（モドキ）。


「──だーいじょうぶ」


　ナーガはこちらを振り向くと、びっ！　と人さし指を立てる。


　平静を装うその頰に、ひとすじの汗が流れているのを見逃すあたしではなかった。


「あっちには──タイレル・シティしかないから」
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「ひゃあああああああああっ！」


　レイミアはおーげさな悲鳴を上げた。





　そして──


　戦いがすんで日は暮れた。


「終ったわね──」


「ああああああああああ」


「ええ……やっと……」


　タイレル・シティを見下ろす小高い丘の上、一同は、夕日を浴あびてたたずんでいた。


「まあ……何て言うか」


「やっちゃったものはしかたないわね……」


「ああああああああああああああああああ」


　さきほどから、しゃがみこんだままぼーぜんとうめき続けるレイミアを尻しり目めに、あたしたちは極力平静を装いながら、ほんのちょっと──すこしだけ──だいたい三分の一くらいががれきと化した、タイレル・シティを眺めていた。


　ナーガの造った竜（モドキ）が大半を壊し、あたしとナーガが、竜（モドキ）たちを倒した時の魔力余波による被ひ害がいがほんのちょっぴり。（お願い信じて）


「そ……そーだ、いい手があるわ！」


　何やら思いついたのか、やおらナーガは手を打った。


「いーことレイミア、よく聞いて。あの竜を暴走させたのは、あなたの命を狙ねらう大臣の部下だ、ってことにしちゃえばいーのよっ！」（悪質）


「ををっ！　そりはナイス・アイデア！」


　即座にあたしも同意する。（同罪）


「……そうですね、それ、いきましょう！」


　猛然と反対するかと思いきや、レイミアは、目をかがやかせてうなずいた。


　……なんだかよくはわからんが、ともあれこれで、共犯関係成立！　である。


「けどそーなるとあたしたちは、プリンセスを護衛した上に町を救った、ってことになるわけね」


「と、いうことはあたしたち、この町のヒロインよ！　ヒロインよ！」


「──てことはとーぜん、前にもらったエメラルドのほかにも、報ほう酬しゆうがっぽり！」


　自分のやったことも忘れて言うナーガ。


「ま、わたしがほんもののプリンセスだったら、ですけどね」


　ぴくくぅっ！


　にこやかに言う彼女のことばに、あたしとナーガは硬直する。


「い……」


「今あんた……何て……？」


「本気で信じてたんですか？　二人とも。


　あたしが本物のプリンセス・レイミアだって……」


「で……で……でもっ……」


　ナーガは彼女を指さして、やたらと口をぱくぱくさせる。


「あなた、本物を見たことあるんですね。ほんとそっくりでしょ、わたし」


　あたしたちは完全に言葉を失った。


「いくらいい案だからって、本物のプリンセスがたった一人で旅したりすると思います？　常識で考えて。


　当人がやろうとしても、まわりの人間が許しませんよ。あたしは単に、刺客の目をひきつけるためのそっくりさん、ただの身み代がわりなんですよ」


「あ……」


「そぉぉ……」


　あたしとナーガは顔を見合わせて、同時にひきつった笑みを浮かべる。


「そんなわけですから、たぶん報ほう酬しゆうなんて出ないと思いますよ。


　──まあ、これで事実がバレたら、あたしもキツいおとがめを受けることがわかりきってますから、さっきの噓うそにはひと口乗らせていただきますけど……って……あの……ちょっと!?」





　はり倒される程度ですんだのは、感謝してほしいもんである。





　追記：よく考えたら、みんなナーガが悪いよーな気もする……







（リトル・プリンセス：おわり）












　らびりんす










　扉が開いた。


　きしんだいやな音を立てて。


　戸口に佇たたずむ黒い影は、ざっと店内を一いち瞥べつし、


「ほーっほっほっほ！　仕事よ！　リナ！　仕事がみつかったわよ！……って、何よ、いきなりポテトサラダに顔埋うめたりして」


「あ……あ……あのねぇ、ナーガ……」


　あたしはなんとか身を起こし、顔のサラダをふき取りながら、テーブルの向かいに立った彼女に疲れた視線を送った。


　白蛇サーペントのナーガ──


　あたしのライバルを自称する金魚のうんちである。


　黒く長い髪の、知的な容よう貌ぼうの美人なのだが、いかんせんその格好が普通ではない。


　黒いマントはまあ許せるとして、意味もなく露出度の高いコスチュームにドクロのペンダント。黒い肩当てシヨルダー・ガードには、ごていねいにも鋭いトゲトゲが生えていたりなんかする。


　こーいった、全身全霊を以もつて『わたしは悪の女魔道師（見本品）ですっ！』と表現しているよーな奴が、やおらメシ屋のドア蹴けり開けて、大声で呼出しなんぞしてくれた日には、テーブルに突つっ伏ぷす以外に道はない。


「もーちょっと……その、何てゆーか、ふつーに人生送れない？」


　あたしが言うなり彼女は眉まゆを吊つり上げて、


「ほほぉ……聞かせてもらえる？　わたしのどこが普通じゃないっていうのか」


「だぁぁぁっ！　そーいう質問をしゃあしゃあとすること自体がふつーじゃないって言ってんのよ！……とっ……とにかくっ！　話は外で聞くわ！」


　周まわりの視線に耐たえかねて、あたしは急いで席を立つ。


　目立つこと自体はきらいではないが、『さらしもの』となれば話は別である。


　あたしは料理を半分近く残したままで勘かん定じようを済ませ、ナーガと共に店を出る。


　……ああ……さよなら、あたしの愛いとしい焼肉セットさん……





「……それで？　仕事ってのは？　まともなシロモノなんでしょーね」


　露店立ち並ぶ通りを行きながら、あたしはとなりを歩くナーガに尋たずねる。


「まかせて！　今回は、世のため人のためになって、なおかつ報ほう酬しゆうがもらえるというナイスな依頼よ！」


　よ……世のため人のため……


　ナーガの口からこーいう言葉が出るのに、底知れぬ違和感を抱くのはあたしだけだろーか……


「で、結局のところはどーいう仕事なの？」


「まあ、ありていに言えば人命救助ね」


　ぢ……ぢんめーきゅーじょ……


　くらぁっ……


　軽い目まいを覚え、あたしはその場に足を止める。


「……ち……ちょっと待って、ナーガ、あなた今ひょっとして、まさかとは思うけど、『人命救助』って言わなかった？」


「言ったわよ。それが何か？」


　こともなげに言う彼女。


　あたしは疲れたため息ひとつ。


「あのね……ナーガ、知ってる？『己おのれを知れ』っていう言葉……」
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「どーいう意味よっ！」


「そのままの意味よ！　そのままっ！　第一、考えてもみなさいよっ！　自分でこんなこと言いたくないけど、あたしとあなたとが組んで、すべてが平へい穏おん無事に終ったことなんて一度もないのよっ！　それで人命救助をやろうなんて、それこそゾンビが聞いても大笑いよ！」


　われながら、かなり説得力のあるセリフ（ちょっぴり悲しひ）だが、彼女はそれを一いつ蹴しゆうした。


「ふっ……甘いわね、リナ＝インバース」


　人指し指をぴょこっ、と立てて、ちっちっち、と振ってみせる。


「あなた、『だめでもともと』って言葉を知らないようね……」


　……あたしはこの時あらためて、彼女の恐ろしさを認識した。





　あたりには、つめたく湿った緑のにおいがたちこめている。


　土に埋うもれ、苔こけと蔦つたに覆おおわれた、明灰色の建物のまえに、ふたりは佇たたずんでいた。


　村から少しはなれた山の中。


　彼女の聞いた話によると、村の青年数人が、肝きもだめしがてら、面白半分でこの遺い跡せきの奥に入り込み、それから数日を経へた今もなお、かれらは戻ってきていない。


　中で道に迷ったのか、あるいは──


　むかしからこの遺跡には、おかしな化け物が住んでいるとの噂うわさがあり、村人たちはこわがって、入っていこうとはしない。


　そこで村長は、魔道士姿のナーガに声をかけたのだ。


　ということで、彼らの安あん否ぴを確かめて、無事ならば救出する、というのが今回のあたしたちのしごとである。


　どうやらこの遺跡、もともと大きなつくりの建物が埋まい没ぼつし、あちらで天然の洞どう窟くつとくっついたり、こちらで落盤を起こしたりなどして、かなりの複雑な迷路になっている、ということなのだが……


「そうだ！　いいアイデアがあるわっ！」


　あたしはぽんっ、と手をたたく。


「何よ？」


「いきなり竜破斬ドラグ・スレイブか何かでこの遺跡ぶっ飛ばして、『いやぁ、ダメでした。えへ、えへ』なんて言っちゃう！　ををっ！　これなら少ない労力でかたづいちゃうわっ！」


「何考えてるのよあんたはっ！　いいこと、わたしたちのやろうとしていることは救出作業なのっ！　闇やみに葬ほうむってどうするのよっ！」


「でも……自爆するほど面倒くさそうだよ、これって……」


　あたしは遺跡に目をやった。


　山の形がみょーにいびつになっている。


　おそらくはそれが、建物の埋まっている部分なのだろうけれど……


　これがまあ、とことんでかい。


「ま……まあ、確かにこれは……」


　ナーガもしばし言葉を失う。


「でしょ」


「け……けど、ほら、遺跡、って言えば、いろんなお宝がごろごろしてたりして……」


　半なかば自分に言い聞かせるようにフォローを入れる彼女。


　ぴくん！


　おたから……


　ぎぎぎぃっ、とあたしは顔をナーガの方に向け、


「うふ……おたから……うふふふふふふ」


「ち……ちょっと！　大だい丈じよう夫ぶ!?」


　彼女は気味の悪そうな表情で、こちらを眺ながめながらもじりじりと後退していく。


「そうよ！　おたからよ！　単なる金銀宝石だけじゃなく、未知なる魔道書、魔力を秘めた秘宝の数々！　ここなら確かに、そういったものもあるかもしれないのよっ！　うふ……うふふふふ[image: ]」


　イナズマなんぞを背景に、あたしはひとりで盛り上がる。


「な……なんでもいいけど……せめてその笑い方はやめてくれない？　なんか……すごくアブナイものあるから……」


「なにはともあれ、そうと決まった以上はとっとと中に行きましょ！」


「はいはい……ったく現金なんだから……それだから発育不良の即物呪じゆ文もんバカなんて言われるのよ」


「……誰がいったのよ、ンなこと……」


「ふっ、わたしに決まってるでしょ」





　どぐぁしっ！





　ポーズをつけて髪をかき上げるナーガの側頭部に、あたしのケリがまともに入った。





　迷宮は、予想通りに深かった。


　中に入ってからかなり歩いたはずだが、まだ迷宮の奥にはたどり着いてはいない。


　もはや入り口の光も見えず、あたしが頭上に造りだした『明りライテイング』に照らし出されているのはあたしとナーガ、そしてどこまで続くとも知れぬ、シミとヒビだらけの壁かべと天てん井じよう──壁に頭を並べる、魔獣の顔のたいまつ立て。


　ときどき光におどろいて、見たこともない奇妙な虫が、壁を走って逃げていくのがとってもぷりてぃ。甘くすえたようなよどんだ空気がでりぃしゃす。


　……やっぱり来るんじゃなかった……


　この時点で、すでにあたしの体力はともかく、気力と根性ははやほとんど尽つき果てていた。


「ねーナーガぁ、飽あきたよー、つかれたよー、もう帰ろうよー」


「何を子供みたいなこといってるのよ、あんたはっ！……けど今回のこのしごと、特に気合いを抜いてるみたいだけど──まさか、わたしが取ってきたしごとだからって手を抜くつもりなんじゃないでしょうね？」


「そーいう問題じゃないの。いいこと、よく考えてみてよ。しごととはいえなんだって、面白半分にこんなとこに入り込んで、勝手に道に迷ったよーな連中の救助なんかしなくちゃなんないのよ。もしもの時に、自分たちでどーにかできる自信も技術もないんだったら、こんなところに入んなきゃいいのに」
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「まあ……それはそーだけど……」


「でしょっ[image: ]　でしょっ[image: ]　だからもう帰ろ、ナーガ[image: ]」


「だからっ！　そういうわけにはいかないでしょうがっ！」


「……わかったわよ……けち」


　ともあれこうなれば、さっさと見つけてとっととしごとを片付けるのみ。


「……けど、やたらと枝道多いわねー。これじゃあひとつ間違うと、あたしたちまで帰れなくなっちゃうわよ」


　言いながら、あたしは左手のチョークで、壁にきゅいっ、と印しるしをつける。


　あたしのことばにナーガは何やら口を開きかけ──


　やおらひたり、と足を止め、両手を腰に当てたまま、探るかのような視線を宙に漂ただよわせる。


　あたしもその場に足を止め──


　聞こえる。


「声よ」


　ナーガがぽつりとつぶやいた。


　確かに──


　昏くらい迷宮の奥深く、どこからともなく響いてくるのは、まぎれもなく人の声だった。


　その内容までは聞き取れないが、複数の声が何やら会話を交かわしているようである。


　もし心霊現象でなければ──それこそが、あたしたちの探し求める相手にちがいない。


　偶ぐう然ぜんやって来た別の一団だ、という可能性もないことはないのだが、その確率はきわめて低い。


「おーい！　生きてるー！」


　あたしは声を限りに叫ぶ。


　しばし、ためらうかのような沈黙、そして──


　いっせいに、おおさわぎするいくつかの声がわき起こった。


　金属を打ち鳴らすような、きっきょんきっきょんした甲かん高だかい音も混じっている。


「……どうやら無事なようね」


　あたしは安あん堵どのためいきをつく。


「よかった……ちゃんと生きててくれて……呼んでも応こたえてすらくれない死体を探すのって、大変だもんね」


「あんた……一体どーいう心配のしかたしてるのよ……」


　ナーガはジト目でこちらをにらむ。


「とにかく、先に進みましょ」


　言ってあたしは、声がしたとおぼしき方に向かってふたたび歩みを進めた。





　やたらと音が反響しまくる迷宮の中、いくどか道をまちがえながらも、二人はようやく目的の場所にたどり着いた。


　廊ろう下かの壁に一枚の大扉。巨大な竜の頭を浮き彫りにして。


　声は、その向こうからひびいていた。


　やたらと扉を内側から、どんがどんがと叩たたいているところを見ると、どうやらこの扉、内側からは開けられないようになっているらしい。


「はいはいっ！　今扉開けたげるから、さわがずにちょっと退さがって待ってて！」


　あたしは言って、扉に刻きざまれた竜の頭をたんねんに調べる。と──


　やはりしかけがあった！


　まったくパターン通りだが、こちらとしては、変に凝こられるより楽である。


　竜の瞳をくいっ、と押すと、どこかでかこんっ、と小さな音がした。


　そして──扉は思ったより軽い音を立て、ゆっくりと外側に開いてゆく。


　転がり出てくる十数人の男たち。


　ごく普通の貫かん頭とう衣いにズボン、しごくありきたりの村人スタイルである。


　特筆すべきことと言えばただひとつ──すなわち、すでに全員がゾンビ化しているということだけ──


『だでょれぇぇぇっ！』


　あたしとナーガ、ふたりの悲鳴が洞どう窟くつの闇やみにこだました。





　ゾンビ──


『死せる者アンデツド・モンスター』の中でもトップ・クラスに有名なそれの説明を今さらする必要はないかもしれないが、パワーと生命力──もとい、しぶとさに関してはかなりのものがあるのだが、なにせとことん動きが鈍にぶい。ちょっとした魔道士や、なぐさめ程度の魔法の武器を持つ戦士なら、余裕で勝てるだろうし、むろんあたしたちにかかっては、楽勝レベルの相手である。


　が──


　問題なのは、その精神的なインパクト。


　なんの心構えもしていない時にいきなり、半ば腐くさりかけ、（以下検けん閲えつにより描写削さく除じよ）した姿がころん、と転がり出てきたのである。驚きと、生理的嫌悪につつかれて、あたしたちは思わず全力疾しつ走そうをしていた。
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「……よ……よく考えたら……」


　はひはひ肩で息をしながらナーガが言ったのは、勢いでとことん走り回ったあとのことだった。


「別に逃げ出すことなんてなかったじゃないの……その場で倒しちゃえば……」


「そ……そーいう気はする……」


「けど……あれってやっぱり、迷い込んだひとたちなのかしら……」


　つぶやくナーガ。


「さあ……その確率が高いことは確かだけど、全然無関係なゾンビだってこともありうるし……」


　しかしあの時、あたしたちの呼び声に応えたあの声……どーやらあれは冗談抜きで心霊現象だったようである（反則）。


「けど、どうしよう、ナーガ」


「何が？」


「今、思わずめちゃめちゃにつっ走ったもんだから、道、わかんなくなっちゃったよ」


「……ふっ、何かと思えばそんなこと？」


　首を小さくかしげながら、大きく胸を張って言う彼女。


「ええ!?　まさかナーガ、あなた……」


「もちろん！」


　彼女はさらに胸を張る。


「わたしなんて、最初っから覚えてないわよ、そんなもの！」


　ぴびびっ！


　自分の頭ず蓋がい骨こつにヒビが入る音を、あたしは確かに聞いたよーな気がした。


「何をいばってんのよっ！　あんたは！」


「平常心を忘れるな、って言いたかったのよっ！　わたしはっ！」


　……うううぅっ……


「あなたは単に事態をちっとも認識してないだけでしょーがっ！」


　……ううぅっ……しく……しく……


「それが一体どーしたって言うのよっ！」


　しくしくしくしく……


「どーしたもこーしたも……」





　しくしくしくっ！





　その時はじめて──


　あたしたちは、通路の奥から聞こえるすすり泣き（？）に気がついた。


　漆しつ黒こくへと消える通路の途中に、白い靄もやが浮かんでいる。


　おぼろげな、人の輪りん郭かくをかたどって。


　悪霊ゴースト！


　……しかしまあ、なかなか自己顕示欲の強い悪霊ゴーストである。風ふ情ぜいがないことおびただしい。


　ともあれ十体近い数のそれらは、ゆるゆると、こちらに向かって進んで来ている。


「ふっ！　ここはこのわたしにまかせて！」


　自信たっぷりに言うナーガ。ロコツに顔をしかめるあたし。


　彼女が底知れぬ実力の一端を見せてくれるそのたびに、敵味方を問わず、周囲に甚じん大だいな迷惑をかけ倒しているのだが、いまだに彼女自身には、カケラほどにもその自覚がない。


　あわててあたしはくぎを刺す。


「で……でもナーガ、あんまり派手な術は使わないでね。ここが崩れるとヤバいから」


「わかってるわよ」


　言うなり彼女は小さく呪文を唱となえはじめる。胸の前と腹部とで、両手を使って印いんを切り──
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　その時あたしは、ふとあることに気がついた。──この呪文は!?


「だめよナーガ！　その呪文は──」


　しかし時すでに遅し──


　印いんを結んだ両の手を、高々とま上にはね上げて──


　唐とう突とつに、彼女はその場にうずくまる。


　……やはり……


　あたしは静かに、両手で頰ほおを押えたままでうるうるしている彼女のそばに歩み寄り、


「……ほっぺた突いたんでしょ……ショルダー・ガードのトゲトゲで……」


「……ひん……」


　情なさけない声でうなずくナーガ。


　……泣くな……たのむから……


　ともあれここは、あたしがなんとかしなければ！


　呪文を唱え、右手のひらを静かに前につき出した。


「青魔烈弾波ブラム・ブレイザー！」


　右手のひらから生まれた、青い光の衝しよう撃げき波はが、悪霊たちを突き抜ける。


　とたん──


　彼らは絶ぜつ叫きようを上げながら、一いち目もく散さんに逃げていく。


　この術、人間や他の普通の生き物に対しては衝撃波としての効果があるのだが、『死せる者アンデツド・モンスター』や魔族に対しては、極度の苦痛だか不快感だかを与える光として作用する。


　また、風による衝撃波ではなく、指向性も強いので、こういうまっすぐな通路でなら、安全に使用できるわけである。


『──ふん、少しはやるな』


　声は唐突に後ろからした。


　──なっ！……


　あわててあたしはふりむいた。が、そこには何かの影はもとより、気配すらもありはしない。


　たぶん『声』は、壁の中のパイプか何かを通して、たいまつ立ての魔獣の口からでも流れ出しているのだろう。


『なかなか元気のいい生いけ贄にえだな。それでこそ、我が血肉となるにふさわしい』


　いけにえ……？


　ひょっとしてこれは……


「何者よ！」


　立ち直ったナーガの問いに、低い含み笑いののち、


『我が名はシュタインドルフ。この迷宮の主にして高貴なる闇の血を引くもの……』


「吸血鬼ヴアンパイアね！」


　あたしは叫んだ。


　吸血鬼ヴアンパイア──


　おそらくは『死せる者アンデツド・モンスター』たちのうちで、もっともポピュラーなものだろう。


　ほぼすべての面において、普通の人間を能力的に凌りよう駕がしており、強力な魔術を使うものもいる。


『ふっ……察しがいいな……』


「あったりまえでしょーがっ！　その、いかにももったいぶったものの言い方、それもんの名前、これでわかんない方がどうかしてるわよっ！……何より、自分で自分のことを『高貴』だの『闇の血を引く』だのと抜かす自意識過剰のあほぅは、世の中広しといえど、吸血鬼ヴアンパイア一族くらいなもんよ！」


　──しばしの沈黙。


『……い……言いおったな……』


　怒ってる怒ってる。


『口先だけの人間どもが！』


　言葉と同時に通路のどこか遠くから、かすかな明かりが漏もれてくる。


『ならば来てみるがよい！　我がもとへ！


　暗黒の貴族の名にふさわしい我が力、とくと見せつけてくれるわ！』


「……ほっときましょ、あんなの」


　覚さめた口調で言うナーガに、あたしはきっぱり、首を横に振ってみせる。


　彼女はいぶかしげな顔で、


「どうして？　めんどくさがりのあなたらしくもない……まさか、意地、ってやつ？」


　ふたたびあたしは首を横に振る。


「いいことナーガ、よく考えてみて。古代の遺跡、そこに住み着いた吸血鬼ヴアンパイア。……とくれば……」


「なるほど！」


　彼女の顔が輝いた。互いの手をぱちん、と叩たたきあい、二人の声がみごとにハモる。


『お宝よっ！』


　光の強くなる方に向かい、二人は昏くらい通路を進む。


　昏い──と言っても、あたしが自分の頭の上で固定した『明りライテイング』が効きいているので、歩く上ではまったく支障はないが。


「ナーガ」


　歩きながら、あたしは彼女に言う。


「何よ」


「はめられたわね、見事に」


「え？」


　彼女はぴたり、と足を止め、いぶかしげな視線をあたしに送る。


「どういうことよ？」


「さっきあの吸血鬼ヴアンパイアが、あたしたちのことを『イケニエがどうの』って言ってたでしょ」


「……そう言えば何か、そんなことを言ってたような気もするわね」


「つまり、あたしの考えじゃあ、はじめっから、ここに迷い込んだ村人なんていなかった、っていうことよ」


「はあ？」


　彼女は目を丸くする。


「ほら、よくあるじゃない。魔物が山なんかに住みついて、近くの町や村に生いけ贄にえ要求する、ってパターン。今回がたぶんそれなのよ」


「…………」


　どうやら彼女、まだよくわかっていないようである。


「たぶんこうよ。あるときこの遺跡に、あの吸血鬼ヴアンパイアが住みついて、近くのあの村に、定期的に生け贄を要求してきた。しかし当り前と言えば当り前だけど、村から生け贄なんぞ出したくはない。そこで、よ。身元もよくわかんない、旅のなんでも屋に、『遭そう難なん者しやの救助を頼む』なんぞと噓うそをついて、ここに送り込む。生け贄として、ね。


　──早い話が、あなた村長にかつがれた、ってわけよ」


「な……なんですってぇぇぇっ!?」


「ぢ！　ぢょっどぉっ！　ぐっ……ぐるじっ……けほっ、けほっ……あーっ、いきなりあたしの首絞しめてどーすんのよっ！」


「腹が立ったからとりあえずよ、とりあえずっ！」


「そーいうのは手近で間に合わせないでよっ！……ったく……」


「ともあれそういうことなら、ここを出たら、村長さんにあいさつ行かなくちゃあねぇ……」


　言って彼女は、低いふくみ笑いを漏もらす。


　かなり来てるぞー、これは……


「ともあれここは、あの吸血鬼ヴアンパイアを倒すのが先よ。さ、とっとと片付けちゃいましょ」


　言ってあたしは、ふたたび歩きはじめた。





　やがて二人は、一枚の大きな扉の前に立つ。


　……しかし何だって、ボスだの何だのっていうのは、こうやたらと立派な大扉のある大部屋の奥にいるんだろーか？


　……まあもっとも、いくら斬ざん新しんだからと言っても、ボス格の奴がトイレみたいな部屋でうずくまっている、というのも、何か悲しいものがあることは事実だが……


「よく来たな……」


　声と共に、扉がゆっくりと開いていく。


　薄暗い灰色の大部屋（やっぱし）。


　部屋の中央が一段高くなっており、その上にあるのは黒い棺ひつぎ──


　ぎぎぃぃぃっ……


　ゆるり、と棺の蓋ふたが開く。


「……地下にいるんだから、別にわざわざカンオケに入る必要なんぞはないよーな気はするんだけど……」


　あたしの突っ込みに、一瞬、棺から覗のぞく手が止まる。


　が、気をとり直してか、やがて棺の蓋は大きく開き、一人の男が身を起こす。


　金色の髪を後ろになでつけ、黒いマントを身に纏まとった長身の男。


　……思った通り、やたら月並みな奴である。


「お初にお目にかかる。私がこの迷宮の王、ヴァンパイア・シュタインドルフ……」


　言って深々と一礼する。


「あー、何だっていいから」


　あたしはいかにもめんどうくさそうにぱたぱたと手を振って、


「やるならとっととかかって来てね」


「なっ……なにぃぃぃっ!!」


　あ。本気で怒った。


「よぉしっ！　ならば望み通り、その喉のど首くびを引き裂いてくれるわっ！」


　……誰ものぞんでなんていないって、そんなもん……


　ごぅあっ！


　吸血鬼ヴアンパイアの全身に力がみなぎる。すべての筋肉が大きく隆起し、やがて──


　それは変貌を開始した！


　人としての形が醜みにくくゆがみ、全身に黒い獣毛が生える。耳が大きくせり出して──


　ぎはーっ！


　変身を終えたそれは、歓喜のおたけびを上げる。


　一匹の、巨大なコウモリ！


　……とまあ、ここで恐怖に身をふるわせてパニックに陥おちいる、というのが世間様一般のつきあい、というやつなのだろうが……


　弱くなってどーする……


　大きな体をもて余しつつ、それでもなんとか、よたよたと宙に浮いている。


「えい。」


　ナーガがいとも無む造ぞう作さに放った石コロが、まともに大コウモリの頭を直撃する。


　がこべしゃっ！


　いともあっけなく撃げき墜ついされて、変身を解とく吸血鬼ヴアンパイア。


「や……やりおったな！　たかが人間の分ぶん際ざいでっ！　こうなれば、我が最強の秘術をもって葬ほうむってくれるわっ！」
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　言うなり、がっ！　と両手を前に突き出して、呪文の詠えい唱しようをはじめる。


　──こ……これはっ……


「ゆくぞっ！　炎の矢フレア・アロー！」


　彼のかざした手の前に、ぽんっ！　と、ニンジンくらいの長さをした炎の矢が一本だけ現れる。


　………………


「ＧＯ！」


　かけ声と共にその矢は──そう、たとえて言うならかめさんが匍ほ匐ふく前進するかのようなスピードで、ねりねりと空中を這はってくる。


「ふはははは！　見たか！　あまりの恐怖に声も出まい！」


　ねりねりねり……
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　あたしとナーガは目を点にしたまま、すこしずつすこしずつ向かってくる『炎の矢フレア・アロー』と称するシロモノを眺めている。


「滅びるがいい！　我が住まいに迷い込んだ愚おろか者共よ！　ふはははははははははっ！」


　吸血鬼ヴアンパイアシュタインなんとかくん、言ってひとしきり高笑いを上げ──


　それで言うことはなくなったらしい。


　──沈黙。


　三人はただ黙ったままで、ひたすらねりねりともがいている炎の矢フレア・アロー（？）を眺めるばかり。


「──ああっ！　間がもたんっ！」


　しびれを切らした彼は、やおらつかつかっ、と炎の矢に歩み寄ると、わっし！　と右手でいきなりにぎりしめ、あたしの目の前まで引っ張ってくる。


「これでよし！」


　……な……なかなか器用な『炎の矢フレア・アロー』である。ふつーはできんぞ。こーいう芸は……


　ともあれいちおー、目の前に迫せまった炎の矢、何かリアクションをするのが、やはり礼儀とゆーものだろう……たぶん……


　あたしはひょいっ、と腰のショート・ソードを抜き放ち、ぺちんっ、とそれをはたき落とす。


　あ。床の上でまだねりねりやってる……


　どーいう炎の矢フレア・アローなんだ……これは……


「おおおおっ！　馬鹿なっ！　我が『炎の矢フレア・アロー』がっ！」


　あわててかけより、かがみ込むヴァンパイア。


「拾わんでいいっ！　そんなもんっ！」


　あたしのケリが、まともに彼の脇わき腹ばらをえぐった。





「……ちっ、シケてるわねー」


　まるきり悪役のセリフを吐はいて、あたしは魔力をこめた縄でしばり倒したヴァンパイアくんのそばに歩み寄り、


「ねえ、シューちゃん、他に何かない？」


「し……しゅーちゃん、って……」


「『ヴァンパイア』だの『シュタインドルフ』だの、呼びにくくってしかたないでしょうが。そ・ん・な・こ・と・よ・り。他にもお宝はないわけ？」


「ひぃぃぃぃっ。す……すみませんーっ、それだけしかないんですぅぅぅっ！」


　ちっとばかしボコボコにしたら、いきなし弱気になったシューちゃん、涙まじりの声で言う。


「……仕方ないわね」


　ナーガはお宝を詰めたナップザックを背負いながら、（注：死ぬほど似合わない）


「どうも噓をついている様子もなさそうだし……戻ろうか、リナ」


「そうね……」


　あたしも自分のバッグをかつぎ上げる。


「問題は、どうやって戻るか、ね」


　つぶやいて、彼女は深く考えるふりをする。


　いちおう、あたしがつけたチョークのあとがある所まで戻れれば、あとはなんとでもなるのだが……


　めんどくさいけど、彼女といっしょにそれを探すしかないだろう。


「ねえ、ナーガ」


「何よ？」


「気づいてた？　あたしがあちこちの壁にチョークでいろいろ書いてたの」


「ああ、あれね──」


　なぜか不快な表情で言う彼女。


「あまり感心しないわよ、あちこち見み境さかいなしに落書きするくせなんて、注意しようと思ってたのよ」


「……へ？　らくがき……って……」


「一応その場で消しといたけどね。全部」





　ぴしぃっ！





「……あ……あ……ああああ……」


「まったく……子供じゃないんだから……」


「あんたねぇぇっ！　なんてことしてくれたのよっ！　あれはらくがきなんかじゃなくてっ！　出口までの目印だったのよっ！」


「それならそうとはっきり言ってよ！」


「ンなこと言わなくても、ちょっと考えればわかることでしょーが！」


「全然考えなかったわよっ！」


「いばらないでっ！　おねがいだからっ！」


　言ってあたしは肩で息をする。


　……あやうくくじけそうになる寸前、あたしはふとあることに気がついた。


　ふたたびシューちゃんのそばに行き、


「お宝がこれ以上ないっていうのならまあいいけど、そのかわり、と言っちゃあなんだけど、出口までの道順を教えてもらいましょうか」


「ふっ……」


　あたしの言葉にシューちゃんは、一瞬冷たい笑みを浮かべて、


「ならばまず、私がここに来た夜の話をせねばならんな」


「誰もンなこと聞いちゃいないでしょーが」


「まあ聞くがよい。故郷の地を追われ、さまよう私の目の前に、ある日、この遺跡の入り口が現れた」


「いや、だからね……」


「私はここを第二の故郷にすると決め、さっそく近くの村に降り、村長に、月に一度の生け贄を要求した。


　そして引き返し、この新しい棲すみ拠かの奥へと入っていったわけだが……」


　……おい……まさか……


「思ったより内部が複雑でな。はっきり言って、どこがどうなっているのかさっぱりわからん」





　ぱきょぉぉん……





　今度こそ──


　あたしの頭の中で何かが崩くずれた。


「ひょっとして、あなたも迷ったくち？」


　自分をたなにあげ、とがめるような口調のナーガに、彼はやはり笑みを浮かべながら、


「ふっ……そういうことになりますかな。どうやら一応りちぎに生け贄はとどけられているようですがね、私のところに来る以前に、どこかで勝手に死んで、低級霊などに憑ひよう依いされゾンビ化などしているようで。


　正直、食事のこともふくめて、私も最近不自由しておりましてね。はっはっは」


　吸血鬼ヴアンパイアくんのバカ笑いが、あたしの脳にとどめを刺した。


　ぷつっ……


「埋うめろ！　埋めてしまえっ！　こんな阿あ呆ほヴァンパイアっ！」


「ひィあァァァァっ！　助けてくれェっ！」


「ああっ！　リナっ！　落ち着いてっ！」





　追記：脱出するのに四日かかった。


　二度とせんぞっ！　ナーガの受けてきたしごとなんてっ！







（らびりんす：おわり）












　リナ抹まつ殺さつ指し令れい










「おぬしら、腕に自信はあるか？」


　二人がいきなり声をかけられたのは、コースメニューのデザートをつついている最中のことだった。


　あたしとナーガは食事の手を止め、声の主へと視線を送る。


　そこには、一人のじーさんが立っていた。


　さびれた街かい道どう筋にある、うらさびれた小さな村の、やたらとさびれた食堂である。あたしたちの他に、なんとか客と呼べそうなのは、すこし離れたテーブルに、旅人風の女性がひとり。


　静かな──と言うよりも、どこか活気のない村である。立ち寄った時からなんとはなしに、事件のにおいがしたのだが……


「腕に自信はあるか、ですって？」


　と聞かれてナーガはやおらがたり、と席を立ち、大きく胸を張ってみせる。


「ほーっほっほっほ！　笑わせないでちょーだいっ！　魔道の術を扱あつかわせたら、この白蛇サーペントのナーガの右に出るものなど、この世に五人とはいないわ！」


「ち……ちょっと、ナーガっ！」


　あたしは慌あわてて立ち上がり、彼女の手を取り、部屋の隅すみのほうにひっぱっていく。


　ナーガのとーとつなリアクションに、ぼーぜんと立ちすくんだままのじーさんには聞こえないよう小さな声で、


「たぶん何かのしごとの依い頼らいなんだろうけど……まさかあなた、受けるつもりじゃないでしょうね!?」


「……別に受けてもいいと思うけど……ひょっとしてリナ、あんたとしては受けたくないわけ？」


　つられて小声で言うナーガ。


「うん」


　あたしの答えに、彼女は胸を張りながら、やはり小声で、


「ほーっほっほっほ……読めたわよ、リナ。


　あのおじいさんが、『腕に自信はあるか』と聞いてきたところからして、相手は何者か知らないけれど、かなり腕の立つ奴らしい。そうと知って、勝てるかどうか不安になったんでしょう」


「そーいう問題じゃないの」


　あたしは言った。


　これは十分自慢だが、戦士にして魔道士たるこのリナ＝インバースにかなうものなど、この世にひとりとして──もとい、ほとんどいない。


『ひとりとして』と言い切らなかった理由は簡単、一瞬あたしの頭の中を、郷く里にの姉ねえちゃんをはじめとする、何人かの顔が横切ったせいである。


「いいことナーガ、よく考えてごらんなさい。どうもこの村の様子からして、それほど稼かせぎにはなりそうにないわよ。どうせ盗賊団だかモンスターだかに村人がいぢめられてる、ってパターンなんだろうけど、このくそ暑いかんかん照りの下をえっちらおっちらえんえんと敵の本ほん拠きよまで歩いて行って、倒してわずかばかりの謝礼をもらう……貴重な青春のひとときを、そんな殺さつ伐ばつとしたことで浪費していいと思う？　やっぱしこんな暑い日は、日がな一日食堂かどこか、日蔭の風通しがよくって薄暗いところで冷たいジュースでもすすってる、それが青春ってもんよ。そう思わない？」


「……みょーにただれた青春像のよーな気がするんだけど……」
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「気のせい」


　あたしは断言した。


　ナーガのようにやたらと露出度の高い、俗に言う『悪の魔道士ルック』なら、それほど暑くもないだろうし、もとより温感神経も味覚神経もないような彼女にとっては、これくらいの暑さなどそれこそ何でもないのだろうが、繊せん細さいででりけえとなあたしにとってはかなり耐たえ難がたいものがある。


『単にワガママなだけだろ』などと思ったそこのきみっ！


　……悪かったわね。ほっといてちょーだい。


　むろん、すっぽりと体を覆おおったマントの中で弱冷気の呪じゆ文もんを使って涼をとることはできるが、さすがに顔はそうもいかない。夏の日ざしにさらされて、肌はだは荒れるわ髪はいたんでつやがなくなるわ、おかしな模も様ように日焼けするわ、いいことなんてありゃしない。


「……なんにしても、あなたはこの仕事を受けるつもりはない、ということね」


「まあ、ありていに言えばそういうことね」


「わたしは受けるわよ。このごろ少々体もナマってるし」


「どーぞご自由に」


　あまりに気のないあたしの返事に、いささかムッとした表情を浮かべつつ、それでも彼女は無言のままで、じーさんの待つテーブルの方に戻もどって行く。


「何かトラブルがおありのようですね」


　じーさんをひた、と見つめながら、彼女にしては落ち着いた声で言う。


　じーさんは、しばしナーガの視線を受け止め、ややあって、大きく息をひとつついてから、ぽつりぽつりと話しはじめた。





　大体のところ、それはあたしが予想していた通りの事件だった。


　自称『恐きよう怖ふの黒魔道士』とかゆーわけのわからん奴が、野や盗とうの一団と結けつ託たくし、山の中にとりでを作り、ここの村人たちをいびり倒しているらしいのだ。


　そいつをなんとか倒してほしい、というのがじーさん（どうやら村長さんらしい）からの依頼である。


　──全くの余談になるが、この『悪の魔道士』という奴は、実は圧倒的に、地方に多く発生する。


　僻へき地ちの魔道士協会などの『火炎球フアイアー・ボールが使えたらスゴい』とゆーふーな狭せまい世界に所属している奴が、たまたま火炎球フアイアー・ボールよりちょっぴり強力な攻撃魔法なんぞ見つけようもんなら、いきなし舞い上がったあげく、『ひょっとしてオレって天才なんじゃなかろーか』と思いはじめたりするわけである。


　そのあげく、周しゆう囲いの自分に対する評価と、高すぎる自己評価とのギャップに負けて、『よぉぉぉしっ！　ならばオレの実力を見せつけてくれるっ！』などと一念発ほつ起きし、非行への一路を辿たどるわけである。


　──まあ、おおむねこのテの奴は自分のことを『暗黒の魔道士』だの、ヒドい時には『大魔王』などと名乗って廃はい墟きよや洞どう窟くつなんぞに閉じこもり、ゾンビだのゴブリンだのをこき使っては、ひとりねちねちと悦えつに入っているものだが、たいていそのままほうっておいても、数年もすればだんだんなんだかむなしくなってきたり、あるいは自分の力が実はそれほどたいしたもんじゃないことに気づき、こっそりアジトをひきはらい、別の村で占うらないをしたり、いきなり畑を耕したりと、細々と余生を送るケースが多い。


　まあ言ってしまえば、一種のはしかみたいなもんである。


　……もっとも、まわりにとっちゃあひたすら迷惑この上ないことは事実だが。


　この程度の事件なら、ナーガひとりで十分だろう。


「ほーっほっほっほ！　わかりました。この一件、この白蛇サーペントのナーガが責任を持って引受けましょう！」


「おおっ！　ありがたいっ！」


　じーさんは感かん極きわまって、ナーガの両手をわっし！　と握にぎる。


「じゃあナーガ、がんばってきてねー[image: ]」


　気楽なあたしの言葉に、じーさんは、おどろいたように目をかっ開き、


「あなたは行ってくださらんのか!?」


「彼女ひとりで十分よ。相手が誰だか知らないけれど、彼女も十分強力だし」


「いや、いかにナーガ殿の魔力が強大だろうと、一人ではとうてい奴には勝てん。あの悪名高い──」


　言いかけて、やおらじーさんは口ごもる。


　ナーガはわずかに眉まゆをひそめて、


「──ん？　どうしました？……ははぁ……ほーっほっほ！　さては相手の名前を聞いて、このあたしがおじけづくとでも思ってるのね！」


「い……いや、それは……」


　まともなじーさんの慌あわてぶりは、ナーガの言葉の肯こう定ていだった。


「……ということはかなり有名な相手ね。魔道を操あやつるやつと言えば、魔道士エリシエルとか、闇やみの暗殺者アサツシンズーマとか魔剣士ゼルガディスとか……」


　彼女が次々と挙げる名前に、じーさんはことごとく首を横に振る。


　聞いたことがある名前もあったが、たいていは初耳のやつばかりである。


　なんで彼女が、こーいった妙なことに詳くわしいのか、いまだにもって謎なぞだが。


「おぬしも聞いたことはあるじゃろう……」


　ナーガのことばを遮さえぎって、じーさんは重々しい口調で言う。


「……紅ぐ蓮れんの髪は天を衝つき、黒き雷その身に纏まとう。血を好み、生あるものを打ち滅ほろぼして、大地を昏くらき荒野と化さん。破壊の申し子、混こん沌とんの使者。地獄の魔道士リナ＝インバース……」





　だごしゃぁっ！





　まだデザートの乗ったテーブルごと、あたしはその場にずるこけた。





　だ……誰の話だ!?　それはっ!?


　あたしもいままで、『盗賊殺しロバーズ・キラー』だの『ドラゴンもまたいで通る』だのと、陰でさんざん言われてきたが、いくらなんでもこうまでメチャメチャ言われるすじあいはないっ！


　……一応念のため注意しておくが、『盗賊殺しロバーズ・キラー』だの『ドラまた』だのと呼ばれるすじあいならある、と言っているわけではない。


　おそらくはその、あたしの名をかたるニセモノが、村人に恐怖感を与えるために流した噂うわさなのだろうが……


　ともあれこれでは、ほうっておくわけにもいかない。あたしはなんとか立ち上がり、


「それはニセモノです！」


　……そう言ったのはあたしではない。


　離れたテーブルで食事をしていた、もう一人の客だった。


　銀髪プラチナ・ブロンドで色白の、やや華きや奢しやな感じの美人で、どことなくエルフ族をほーふつとさせるイメージがある。


「私もリナ＝インバースの噂を耳にしますが、すくなくともリナはそんなことをする人間ではありません！」


「そのとーりっ！」


　あたしもいきおいこんで言う。


「おそらくその魔道士は、この村の人や、自分を倒そうとやって来る刺し客かくをおどすため、リナの名前を利用しているにちがいありません！」


　背後にオーラの炎を燃やし、やたらと力を入れながら、彼女は一人で盛り上がる。


「ナーガさん！」


　彼女はがしぃっ！　とナーガの両手を握りしめ、瞳ひとみをうるうるさせながら、


「この件、私にも協力させてください！」


「え……ええ……」


　いきおいに圧おされうなずくナーガ。


「ありがとう！　そうと決まればすぐに出発いたしましょう！　二人の力を一つに合わせ、この世の悪を打ち砕くのよ！」


　右手でナーガの肩を抱き、左手であらぬ方向を指さした彼女の背後に一瞬、砕ける波と輝く朝日が見えたような気がするのは、やはりあたしの目の錯さつ覚かくか。


「──ところで──」


　ナーガはからかうような目であたしを見ながら、


「来るわよね、あなたも」


「……行くしかないでしょ。そーいうことなら……」





　かくて三人は、夏の午後の日ざしを浴びながら、リナ＝インバース（ニセモノ）の本拠がある山へと行軍を開始した。


「ところであなた、名前は？」


　問うあたしに『彼女』は愛想も何もなく、


「名乗るほどの者ではありませんわ。さあ、それよりも早く！」


　びっ！　と山の方を指さして、


「敵の本拠に急ぎましょう！」
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　またもやあたしには、『彼女』の指さすその先に、真っ赤に燃える夕日が見えたような気がした。


　……うーむ……なんだかなぁ……


「……けどリナ、そのニセモノって一体どんな奴かしらね」


『彼女』に聞こえないように、ナーガがぽそりとささやく。


「やっぱり本物より目つきが少し悪かったり、服の模も様ようの線が一本多かったりするのかしら？」


「……あんたは一体何を期待してんのよ」


「だって、あなた気にならないの？　自分のニセモノが一体どんなかっこうしてるか、ってこと」


「そりゃあもちろん気になるけど……」


　あたしは一瞬にせものの姿を想像しかけて、こわい考えになりそうだったのであわててやめた。


　ともあれ、すべては相手に会ってから！
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　それはちょっとした塔だった。


　昔、このあたりに砦とりでか何かがあったのだろうか。つくりからして、どうやら物もの見みの塔のようである。


　今ではうっそうと生おい茂る山の木々に阻はばまれて、物見の役など果たせそうにはないけれど。


　塔の下の方は、もとは砦とつながっていたのだろう。今では崩くずれ果てたがれきの山と化し、一か所だけぽっかりと、大きな穴が開いている。


　その前に野盗らしき男が二人、見はりに立っているところからして、あれが中への入り口だろう。


「さて、どうやって突入するの？」


　あたしはすっかり見物人を決めこんで、無責任な口調で二人に問う。


「ふふん。やっぱりここは強行突破ね」


「他人の名をかたるような不ふ届とどきな輩やからにからめ手は不要！　真まっ向こうから正々堂々押し切って、自みずからの非力を思い知らせてやればいいのです！」


　たとえ言い方は違っても、その内容は全く同じ、力押しである。


　……ひょっとしてやっぱし、何も考えてないんだろーなぁ……この二人……


「とりあえず、見はりの二人は私に任せてください」


　言って『彼女』は呪文を唱となえる。


　──ほう。この術は。


「眠りスリーピング！」


　見はりの二人は、いともあっさりぽてん、と倒れる。


「へぇぇ、あなたなかなかやるわね」


　あたしは言った。


　実はこの『眠りスリーピング』という術、呪文を丸暗記すれば誰でも使えるという、やたらと簡単な術である。だからこそ、この術は決してどこでも教えてくれない。


　理由は簡単。少し考えればわかることだが、この術にしろ、『鍵ロ掛ツけク』『鍵外しアンロツク』にしろ、悪用されやすいのである。


　この三つさえ使えれば、盗みも誘ゆう拐かいも思いのまま。こんなぶっそーな術がメジャーになんぞなろうもんなら、治安も何もあったもんではない。


　なら、この呪文を使うにはどうするかと言うと──


　自分で開発するのである。


　つまりこの術が使える、ということは、呪文のしくみや内容をきっちり理解・把は握あくしており、自分で構成できる程度の実力がある、ということなのだ。


「いえ、それほどでもありません。それより、ここからは敵の本拠地です。覚悟をしてかからねばなりません」


『彼女』ははしっ！　とあたしとナーガの手を取って、瞳の奥に炎なんぞをメラメラさせながら、


「あなたたち二人の命、私にあずけてくださいますね！」


「いや」


「冗談じゃないわよ」


「…………」


　しばし沈黙する『彼女』。


「と……とにかく突入しましょう！　さあっ！　あの入り口まで競走よっ！」


　言うなり走り出す『彼女』。しかたなくついていくあたしとナーガ。


　しかし……


　なんか疲れる女ひ性とである。





　乱闘が続いていた。


　もともとそういうつくりだったのか、あるいはあとでそういうふうに造り変えたのかは知らないが、塔は各階四つの小部屋に分かれており、そこをすべて通過してはじめて、上への階段がある部屋に行けるという、はなはだめんどうな構造になっている。


　もちろんほとんどの部屋には番人がいて、それを倒していくのだが、二階を突破した時点ですでに、あたしはいーかげんヤになってきていた。


　振動弾ダム・ブラスか何かで壁や天てん井じようをぶち抜いて、一気に抜けたいところだが、以前一回それをやり、建物を崩してしまったことがある。


　むろん外から竜破斬ドラグ・スレイブか何かで塔ごと一気に葬ほうむり去る、という手段もあったのだが、あたしのニセモノを名乗るのは一体どんな奴なのか、ちょっと見てみたかったのだ。


「さあっ！　行きましょうっ！　あと二部屋で三階突破ですわっ！」


『おー……』


　やたら元気な彼女のはげましに、あたしとナーガはヤケクソ気味に、なげやりなときの声を上げる。


　つぎの部屋へと続く戸の、両側の壁に身を隠し、ひと息に戸を開け放つ。


　一瞬の間を置き、弓矢などの攻撃がないことを確かめ、中の気配を伺うかがってから、三人は部屋になだれ込む。


　小さなテーブルとイス四つ。テーブルの上にはカードが散らばっている。


「どうやらこの部屋はからのようね」


　見れば子供にもわかることをナーガが言ったその瞬間──


　ばむっ！　と大きな音を立て、あたしたちの入ってきた戸が閉まる。あわててそれに飛びつくナーガ。


「だめよ！　開かないわ！」


「こちらもです！」


　次の部屋へと続く戸にとりつきながら『彼女』も言う。


「これはきっと罠わなですわ！」


　だから、わかってるってば。


『……ふっふっはっはっは、はぁぁっはっはっは！』


　悪の弱小組織首領風の高笑いが聞こえたのは、まさにその時だった。





「何者です！」


　あわてて『彼女』はきょろきょろあたりを見回した。


『どこを見てるんだい。上だよ、上』


　ハスキーな、と言うより粗そ野やな感じがする女の声。


　言われるままに一同が上を見上げると──


　天井の一部がぽっかりと開き、四角い穴が現れた。


　エントツ状になった穴は、おそらく四階をぶち抜いて五階の床へとつながっているのだろう。かなりの高さがある。


　ちょうど、井戸の底から上を見上げたような感じである。


　──そー言えばあたしも小さいころは、よく悪さをして、郷く里にの姉ねえちゃんに井戸に投げ込まれたもんだった。


　考えてみれば、あたしがこうしてまっすぐな人間に成長したのも、ひとえに姉ちゃんあってのことである。


　……あの時のことは、今でも時々夢で見てうなされることがあるけど……


　それはとにかく。


　やがて穴の上の方に、一人の女が姿を現す。


　カールのかかった赤い髪、浅黒く日焼けした肌。コスチュームの露出度は、ナーガほどではないにしろ結構高いのだが、どちらかと言えば色気より先にたくましさを感じさせる、やたらとがっしりとした大女である。


　……まさか……ひょっとしてこれが……


「ふははははっ！　どこの物好きかは知らないけどねぇ、このあたしをリナ＝インバースと知ってのことかい？」


　ああああああっ！　やっぱしぃっ！


「ふふふふふふぅぅん[image: ]」


　ナーガはあたしの肩をぽんっぽん、と叩たたき、おもしろそーな顔で上のニセモノを指さして、


「リナ＝インバースだって。ふふぅん」


　……何が言いたい……？


　文句のひとつも言ってやりたいところだが、あいにく今はそれのできない状態にある。


「もちろん！　あなたをリナ＝インバースの偽物と知ってのことですわ！」


　ニセモノは、『彼女』の言葉に、わずかに顔をこわばらせ、


「ふふん、一体何のことやらね。まあ、なんにしてもあんたたちにゃあここで消えてもらうことになるけどね」
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　言うと呪文を唱えはじめる。


「火炎球フアイアー・ボール!?」


　ナーガが叫ぶと同時に、あたしは呪文を解とき放つ。


「振動弾ダム・ブラス！」


　すでにあたしは後ろの戸が閉まった瞬間から、脱出のために呪文を唱えはじめていたのだ。


　あたしの術は、次の部屋へと続く戸を、ものの見事にぶち破る。


「二人とも、早く！」


　ニセモノは、うろたえた表情を浮かべつつ、それでも呪文を続けている。


　破れた扉をくぐり、無人の部屋を階段に向かって突っ切りながら、あたしは次の呪文を唱える。


　がたべっ！


　何だか知らないが大きな音がする。


　無視っ！


「魔風デイム・ウイン！」


　呪文を上の部屋に叩たたき込んでおいてから、一気に階段を駆かけ上る。


　凝ぎよう縮しゆくした空気をうち出して、強風による衝撃波を発生させる呪文で、殺傷能力などないに等しいのだが、もしも上の部屋に敵がいた場合、その動きを一瞬止めることはできる。


　結局のところ、その部屋にも誰もいなかったのだが。


「ナーガさんが！」


『彼女』の声にふりむけば、確かにナーガの姿がない！


「ナーガ！」


　階段から下に目をやると、なんと！


　イスにでもつまずいてコケたのか、まだあの部屋で、テーブルの下敷きになったまま、何やらわきゃわきゃとわめいている！


「ナーガっ！」


　あたしが叫さけんだその瞬間──


　炎が視界を覆おおいつくした。





　反射的に身を引いたあたしのすぐ目の前に、炎の舌がふき上がり、消える。


「……ナーガ……」


　あたしはぺたん、とその場にへたり込む。


　炸さく裂れつした火炎球フアイアー・ボールの熱量は、熟練者が使えば鉄をも溶かすほどになる。


　その炎に巻かれたのでは……


「……変なひとだったけど……いいひと……でもなかったけど……とにかく、こんなところで死んじゃうなんて……」


　ぽそりとつぶやくあたしの声に、突とつ如じよ響くはあのバカ笑い！


「ほーっほっほっほ！　甘い、甘いわね、リナ＝インバース！」


　階段を上がって姿を現す黒い影！


「ナーガ！　生きてたの!?」


「……何よ、そのイヤそーな顔は……」


「気のせいよ。それよりどうやって」


「ふっ。あの程度の火力でわたしの勇気を打ち砕くことはできないわ！」


　……いや、勇気がどーのじゃなくって……


「すごいわ！　ナーガさんっ！」


　瞳をうるうるさせながら、『彼女』はひしっ、とナーガに抱きつく。


「そう！　勇気と希望を忘れぬ限り、正義は必ず勝つのです！　あなたは今、それを身をもって証明なさったのですわ！」


　さん然たる朝日をその背に負いながら、またまたあさっての方を指す。


「……いやあの……」


「さあっ！　目ざす相手はすぐそこですわ！　恐れるものはありません！　天と正義は私たちの上にあります！」


　言うだけ言って、さっさと次の部屋へと向かう。


「……愛と勇気は置いとくとして、一体どーやって切り抜けたのよ？」


　あたしはぽそっ、とナーガに尋たずねる。


「耐火の術を使ったのよ」


　なるほど、あの時テーブルの下できゃいきゃい騒いでた、あれはどうやら呪文を唱えていたらしい。


　しかし、あれだけの炎にも耐え、なおかつあの程度の時間で唱えられるとは、かなりレベルの高いオリジナルの術なのだろうが……


「──と、ちょっと待ってよナーガ、たしかあなた最初に会ったとき、火に巻かれて大ヤケドしてたじゃない」


「そ……それは言わないでよっ……あれに懲こりてこの術を身につけたのよ」


「へぇぇぇっ！　ナーガ、すごいっ！」


　あたしはしんそこ感心した。


「あなたでも反省して成長することなんてあるのね！」


　せっかくのほめ言葉に、なぜかナーガは顔をしかめて、


「あんた……わたしを一体どういう目で見てるわけ」


「こーいう目」


　あたしは素直に、ジト目で彼女を見つめたのだった。





　そして、決戦の時は来た。


　塔の最上階にある、一フロアぶち抜きの部屋（……と言っても、そんなにやたらと広いわけでもないけど）の中。


　あたしたち三人は、ニセモノと真っ向からにらみあっていた。


　ここはニセモノのすみかになっているようで、小さなテーブルと酒の棚たな、部屋の隅にはベッドがひとつ置いてある。


「……はン……よくここまで来れたもんだねェ……一応ほめといてやるよ」


　言うニセモノの顔にはしかし、ありありと、焦あせりの色がにじみ出ている。


「ほめられるほどのこともないわよ。単に相手が弱すぎただけで、ね」


　さらりとあたしは言ってやる。


「しょせん偽にせ物ものは偽物、といったところでしょうね」


『彼女』のことばにニセモノは、顔をまっ赤に染め上げて、


「このリナ様をにせもの呼ばわりたぁ承知できないわねぇ！」


　……ううっ、その風ふう体ていで『わたしゃリナ＝インバース』などと言うのだけはしんそこやめてほしいんですけど……


「何と言おうとあなたはただの偽物です。なぜなら──」


　──と、ここで『彼女』がぴっ！　とあたしの方を指さして、


「本物がここにいるからです！」


　……というよーな展開ならば、あたしも『おおっ！』とか感心するのだが……


　あろうことか、彼女はきっぱりこう言ったのだ。


「私こそが本物のリナ＝インバースなのですから！」


　……ををっ!?





「な……何をほざくっ！　本物はあたしの方さっ！」


　ニセモノは、狼ろう狽ばいの色をまともに浮かべながら呪文を唱える。


『彼女』もそれに対抗すべく、呪文の詠えい唱しようにとりかかる。


　それほど広い空間ではない。当然大規模な術が使えるはずもなく、やがて『彼女』とニセモノは、悲しくなるほどちまちまとした呪文どうしの攻防を展開する。


　あたしとナーガは、ただぼーぜんと、目を点にしてことのなりゆきを眺めている。


「……今……何て言ったの……？　彼女」


　思わずナーガに尋ねるあたし。


「……本物のリナはわたしだ……って言ったみたいだけど……」


　あるいはこれは、ニセモノを動揺させる彼女の手か。


「──何はともあれ、この場をとっとと片付けることね」


　あたしはなんとか気をとりなおし、攻撃呪文を唱えはじめる。


　戦いは、『彼女』の『炎の矢フレア・アロー』を、ニセモノが、周りに張った風の結界ではじいているところだった。


「振動弾ダム・ブラス！」


　あたしの放った術は一瞬、ニセモノの張った風の結界に巻かれて床に着弾する。


「はっはァ！　どこを狙ねらっている！」


　寝言は無視してもう一発！


　それは一発目と同じく床に着弾した。あたしの狙った通りに。


　ずぐぁらっ！


　声を上げるいとまもあらばこそ。ニセモノは、崩くずれた床に飲み込まれ、一階下へと転落する。


　あたしはこの期を逃のがさずに、すぐさま次の行動に移った。


　ほんのしばしの間を置いて、下から聞こえるニセモノの声。


「や……やってくれたもんだねっ……けどこのくらいきゃぁぁぁぁっ！」





　ごち。





　どーやらあたしがへち落としたテーブルは、見事に直撃したよーである。


「あ、ちょっとナーガ、てつだって。そこの酒棚も落とすから」


「だめよ。酒がもったいないでしょ。それよりあそこのベッド落としましょう」


「ををっ、そりはナイスねっ[image: ]」


「……あの……いくらなんでも過激なのでは……」





「それでは、私はこれで失礼します」


『彼女』がそう言ったのは、村へと帰るその途中でのことだった。


「え？　報ほう酬しゆうはどうするの？」


　尋ねるナーガに首をふり、


「いえ……もともと、いわれのない汚お名めいをそそぐためにやったことですし、あなたがたにはお世話になりましたし。あれはやはり偽物だったのだ、と村の人たちに伝えておいてくだされば、それで十分です」


　どうやら『彼女』の、『私が本物』発言は、その場限りの手段ではなかったようである。しかし、かたりをするような人間には見えないのだが……


「それはもちろん伝えとくけど……」


　あたしはついつい、意地の悪い質問をする。


「あなた、本当に本物のリナ＝インバースなの？」


「──私の本当の名前は、リイナ＝サンバースと言います」


　ぶっ！


　同時にふき出すあたしとナーガ。構わず話を続ける『彼女』。


「あのリナ＝インバースというのは、この名前がなまって言われたものなのです。女だてらに旅の冒険者などをやっているせいで、必要以上に有名になってしまったのですわ」


　……完全無欠な自意識過か剰じようと決めつけである。


「噂うわさのほうでも尾ひれがついて、以前二つほど盗賊団をこらしめたところ、噂ではその数が数百になっていたり、兄のかたきをうつ少女の手助けをしたとか、魔道士に城を奪うばわれた王の依頼で戦う話とか、やってもいない話まででてきたりしていますけどね」


　……それだけ話がくい違うと、『変だな』とか思うもんだぞ。ふつーは。


「では、私はこれで。また会うこともあるでしょう」


　言って『彼女』はきびすを返し、夕日に向かって去っていく。


　──おそらく『彼女』はこれからも、あたしの手がけた事件の話を、自分の噂とかたく信じて生きていくことだろう。


「──けど、あのひと──」


　静かな口調で言うナーガ。


「にせブランド商品みたいな名前ね……」


　あたしは彼女の去った方に目をやったまま、ただただ黙ってうなずくだけだった。







（リナ抹殺指令：おわり）












　ザ・チャイルド










「……以上で、あたし、リナ＝インバースの講義を終らせてもらいます」


　あたしが一礼するとともに、会場内に拍手が満ちる。
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　とある町の魔道士協会。同郷の出身がいるはずだから、と訪たずねてみれば、たまたま居合わせたそこの評議長に、魔道士見習いたちのための講習会を依い頼らいされたのだ。


　一も二もなく飛びついた。


　通りすがりの人間に思わずケリを入れたくなるほどくそ暑い中を、ことあるごとに高笑いを上げる女魔道士といっしょに歩き回るのも、どこからともなく押し寄せてくる、ロクでもない上にちっとも儲もうけにならない依頼をこなしていくのにも、あたしは少々疲れてきたのだ。


　それに比べて、こちらはアルバイト料もそこそこ、その上協会の地方本部と宿舎の中は常時、弱冷気の魔法による冷房完備！　これを引受けなければうそである。


　というようないきさつで、あたしは今日まで魔道士を志こころざすひとたちに講義を続け、本日無ぶ事じに、五日間の日程を終了したのだ。


　この、初心者への魔道講義というやつ、実はかなりむずかしい。いきなり受講者が『炎の矢フレア・アロー』くらい使えるようになる、といったふうな教え方もできるが、もしその中に、面白半分の不心得な奴がいればおおごとである。


　かと言って倫理面にだけ走ったら、一体何の講義なんだかわからないし、抽象的な話をすれば、ベテランには含がん蓄ちく深い話でも、初心者にしてみれば、ただわけがわからず退屈なだけ。


　あたしの講義が成功だったか否かは、この、くそやかましいほどの拍手の音が物語っている。


　すこし暖かくなった懐ふところと、かなりの満足感を胸に、あたしは魔道士協会の建物を後にした。


　──とまあ、これで終ればただそれだけの話なのだが……





「やあ。ねーちゃん」


　彼が声をかけてきたのは、下町のメシ屋で、あたしとナーガがランチをぱくついている時のことだった。


　もしもこんなふうに声をかけてきたのが、すけべえ面づらのにーちゃんだったりしようもんなら、さっき追加したブラウン・ティーが運ばれてくる前に、あたしにはり倒されていただろうが……


　声にふりむくあたしの前に、年の頃なら十足らずの、かわいい男の子が立っていた。


　短く切り揃そろえたまっすぐな金髪ブロンド、ライトグリーンの瞳ひとみ。顔立ちは、アブナい趣味のおじさんが見たら思わずよだれを垂たらしそうなくらい整っている。……ちょっと表現が悪いけど……


　そして、呪じゆ術じゆつ紋もん入りのひざまで届くグレイのマント。


　典型的な、魔道士見習いのスタイルである。


　見覚えのある子供だった。


「あれ？　あなた……」


「知りあい？」


　顔色ひとつ変えずに、ジョッキ入りのブランデーを空あけながらナーガが尋たずねる。


「たしか講習会に来てた……」


「うん。クレイってんだ」


　やたら元気よく答える。


　名前までは知らないが、くそなまいきな態度のわりにはなかなか鋭い質問をしてきたので、印象に残っていたのだ。


「ねーちゃんの講義面白かったぜ。オレ感心しちまった」


「まー、それほどでも」


　羊肉の煮に込こみをかじりながら、一応謙けん遜そんしてみせる。


「オレさあ、将来は魔族だろうとドラゴンだろうと一発でぶっ飛ばせるような、すげえ魔道士になりたいんだ」


　言うのは至し極ごく簡単である。しかし竜族はとにかく、魔族の強さという奴は、ほとんど見境なしである。


　とはいえ、今ここで、魔族の脅威をえんえんと講義して、幼い夢をわざわざつみ取ることもない。


　少年は、ちょこちょこちょこっ、と回り込み、あたしの隣に腰をおろして、


「ンでもさ、そーいうのって、チシキやサイノーの他にも、ケイケン、って奴がいるだろ、どうしても」


　運ばれてきたあたしのブラウン・ティーを断りもなく飲みながら、


「だからオレ、決めたんだ」


「……何を？」


「ねーちゃんに弟で子し入りする」
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　ぶぴゅるっ！





　あたしは思わず吹き出した。


「ひゃああああっ！」


「でわわわわわっ！　きたねーっ！」
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　おーげさな悲鳴を上げるナーガとクレイ。


　彼はあわててハンカチで、顔についた、お肉さんやお野菜さんがちょっぴり混じったミルクをふき取る。


「ち……ちょっと、あんた今、いったい何て言ったの!?」


「だからぁ、オレはあんたに弟子入りする、って言ったのさ」


「……あなた、リナに弟子入りなんて……もっと命を大事にしなさいよ」


「……どーいう意味よ、ナーガ……」


　あたしのジト目に、ナーガはいたって平然と、


「そのままの意味よ」


　……そう言われると言い返せない自分が悲しひ。


　とりあえず矛ほこ先さきをクレイの方に向けなおし、


「あんたねぇ、わかって言ってんの？　魔道士の弟子になるってことは、常識で考えりゃあどーやったって無理なことを、『試練』なんぞと称してやらされて、できなけりゃ『やはり無理だったか』でおしまい、もしも運よく成功しても、『もうお前に教えることは何もない』なんて言われて、ていよく追い出される、ってことなのよ！」


「……そーなの？」


「そーいうものなの！　世の中ってやつは」


「それでもオレ、絶対大魔道士になりたいんだ！　伝説のレイ＝マグナスなんかメじゃない、ってな奴に！」


　大魔道士になるのは勝手だが、勝手にあたしの弟子になってくれるのは困る。


　第一、お子様同伴などでは、趣味の盗とう賊ぞくいぢめもできはしない。


「ほーっほっほっほ！　ずいぶんと気に入られたようね、リナ＝インバース。子供どうしでなかなかお似合いよ」


　むかっ。


　あたしが反論するより早く、クレイは彼女を正面から、きっ、と見すえて、


「ちちうしおばさんは黙っててよ。オレは今、こっちのぺちゃぱいねーちゃんと話してるんだから」


「……ち……」


「……ぺ……」





　ごきゅしっ！





　あたしとナーガの攻撃は、華麗なまでの連係を見せた。





「わたしはナーガおねえちゃん」


「あたしはリナ。さー、言ってごらんなさい、クレイ」


「……うぶぶぅっ……ごべんなざい……ぎれーなおねーぢゃんだぢ……」


　よしよし、だいぶ素直になった。


　やっぱし子供には、教育というやつが必要である。


「とにかくね、クレイ、あたしは弟子なんて取るつもりはないの」


「そう言うなって。口ではそんなこと言っても体は正直なもんだぜ」


「……どこで覚えた。そんなセリフ」


「ときどきとーちゃんが言ってる。女の子に言うことをきかせる時は、こう言えばいいんだって」


　……子供に変なこと教えるんじゃない……





「ねーちゃん、頼むよー」


「…………」


「じゃまにはならねーからさー」


　あまりひとけのない下町。


　さきほどからじゅーぶんじゃまになりながら、彼はしつこくあたしたちの後を尾つけまわしている。


　なんとかまきたいところなのだが、子供のすばしっこさというのは、これでなかなか馬鹿にできない。


　このままそ知らぬ顔で町を出てしまう、という手も思いついたのだが、それでもこの子がしつこくついて来た場合、あたしたちは立派な誘ゆう拐かい犯はんである。


　保護者か誰かに引き渡そうと魔道士協会の方に行けば姿をくらまし、離れると、どこからともなくまた現れる。


　というわけで仕方なく、ひたすら町の中をうろうろしているのだが。


「なー、ねーちゃん」


「…………」


「こら、返事くらいしてくれよぉ」


「あのねぇ……」


　後ろをちょこちょこつけてくるのをふりむきもせずに、突き放すような口調で、


「いいこと、クレイ、あんたは簡単に弟子入り弟子入りって言うけど、そもそも親や魔道士協会には話したの？」


「……いや……まあ……まだだけど……もし弟子入りがオーケーなら、ねーちゃんに説得手伝ってもらおうかな、なんて思って……」


　わりと根性のない奴である。


「自分で親の説得ひとつできずに魔道士の弟子やろうなんて、十億年早いわよ。講義でも話したと思うけど、魔道ってのは才能もとにかく、理論構成力っていうのがかなり大きな要因になってるのよ。自分が正しいと思ったことを理論づけ、それを他人に対しても説得力のあるものにする。これができなけりゃオリジナルの術なんて作れっこないし、いくら丸暗記した呪文をたくさん使えるようになったって、本物の大魔道士とは言えないわ」


「むぐ……」


「……ちょっと、リナ……」


「ナーガは黙ってて。少々キツいくらいに言ったほうがいいのよ。第一誰かの弟子になる、なんてのは、魔道士協会で教えてもらえること全部吸収して、それでも足りないと思ったら、はじめて誰かに弟子入りをすればいいのよ。いくら有名な魔道士に弟子入りしたからって、自分が未熟じゃあ単について行けなくなるのがオチよ」


「……あの、リナ……」


「それにそもそも魔道士の本当の目的っていうのは、何かの探究、ってところにあるのよ。術、ってやつはもともとは、あくまでもそのための手段だったのよ」


「……だからリナ……」


「だぁぁっ！　黙っててって言って……って、あれ？」


　叫さけんでふり向くあたしの前に、クレイの姿はなかった。


「……帰っちゃったのかな？　あきらめて」


　あたしの言葉に、ナーガはぷるぷると首を横に振り、


「ううん。さっき変な連中が、おおきな麻あさ袋ぶくろかぶせて、無理矢理どこかへ連れてった」


「ちょ……ちょっと！　それって立派な誘拐じゃない！」


　ナーガは意味なくポーズをつけながら、


「ふっ。実はわたしも、そうじゃないかとは思ったのよ。このあたりって、そういうの多いって聞くし」


「なんで言ってくれなかったのよ!?」


「なんで聞こうとしなかったのよ!?」
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「と……とにかく！　こうなった以上、あたしたちの手であの子を助けなくちゃあ！」


「へぇ……あなたらしくもないわね……自分から進んで、お金にもならないことするなんて」


「お金の問題じゃないでしょうが！」


　あたしは憤ふん慨がいして言った。


「あの子があたしたちのあとをついて来るのを、大勢の人が見てるはずよ！　このままどっか行っちゃいたいところだけど、そうすりゃ誘拐犯はあたしたち、ってな誤解を受けるに決まってるじゃない！」


「……何にしろ、打算が働いてる、ってわけね……」





「……確かこっちの方だったはずだけど」


「ほんっとーに間違いないんでしょうね!?」


　あたしは疑いの視線をナーガに向ける。


　彼女の言葉を信じて、クレイをさらった男たちが姿を消したあたりを探しているのだが……


　日当りの悪いうす汚れた裏通りには、かすかではあるがすえたようなにおいが立ちこめ、人の通りもほとんどない。


「あそこのおっちゃんに聞いてみましょ」


　道のはしっこで、うず高く積まれた粗大ゴミをあさっているおっちゃんを見つけ、あたしとナーガは近づいていく。


「すいませーん。ちょっとお尋たずねしたいんですけど」


「さっき、大きな動く麻袋かついだ男たちがこのあたり通らなかった？」


「んー？」


　おっちゃんは顔を上げると、粗大ゴミを物色してたのと同じ目であたしたちを眺めながら、唇の端を小さくゆがめて、


「あのなぁ、嬢ちゃんたち、ひとにものを尋ねる時にゃあ、やっぱり出すもん出してもらわねぇと……」


「ナーガ・ストラァァッシュ！」


「インバース・クラァァッシュ！」





　ばごげしっ！





「すいませーん。ちょっとお尋ねしたいんですけど」


「さっき、大きな動く麻袋かついだ男たちがこのあたり通らなかった？」


「わ……わしが悪かった！　何でも答えるからかんべんしてくれ……！」


　ひとがカリカリきている時に、くだんないこと言うからこーなるのである。





「へっへっへ。上う手まくいきやしたね、兄貴」


「あたりめぇよ。これで身みの代しろ金きんががっぽり入りゃあ、一生遊んで暮らせるってもんだ」


　この、へたくそな吟ぎん遊ゆう詩し人じんの書いた伝サ承ー歌ガみたいなセリフを吐はいているのは言うまでもなく、クレイを誘拐した二人組の男たちである。


　途中いくつかの紆う余よ曲きよく折せつはあったものの、連中のアジトはいともあっさりと見つかった。


　事件が起きてからそれほど時間がたっていなかったことと、きわめて合理的な聞き込み捜査のたまものだろう。


　煤すすとほこりで汚れたおした雑居アパートの二階、そこが連中のアジトだった。


　で、あたしたちは今、一体どこから中のようすを伺うかがっているかと言うと──


　実は窓の外である。


　この建物を突き止めたあと、薄暗がりにまぎれて外から翔封界レイ・ウイングで各部屋をしらみつぶしにチェックして、浮遊レビテーシヨンで窓の外の影にまぎれて様子を見ているのだ。


　ちなみに浮遊レビテーシヨンの使えない（おそらく本人に覚える気がないのだろう）ナーガは、あたしがここまで引っ張り上げて、通風孔こうか何かだろう、建物の出っぱりにしがみつかせている。はたから見るとかなりみっともない格かつ好こうなのだが、この際それはしかたない。


　すぐ助けてもいいのだが、あたしとナーガが本格的に暴れたら、あたり一帯に多大なめーわくがかかることは今さら言うまでもないし、それにまあここは、クレイにとっては一つの試練、とゆーことで（笑）。


「……で、ぼうず、おめぇ一体、どこのうちの子だ？」


　薄暗い上に小汚い部屋の中、自分ではニヒルを気取ったつもりなのだろうが単に貧相にしか見えない、兄貴分らしき男が、いすに縛しばりつけたクレイに尋ねる。


　セリフから察するに、別に計画的でも何でもなく、単に誰でもいいからと、見境なしに誘拐したようである。


「へぇん！　だ！　お前らみたいな悪党に誰がおしえてやるもんか！」


「へへえ。聞いたかい、兄貴」


　どう見たところでにわとりさんより頭がよさそうには見えない、太り気味の弟分が、にまり、といやな笑みを浮かべる。


「どうやらこいつ、自分の立場ってもんがわかっていねえみてぇだな……」


　同じような笑みを浮かべながら、男はぽきん、ぱきん、と指を鳴らしてみせる。
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　……態度はでかいくせに気の小さい子である。


「で？　もう一度聞くが、おめえの家はどこにある？」


「……マース通りの……十二番……」


「……マース通り？　いいとこに住んでやがんな」


「──と待て!?　マース通りの十二番って、てめぇ、ジェイガンちのガキか!?」


「……うん……」


「知りあいかい？　兄貴」


　おどろいた声を上げる兄貴分に、間の抜けた声をかける弟分。


「馬鹿おめぇ、マース通りのジェイガンって言やぁ、ここの魔道士協会評議長のうちじゃねえか！」


「えぇえええええええっ!?」


　あたしは思わず、やたらとデカい声をはり上げてしまった。





「何だ!?」


「窓の外だ！」


　やおら室内が騒がしくなる。


　しまった！


　あたしはあわてて、ふわりと宙に身を浮かせ、暮れゆく夕日がつくりだす建物の闇に身をひそめる。


　……あ。ナーガ忘れてた。


　彼女はいまだ窓の外に、不自然なかっこうでしがみついたままである。男たちが窓から顔をのぞかせて見回せば、いともあっさりと見つかってしまう。


　ナーガは一瞬焦あせりの表情を見せたのち、


「……に……にゃー、にゃー」


　……ここで今さら猫のまねしてどーする。


　と、ゆーことで。


　捕ほ虜りよは二人になった。





「ほーっほっほっほ！　こんなことで、この白蛇サーペントのナーガの自由を奪うばった、などとは思わないことね！　そもそもこんな……」


「兄貴、なんだろうな？　この女……」


「さ……さあ……格好からすれば痴ち女じよみたいだが、痴女があんなとこで猫の真ま似ねしてるとも思えんし……」
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　いすに縛りつけられたまま、やたらと高笑いを上げるナーガを薄気味悪そうな目で見ながら、誘拐犯人二人はひそひそと話しこんでいた。


　彼女のひたすら怪あやしいかっこうに惑まどわされてか、クレイを助けに来た人間、という発想は浮かばないらしい。


　ナーガがおとなしくしているのは、室内に連れ込まれた時、暴れそうな気配を見せたので、あわててあたしが窓の外からストップのサインを送ったからである。


　男たちが寝しずまったあとでこっそり潜入し、二人を救助した後に警備兵に通告、逮捕させるとゆー、我ながら信じられないくらい平穏かつ完かん璧ぺきな計画をあたしは立てていた。


　……それにまあこの際だから、クレイくんには、あたしの弟子なんぞになったら、こーいった以上のことが日常茶さ飯はん事じとして起こりうる、ということを身にしみて教えておいた方がいいだろう。





　やがて日も暮れ、暗くら闇やみが町に舞い降りた。


　誘拐犯二人組は、身の代金受取りなどの相談を、あれやこれやと交かわしていたが、いーかげん疲れてきたのか、やがてあくびが続きはじめた。


　ナーガとクレイは、すでに囚とらわれの身としての立場もすっかり忘れ去り、いすに縛られたままで静かな寝息を立てている。


　……これではなんか、あたしが一人だけまじめにやってるとゆーのもばからしいよーな気もするのだが、かと言って、このまま二人を見すてるわけにもいかない。


「……じゃあ兄貴、だいたいの計画はそんなところで。今日のところはそろそろ寝るとしましょうや」


「……そうだな……人ひと質じちが寝込んでるってぇのに、おれたちが眠い目こすりながら相談してる、ってのもな……」


「けど結局、この女の方、何者なんでしょうね？　やたら笑ってばかりいやがったけど」


「さあ……あまり関わり合いにならねぇ方が賢いってことは確かだろうがな……」


　正解である。


「ま、こいつの始末も明日考えりゃいいさ。今日はもう寝よう」


「そうですね」


　ここまでは予定通りだった。


　が、完全に予想外の要因が、あたしの書いた緻ち密みつかつ完璧な計画に、大きな亀き裂れつを入れたのはまさにこの瞬間だった。


　そう──


　男が窓閉めてカギかけたのだ。





　結局今回も強攻突破になった。





「振動弾ダム・ブラス！」


　ばごわっ！


　かなりど派手な音を立て、景気よくふっ飛ぶ木製の窓。


　それでも、二人が盾たてに使われるのを防ぐため、あれからしばしの間を置いて、あたしは強攻突破に踏み切ったのだった。


「何だ？　今のは!?」


「まさかあの二人……！」


　にわかに奥の部屋が騒がしくなる。


　そして問題の二人は──


　……まだ寝てる……


「ナーガ！　目をさまして！」


　小声で言いながら、あたしは彼女の側頭部にケリを入れた。


　これはさすがに彼女も目をさます。


「……な……なんてことすんのよ！　あんたはっ！」


「いつまでも寝てるのが悪いんでしょ！」


　ショート・ソードで彼女のロープを切りながら、


「とにかく脱出するわよ！　連中はあたしがはり倒すから、あなたはクレイの方おねがい！」


「わかったわ！」


　ショート・ソードをナーガに渡すと全く同時に、奥の扉が大きく開く。


　あえかなランプの光をバックに立ちはだかるは悪役二人。


「何だ！　てめぇは!?」


「怪しい奴よ！」


　きっぱり言い切るあたしの言葉に、瞬間二人の動きが止まる。


　完全に予想外のリアクションをされると、人というのは一瞬とまどうものである。その一瞬のスキを突き、あたしは呪じゆ文もんをとなえる。


「……このアマっ、ふざけやがって！」


　弟分の方が怒りに声を上げた瞬間、あたしの術は完成していた。


「魔風デイム・ウイン！」


　単に強風を巻き起こすだけの術なのだが、こういった閉へい鎖さ空間に近い場所でうまく使えば、人間を吹き倒すくらいの芸はできる。


「でわゃぁっ！」


「……魔道士かっ……！」


「今よ！　ナーガ！　クレイ！」


　あたしは二人に飛びつくと、そのまま窓から外に身を躍おどらせた。むろん浮遊レビテーシヨンはかけている。


　これであとは、あの二人組をはり倒すだけ。


　思った瞬間、ナーガがやおら呪文をとなえ、宙にいるあたしたち一同のまわりに風の結界を張りめぐらせる。


「あんたはいきなり何を……」


　あたしが言い終らぬそのうちに──


　閃せん光こうと爆音、そして熱気と衝撃があたしたちを襲った！


「なっ……!?」


　ふり向く視線のその先に、例の悪党二人組。


　あたしたちと同じく宙に浮かんだままで。


「魔道使いが自分たちだけだ、たぁ思わねえこったな」


　兄貴分は、にやり、と皮肉な笑えみを浮かべた。


　なるほど、どうやらさきほどの爆発は、どちらかが放った小さな火炎球フアイアー・ボールか何かだったのだろう。それをナーガがいち早く察知して、風の結界で防ぼう御ぎよしてくれたのだ。


　しかしこの二人組、『ただの悪役Ａ』『同じくＢ』みたいなフリをして、いきなり魔法攻撃とは、敵ながらなかなか芸のある奴。


　しかしこうなると問題なのはクレイくんである。


　あたしなら、この二人を相手どっても負けないだけの自信はあるし、ナーガにしても、火炎球フアイアー・ボールの十万発や二十万発食らったところでどーこーなるようなヤワな神経の持ち主ではない。


　が、クレイくんは、いくら魔道士見習いと言ったところで、おそらくは、実戦で役立つような術が使えるわけでもないだろう。連れて戦えばじゃまになるし、かと言って、一人でどこかに置いとけば、また捕まって盾にされるおそれが大きい。


　逃げる、という手をのぞくなら、選べる手段はただひとつ。


　あたしは上昇をかけて、ナーガとクレイくんを、アパートの屋上の上に降ろす。


「ナーガ、彼をお願い。クレイ、よく見ときなさい」


「……うん……がんばってね、ねーちゃん」


　まだ眠いのか、両目をしきりにこすりながらうなずく彼。


（まきぞえがコワいので）くれぐれも魔法の援護攻撃はやめるよーに、とナーガに言い含めておいて、あたしはふたたび宙に身を躍らせた。





「一人で戦う気かい？　おれたちと」


「あんたたちなんて、一人で十分よ」


　弟分の嘲ちよう笑しように、あたしも嘲笑で答える。


「くっそー、生意気な……兄貴、殺やっちまおうぜ！」


　兄貴分はうなずくと、あたしに向かって炎の矢フレア・アローを放つ。


　どうやら弟分が浮遊レビテーシヨンのコントロールを受け持ち、兄貴分の方が攻撃担当のようである。


　あたしは難なくこれをかわす。空中戦での機動性を重視し、今は浮遊レビテーシヨンではなく高速飛行用の翔封界レイ・ウイングを使っている。別にわざわざよけなくても、炎の矢フレア・アローくらいなら、まわりを取り巻く風の結界がかるくはじき飛ばしてくれるのだが、それでも直撃を受けるというのは、あまり気分のいいもんではない。


　今度はこっちの番である。翔封界レイ・ウイングをコントロールしながらなので、大きな技は出せないが。


「振動弾ダム・ブラス！」


「風裂球エアロボム！」


　なにっ!?


　あたしの放った振動弾ダム・ブラスが、二人組に届く直前で、はじかれたように進路を変える。


　風裂球エアロボム──術者の放った圧縮空気を任意の場所ではじけさせる術で、同系列の爆風弾ブラム・ガツシユより威力は弱く、直撃してもパンチをくらった程度のダメージですむが、今のように、相手の放った小技をふき散らす役には十分。と言うより、もともとそれが目的で開発された術なのだ。


　このにーちゃん、どうやら初級の術とはいえ、攻防ともに使うようである。


　実はこういう相手こそ、わりとやっかいなのである。


　攻撃もしくは防御一辺倒な奴なら、それほど怖こわくもないのだが。


　着地して、そこそこ大きな技を使えばあっさりかたはつく。しかしこんな所でそれをやれば、まわりのアパートをかなり派手に破壊することになってしまう。


　と、なれば……


　あたしは二人組のまわりを飛び回り、敵の攻撃をよけながら、ときどきこちらからも小技をしかける。だんだんしかける回数を減らし、やがて防戦一方に回り……


「くっ！」


　やおら背を見せて戦場離脱。


「逃がすかぃ！」


　勢いこむ弟分に待ったをかける兄貴分。


「なんで!?　あと一歩だぜ！」


「あれはあの女の演技だ！　いいか、相手は魔道のプロだぞ！　のこのこついてきゃ、広い場所までおびき出されて、大技でやられるのがオチってもんだ！」


「……け……けど兄貴……」


「何だ!?」


「あいつ……本当に逃げちまったぜ……」


「へ？」


　しばしぼーぜんと、あたしの飛び去った方を眺める二人組。


　そこに──


　後ろからの、あたしのぶちかましがまともに決まった。





　別にどうということはない。


　角を曲がったあと、その建物をひと回りして、連中の後ろに出ただけのことである。


　むろん兄貴分の方が、あたしの行動をおびき寄せ戦法と読むと見越しての奇襲である。


「だわぁぁぁぁっ！」


　べち。


　ショックで弟分の手が離れ、浮遊レビテーシヨンの干かん渉しようを失った兄貴分はそのまままともに墜つい落らくし、動かなくなる。


　それほどの高さでもないから、おそらく失神しただけだろう。


　残るはひとり。


「よ……よくも兄貴をぉぉっ……」


　必死で虚きよ勢せいを張ってはいるが、おびえの色は隠せない。浮遊レビテーシヨンの鈍どん足そくで、じわり、じわりと後退し──


　その瞬間、虚こ空くうをひとつの影が裂く！


　げすごべてっ！
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　四階建てアパートの屋上から飛び降りざまに弟分にケリをかます、などという芸をやらかしたのは、なんと意外にもクレイくんだった。





「クレイ！」


　あたしはあわてて着地し、地面にコケたままのクレイに駆け寄る。


　例の弟分の方はもののみごとにノビている。しばらくは気がつくこともないだろう。


　幸いクレイには怪け我がひとつない。


「……おねーぢゃぁぁん！　ごわがっだよぉぉぉっ！」


　泣きながらあたしにむしゃぶりついてくる。


　くそなまいきな口をきいても、やっぱしまだ子供である。


　あたしは彼の頭をやさしく撫なでてやり、


「……もうだいじょうぶよ、とりあえず悪は滅びたから。けどねクレイ、いくらあたしを助けるためだと言っても、あんなダイナミックな飛び蹴げり、あぶないから二度としちゃだめよ」


　あたしの言葉に、彼はぷるんぷるん、と激しく首を左右に振って、


「……ぢがうの……あんだもなんか芸やりなざい、って、あっぢのねーぢゃんにけり落どざれだの……」


　彼の指さすその先には、むろんのこと、月夜に向かって高笑いを続けるナーガの姿があった。


　……なんつーことするんだ……あいつは……


「……いいことクレイ、旅の魔道士っていうのは、いつもこういったふうな仕事をしなくちゃいけない。つまりあるレベル以上の実力がなければ生き延びることはできないの。


　わかるわね」


　こくんこくん、とうなずく彼。


　あたしは路上に倒れふした二人の悪玉に目をやって、


「それに、いくら魔術が使えたって、正しい心がなければ、それは危険なだけの力になってしまうのよ」


　彼はなぜか、あたしとナーガに交互に視線を送ってから、みょーに深々とうなずいた。


「それがわかればもう十分」


　彼の両肩に手を置き、あたしは言う。


「これでもう、あなたに教えることは何もないわ」





　かくて事件はおーむね平和に解決した。


　あたしとナーガの活躍を眼まの当りにして、クレイはあたしへの弟子入りを断念し、おとなしく家へと戻ったのだった。


　後日ナーガが行なった追跡調査によると（どーやってやったのかは不明だが）クレイくん、なぜかあのあと魔道士になるのをみょーにいやがりはじめ、現在父親と大ゲンカを展開しているという。


　めでたしめでたし（何が!?）







（ザ・チャイルド：おわり）














　スレイヤーズＥＸ．



　　リトル・プリンセス２














「どなたかっ！　どなたかお助けをっ！」


　せっぱ詰まった老人の声が聞こえてきたのは、街道が、森にさしかかった時のことだった。


「ムダだ、じーさん。誰も来やしねえよ！」


　続く下品な男の声。


　根性のないふつーの奴なら、聞かなかったことにするところだが、このあたし、リナ＝インバースはちょいと違う。迷うことなく声のした方に駆け出した。


　たぶん旅人が、野や盗とうか何かに襲われている、といったところだろう。ならば──助ければ謝礼ふんだくり放題！


　声からすると現場は近く。


　──いたっ！


　地面にへたり込んでいる、まっ白な髪のおじいさん。抜き身の剣を片手にぶら下げ、老人の方に歩み寄る、いかにも野盗然たる、ガラも顔も態度も悪い男。その向こうでは、やはり野盗ふうの男ふたりともみ合う少女がひとり。


「そこまでっ！」


　叫ぶなり、あたしは手近の男に向かう。


「なにっ」


　あわてて剣を構える男。あたしも腰のショート・ソードを両手で抜き放ち、ペースを落とさず突っ込んで行く。


　がぢぃっ！


　二本の刃が音を立て、まっ向からかみ合ったその瞬間、そこを支点にあたしはくるりと体を半回転させ、男を背負うようなかたちで、内うち懐ふところに入り込み──


「よいしょっ！」


　剣の柄から右手を離し、ひじで男のあごを叩き上げる。


　男はうめいてのけぞると、そのままあっさりぶっ倒れる。


　たあいもない。


　どこの町にでも転がっている、ごろつき程度の腕である。


「動くなっ！」


　男の声に視線を移し──


　しまった！


　男二人が、少女をはがい締めにして、そののどもとに剣をつきつけている。パターンとはいえ、有効なテだ。


「たすけてっ！」


　少女が叫ぶ。金髪で小柄な……ををっ!?


「てめえっ！　動くとこの娘の命はねえぞっ！」


　おやくそくのセリフを吐く男は無視し、あたしはかまわず、三人に向かって猛然とダッシュする！


「こ！　こらっ！　動くなって……！」


　やたらとアセりまくる男。ンなもん無視っ！


「よくものこのこまた出てきたなぁぁぁっ！」


　あたしのジャンピング・キックは、もののみごとに人ひと質じちを──


　レイミアの顔面をとらえていた。





「も……もーしわけありませんー……ついその……足がすべったんです……」


　青の街道ぞいにある、とある名もない小さな村。


　メシ屋の隅のテーブルで、あたしはひたすらあやまりまくっていた。


　レイミアさんに、である。


　本物の。


　これはここだけの話だが、あたしは以前、彼女のニセモノに、さんざんひっかき回されたことがあったのだ。


　それでつい……そちらとカン違いして、かるいあいさつがわりにケリを食らわしたのだが……


　これがまあ、本物のレイミア公女だったりしたのである。


　いやぁ、大笑い。


　ふつーなら、大笑いしてすべては丸くおさまる（と思う）のだが、今回の場合、やっかいなことに、彼女はかりにも領主の娘、おまけにお供つきときている。


　やたらと激怒しているのは、そのお供の方。


「すまん、で済むと思ってかっ！」


　額ひたいに青スジ浮かべつつ、大声を上げたのはあの老人。旅の供にするには頼りないことおびただしいが、ともあれこの人が、彼女の付き人ということらしい。


　当のレイミアさんと言えば、テーブルの向かいに座ったまま、右手でバラの花などをもてあそんでいる。たぶんポーズのつもりなのだろうが、顔の右がわにくっきり足型つけたままでは、単に笑いを誘うだけ。


　ついでに言うと、むろんカムフラージュのためなのだろうが、二人とも、あまりいい服は着ていない。


「おぬしが足あし蹴げにしたのは、かりにも公王より領土をあずかるトゥラーディア公のご令嬢にあらせられるのだぞっ！　しかも顔をっ！　もしもこの足型が消えなんだら、レイミア様はっ……レイミア様はっ……こんなユカイな顔で一生をすごされることになるのじゃぞっ！」


「……悪かったわね。『ユカイな顔』で……」


　ジト目でつぶやくレイミアさんのことばに、あわてて頭を下げるじーさん。


「は……ははぁっ！　申し訳ございませんっ！　このクランベ、つい口がすべってしまいもうしたっ！　ひらにお許しをっ！」


「かまいません。それよりもこのひと、かんべんしてあげなさい。それに、あまり大きな声で公女公女と叫ばないで。一応しのびの旅なんですから」


「はあっ……御ぎよ意いに」


　らっき[image: ]


　どーやらおとがめなし、のようである。


「やー、どうももーしわけありません。プリンセス」


　ヒクツに頭を下げるあたし。こちらが全面的に悪いのだから、こればっかしはしかたない。


「ところで……お見受けしたところ、あなた、魔道士のようだけど……」


　彼女のことばにうなずくあたし。


「やはり……そうだと思ったわ」


「まあそれぐらいのこと、見れば猫でもわかりますな」


「……じい……」


「おおおっ、これはまた失言をっ！」


　ひとつ小さくせき払いをして、彼女はあらたまった口調で、


「さきほどの三人を倒した手並み、かなりのものと見ました。そこで、あなたにおりいってお願いしたいことがあるのですが……」


　言いながら、右手のバラをむぞうさに、テーブルの下にほうり投げる。


「はあ……」


　あまり聞きたくないよーな気もするが、彼女の顔にあたしの靴跡ある以上、むげに断ることもできない。


「じつは、わたしたちの護衛をつとめていただきたいのです」


「護衛？」


　思わず声を上げるあたし。


「護衛……って、そんなものが必要なんだったら、はじめから正規の兵士たちを連れてくればよかったんじゃあありません？」


　もしもあなたが本当に、本物のプリンセス・レイミアならば、の話ですけどね。


　心の中でつけ加える。


　いくら付き人がいるからと言っても、本物だとは限らない。付き人もニセモノ、という可能性だってあるのだ。


　まあ、ニセモノだという根拠も証拠もない以上、とりあえず、本物として扱うしかないが、しかしいくらなんでも、護衛の兵は連れて来ない、しかし護衛は雇やといたい、などというのは矛盾むじゆんしている。


「ふっ……わたしもできればそうしたいところだったのですが……はずかしながら、わが領地の経済事情は、たいへん逼ひつ迫ぱくしているのです……」


「ひ……姫っ！　そのようなことをぺらぺらと……」


「よいのです。じい。事情を知ってもらう必要はあるのですから」


　あわてて止めようとするじーさん、しかし彼女はかまわずに言う。


　けど……むこうにどんな事情があるにせよ、ンなことあたしの知ったことではない。


　彼女は左手で、テーブルの下から、一枚も葉のついていないバラの花を取り出し、


「噂うわさでお聞き及びとは思いますが、しばらく前、わたしたちの領土で、野心家の大臣が不心得を起こしまして……」


　知ってるってば。


「彼の放ったおかしな石人形ゴーレムのせいで、町は甚じん大だいな被害を受け、その再建のために、財力が尽きてしまったのです……」





　ぎぎくぅっ！





　そ……それってまさか……ひょっと……しなくても……


「ま……まあ……そぉれはたいへんでしたねぇ……ははっ……」


　どとーのごとく汗を流しながら、ひきつり笑顔で言うあたし。


　……くそー。ナーガの奴……タイミングよく姿消して……


「ええ……大臣はさいごまで、『自分がやったんじゃない』なんてしらばっくれてましたけど……


　そんなわけで、兵士たちに払う給料すらなくなって、城に残ったのは、長年仕つかえてくれている、このじいひとり。公女のはずのわたしが、造花つくりのアルバイトなどをする始末……ううっ、しくしく……」
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　言いながら、例のバラに、どこからともなくとり出した葉を、緑のテープで止めていたりする。


　……な……なるほど……


　思わず涙するレイミアさんの肩に、じーさんは、そっとやさしく手を置いて、


「姫……泣いてはいけませぬ。泣いたところでビンボはビンボ」


「……わたしにケンカ売ってるの……？」


「そ……そのようなめっそうもないっ！　もうしわけありませぬっ！　つい口がすべりましたっ！」


　このじーさん……ひょっとしてただ単に、城をやめても再就職先がないから残っているだけなのでは……？


「ともあれ、それでもまだやりくりがつかない状態で……」


　当り前である。


　どこの世界に、地方予算のまかなえるよーな造花のバイトがあるとゆーのだ？


「しかたなく、親しん戚せきすじにあたる、フィガロ・シティのマクガレル公のもとへ、借金の申し込みに行くところなのです……しくしくしく……」


「な……なるほどー、たいへんねー」


　極力平静を装いつつ、あたしはいくどもうなずいてみせる。


「ですからっ！　どーかお願いします！　今は……払えるだけのものがありませんけど、お金の工面ができたら必ずっ！　ご不満ならば肩も揉もみます！　お茶も入れます！　犬と呼んでくださいっ！」


「姫……めっきりヒクツになられて……」


「じいっ！　泣いてないであんたも頭下げなさいっ！」


「しくしく……」


「しくしく……」


　むろんのこと──


　あたしにこの依頼、断れるはずもなかった。





　旅はまずまず順調だった。


　途中で二度ほどレイミアさんが食い逃げで捕まり、クランベじーさんが口をすべらせて、六回ばかりごろつきたちともんちゃくを起こし、一度盗賊たちの襲撃があったが、このあたりのことは、あらためて記しるすまでもないだろう。


　かくて三人はさしたるトラブルもなく、フィガロ・シティに到着したのだった。


　町の規模は、前に立ち寄ったタイレル・シティと同じか、やや大きい程度。


　しかしどうも……なんと言うか、空気のよどんだ感がある。


　下町のくたびれた空気とたたずまいに比べ、城の近辺に建つ邸宅の豪華なこと。


　早い話が、貧富の差が大きいのだ。


　こーいう町はたいてい、領主は金持ち、と決まっている。


　ともあれ一行は、町に入るなり寄り道すらせず、まっすぐ城へと向かった。


　レイミアさんに、寄り道しているだけの金銭的余裕がない、というのが実情だが。


「止まれーっ！」


「何者だ!?」


　城の入り口で、あたしたちの前に立ち塞ふさがる番兵ふたり。


　レイミアさん、一歩前に踏み出して、凜りんとした声を上げる。


「わたしはタイレル領主、ラディウス＝フォン＝トゥラーディアの娘、レイミア＝ウル＝トゥラーディアです！」


「うそつけ！」


「…………」


　兵士の片方に、問答無用で決めつけられ、思わず言葉を失う彼女。


「何を根拠に決めつける!?」


　思わず額ひたいに青スジ立てて、大声を上げるクランベじーさん。


「黙れ！　そんな怪あやしい公女一行がどこにいる！」


「どこが怪しいというのじゃっ!?」


「全部だ全部っ！　警護の兵のひとりもおらず、そんな貧相な服装をした公女一行がいるものかっ！　それに第一、トゥラーディアの公女が来る、などという話、聞いた覚えすらないわ！」


「……連絡してなかったんですか!?　行くよ、って」


　小声でレイミアさんに言う。


「だって！　使いの者を出すお金があったら、食い逃げなんてしませんよっ！」


　なるほど。


　などとわやきゃやもめていると──


「どうした！　一体何を騒いでおる！」


　奥から出てくる一人の兵士。鎧よろいに金モールなどつけ、ごてぐて飾り立てているところからして、士官クラスか親衛隊、といったところだろうか。


　がっしりとした体格で、髪を短く刈り込んだ、四角いアゴのおっさんである。


「バ……バーレル隊長……」


　兵士の一人が、困ったような表情で男に目をやる。何やら口を開きかけたが、あたしのセリフが早かった。


「隊長さん、あんた、部下の教育がなってないわよ」


「……何なんだ？　この、胸も背も小さいくせに態度のやたらとデカい奴は？」


　むかっ。


「はあ……それが当人たちは、タイレルの公女一行だと名乗っておりますが……」


「ふん」


　部下のことばを鼻先で笑い、バーレルは、ふところから数枚の銅貨を取り出す。


「ばかものが。見てわからんのか!?　どうせたかりに決まっておるわ。このような連中の言うこと、いちいちまともに受け答えておっては、いくら時間があっても足りんぞ。この手の連中はな、小銭をやって追い返すのがいちばんなのだ。覚えとけ！


　──ほら、めぐんでやるからとっとと消えろ！」


　言って彼は、あたしたちの足下に、手にした銅貨をほうり投げる。


「ばかにするんじゃないわよ……」


「──何か言ったか？　小娘」


　あたしのことばが聞こえたか、からかうような表情で、彼はあたしに視線を送る。


「ばかにするな、って言ったのよ！　たかだか銅貨数枚ばら撒まいて、それで他人の立場もプライドも人格も、ねじふせようってのが気に入らないのよっ！　レイミアさんもっ！　あんな奴の投げた銅貨なんぞ拾わないでくださいっ！　みっともないっ！」


「リナさん……」


「何ですか」


「銅貨拾いながら言っても、説得力ないと思いますよ……」


　……はっ！


「いやこれはつい……たとえ銅貨でもお金はお金っ！　無意味にそまつにするわけにもいかないでしょっ！


　……それはともかくっ！


　レイミアさんっ、あなた何か、自分の身を証明するもの、持ってないんですか!?」


「そう言えば、父からあずかった書状があります」


　……とっとと出せ。そーゆーものは。


　彼女はバラの造花の箱をがさごそやりながら、


「えーっと……これじゃないし、これでもない……あれぇ？　確かにここに……旅費の足しに、古道具屋にでも売ったかなぁ……？」


　……をぅい……


「あったあった！　ありました！　そうそう。造花つくりのノリ付け台にしてたんだ！」


　…………どーとは言わんが……


　彼女はノリでぱりぺりになった書状をバーレル隊長に渡す。むろんのこと、拾った銅貨は返さない。


「これを、マクガレル公に渡していただければ、すべてはっきりするはずです」


「ほ、本物なのか!?」


　まともに顔色を失うバーレル。


　まだ半信半疑のようである。


「い……一応、確認させてもらうぞ……」


　言って開封しようと手をのばすのに、あたしは声をかける。


「へぇぇ。覚悟はできてるんでしょうね」


「ど……どういう意味だ!?」


「領主が領主に送った手紙を、一隊長が独断で開封し、中を見る。──ま、厳げん罰ばつていどで済めばいいけどね」


「うっ……」


　ますます顔色を失い、


「と……とにかくお前ら、ここで待っていろ！」


　言い捨てて、書状を手にして城の中へと入ってゆく。


　待つことしばし──いや、かなり。


　出迎えに来たマクガレル公をとりまく兵士たちの中に、バーレル隊長の顔はなかった。





「いやぁ、うちのものの不行き届き、どうかお許し願いたい」


　あんまし反省してなさそーな表情で、マクガレル公はそう言った。


　城の奥まった一室である。ところ狭しと料理の並んだテーブルには、九人の人間がついていた。


　あたしたち三人とマクガレル公、そして公の息子たち五人。


　マクガレル公は、としのころなら四十ちょい。言ってはなんだが、ひょろりとした、やや貧ひん相そうなおっちゃんで、貫かん禄ろくつけに生やしたチョビ髭ひげが、より貧相さをきわだたせている。


　その息子たちも親に似て、いたって凡ぼん庸ような顔立ちだった。


　だから──というわけでもないのだろうが、テーブルに並んだ料理の数々も、地方領主がもてなしとして出すにしては、ややありきたりのものばかり。


　城の内装や公たちの服装のゴージャスさに比べてみれば、あたしたちが、あんまし歓迎されていないことはすぐわかる。


　だがしかし。レイミアさんとクランベじーさんは、そんなことなど気にもしていない。


　二人はただただひたすらに、テーブルの上に並べられた、料理の数々に視線をくぎづけにしたまま、ぼそぼそ言葉を交わしている。


「見て見て[image: ]　じい[image: ]　サラダにドレッシングがかかってる！　ゼエタクねー」


「おおおっ！　手のひらより大きい魚を口にするなど……くくぅっ……ひさかたぶりですじゃい……」


「あれって……ひょっとしてトリ肉！……ああ……箱詰めしてみんなに持って帰ってあげたい……」


　さ……さもしい……あまりにも……


「と……ともあれ、料理のさめないうちにお召し上がりください」


　マクガレル公が勧すすめるや否いなや──


　鬼き畜ちくのごとき料理争奪戦がはじまったことは言うまでもない。


「しかし……ひとり娘のあなたをわざわざ使いによこすとは……お父上も、かなりお困りのようですな」


　全員が、ようやくおとなしくなった頃を見み計はからい、貧相なチョビ髭を指でもてあそびつつ、マクガレル公は口をひらく。


「ええ……お恥はずかしながら……」


　顔を赤らめて答えながら、必死でポケットにトリ肉のカラ揚げをつめこんでいる。


　本気ではずかしーぞ。それは。


「わかりました。お父上の手紙にあった金額、なんとかご用立てしましょう」


　あたしの前でこーいう話をするところを見ると、どうやらマクガレル公、あたしのことは、レイミアさんの付き人の変装だとでも思っているのだろう。


「ほんとうですか!?」


「ええ。さしあげます。お貸しするのではなく、ね」


　いきなり景気のいいことを言う。


　はて……？


　思わず首をかしげるあたし。


　さきほど述べたとおり、出された料理から判断すると、あたしたちは、あまり歓迎されていないらしい。前ぶれもなしに訪れて、巨額の借金を申し込んだりしたのだから、当り前と言えばしごく当り前のことなのだが。


　それにしてはあまりにも、気前のよすぎる話である。


　あるいは、手紙にどれほどの額が記されていたのか知らないが、なにしろレイミアさんの父親のこと。ひょっとしたら、『できれば銀貨五枚』とかゆーセコいレベルなのかもしれない。


　……いくらなんでもそれはないか……


「いや、それはなりませぬ！」


　抗議の声を上げたのは、皿についたソースをパンでぬぐっていたクランベじーさん。


「お心は、まことにありがたいのですが……たしかに今のトゥラーディアは、せっぱ詰まっておりまする。されど、いかに血の繫つながりがあろうとも、あれほどの大金をただ何もなしにいただく、というのは、わが主君の面めん子つも立ちませぬ」


「なるほど……それは確かにそうかもしれぬな……」


　困ったような顔で言うマクガレル公。


　なかなかめんどい話である。


　あたしなら、『そいじゃもらっとくね[image: ]』で済む話が、領主ともなれば、メンツやプライド、外聞などという、よけいなものが関わってくる。


　まあ、人を治める、という立場上、しかたないのかもしれないが。


「とはいえわしとて、一いつ旦たん『さし上げる』と口にした以上、やはり貸すことにする、などとは言えん。……うむ……どうしたものかのぅ……」


　公はしばし瞑めい黙もくし、


「ふむ……ならばこういうことでいかがかな？　いずれにしろ、あれだけの金を用立てるには、しばしの時がかかる。そこでその間、あなたがたにはあることをやっていただきたい」


「あること──ともうしますと？」


　問うレイミアさんに、公は困ったような表情で、


「それは──まだ考えておりませんが……」


　おいおい。


「つまり。あなたがたに何かのしごとをやっていただきたいのです。その報ほう酬しゆうとして、こちらがあなたがたに礼金を支払う。これならば、双方の面めん子つも立ちましょう」


「なるほど」


　大きくうなずくクランベじーさん。


「わかりました。ならばそのお話、ありがたくお受けさせていただきます」





　マクガレル公のしごとという奴は、いたって単純なものだった。


　町をずっと北に行った湖のほとりに、古い小さな城じよう塞さいがある。そこに住む老人に、手紙を渡すだけでいい、というのだ。


　なんでも、かつての側そつ近きんで、今は隠居しているとか。


　湖までのルートだが、しばらく前までは盗賊団がひんぱんに出没していたが、マクガレル公の命令で一いつ掃そうされた、との話。


　となれば往復四日間、旅は、ただただたいくつなものになる──はずだったのだが。


「ちょい待った」


　あたしが、前を行くクランベじーさんのえり首をつかまえたのは、出発したその日の昼過ぎのこと。


「な……なんじゃ？　いきなり？」


「まさか──!?」


　驚きよう愕がくの表情であたしを見つめるレイミアさん。


「さいふを落としたとか!?」


　金のことしか頭にないのか。このひとは。


「ちがいますっ！　殺さつ気きよ殺気！」


『ほう……よく気がついたものだな。小娘』


　くぐもった声があたりに響く。


「出てきたらどう？　それともそれだけ人数がいて、たった三人がこわいの？」


『ふん……口は達者なようだな……ならば望み通り出ていってやるわ！　お前たち！』


　ざわり。


　声と同時にざわめくあたりの木々。そして──


　まぁ出てくるわ出てくるわ。あとからあとからがちゃがちゃと。ざっと見渡したところ、二、三十人はいるだろう。


　出て来たのは、パターン通りの野や盗とうたち──


　ではなかった。


　全員が、そろいのプレート・メールとロング・ソード、そして、目のまわり以外をすっぽり覆おおう、フルフェイスの兜かぶとで完全武装をしていたりする。


　もう一つ言うと、男の合図で出てきた時の連中の動きは、ちゃんとした訓練を受けた者のそれである。


　つまりひらたく言うならば。


　あたしの見立てではこの連中、どこかの軍関係の人間、ということになる。


「ふっ……何のつもりか知らないけれど、あなたたちにあげるお金なんてないわっ！」


　いきなり一歩前に出て、強気の発言をするレイミアさん。


　以前は金そのものがなかったのだが、今、彼女のふところには、マクガレル公から渡された、いくばくかの路銀があるはずである。


「あなたたちにお金を渡すくらいなら……あやまるわっ！」


『いや……あやまってもらってもどーしよーもないのだが……』


　リーダー格とおぼしき一人が、困ったような声で言う。


『それに第一、我々の目的は金ではない。そのかわり──』


「命が欲しい、とかって言うんでしょう？」


　あたしのツッコミに、しかし男は首を横に振り、


『いいや。お前たちの持っている手紙をこちらに渡してもらおう』


「なっ……なんで手紙のことを知っておる!?」


　驚きの声を上げるクランベじーさん。


『答える必要はない』


　男はあっさりそう言い放ち、


『おとなしく渡せば命は助けてやる。いや、むしろこっちが金を払ってやってもかまわんぞ』


「はいこれ。手紙[image: ]」


「にこやかに差し出してどーするんですかっ!?　レイミアさんっ！　公からお金もらえなくなっちゃいますよっ！」


『そうそう。そーいう不ふ忠ちゆう義ぎはマズいぞ』


　あたしのことばに、なぜかいっしょにうなずく男。


「あ……そっか……そうね。手紙は渡せないわ」


『ふっ……ならば仕方ない。おとなしく渡せば助けてやろうと思ったが……』


「あんた……言ってることがばらばらよ」


『聞く耳持たぁぁんっ！　かかるぞっ！』


『おおっ！』


　号令一下、一いつ斉せいに、剣を抜き放つ男たち。


　刀身が、昼の陽を受けてきらめいた。





「弱かったわねー」


「でも、逃げっぷりだけはあざやかでしたねー」


「ほんっと……動けなくなった連中かつぎ上げて、あっとゆー間にいなくなっちゃったもんねー」


　その日の夜。とある町の宿屋にて。


　夕食をとりながらの話題は、むろん昼間の襲撃者たちのことである。


「けど問題は、なぜ彼らが、あの手紙を狙ねらっていたか──それになぜ、あたしたちが手紙を持っていることを知っていたか、ですね」


　カニのハサミのフライをひと口かじり、言うレイミアさん。


「案外──ひっかかったのかもしんないわね」


「どういうこと？　リナさん」


　あたしはこくんっ、と口の中の肉を飲み下し、


「まず、あの連中が、こっちが手紙を持っているのを知ってた、ってことだけど、これは、マクガレル公のまわりに、やつらのスパイがいる──と考えるのが妥だ当とうでしょうね。


　それで──あくまでこれは仮定の話、単なるあたしのスルドイ推理なんだけど……」


　そこでしばしの間をあけて、声のトーンをやや落とし、


「まず、マクガレル公は、どこかの国か領主とにらみ合い──はっきし言って、戦争直前の状態になっていた」


「まさか──」


　言ったレイミアさんの声も、あたしにつられて低くなっている。


「で、ある人、もしくは組織と連絡が取りたかったんだけど、『敵』の目があってうかつには動けない。そこにあたしたちがやって来た──」


「そ……それでは公はわしらを運び人に使った、と!?」


　思わず身を乗り出すクランベさん。


「あくまで仮定の話ですけどね。部外者ならば敵の目をあざむけるとにらんだか、あるいはあたしたちはおとりで、本当に手紙を運んでいるのは別の人間か……どちらにしろ、内部にいるスパイのせいで、あたしたちの顔と動きは『敵』の知るところとなった……」


「まさか……第一最初、マクガレル公はわたしたちに、無条件でお金をさしあげる、とおっしゃったのよ」


「ふっ。甘いわね、レイミアさん」


　あたしはちっちっちっ、と指を振り、


「おそらく、こちらも一領主の代理である以上、『やったぁラッキ[image: ]　ありがとー[image: ]』なんて、ただでほこほこ受け取るわけにはいかない。おそらく断って来るだろう、ということを見越しての上の発言じゃないかと思うのよ。


　それに第一、常識で考えたところで、いくら親類、いかに領主といったところで、一地方領の財政立て直しができるほどのお金を、たかがふつーの手紙一通運んだ程度で、ほいほい気前よくくれると思う？　親戚すじって言ったって、そう近い親類、ってわけでもないんでしょ？」


『うっ……うーん……』


　声までハモらせ、思わず考え込むふたり。


「あ。でもそんなに心配しないで」


　あたしはぱたぱた手を振って、いとも気軽な口調で、


「何はともあれこっちとしては、早い話が、ちゃんと相手に手紙を届ければすむだけの話でしょ」


「でも……」


「だーいじょーぶ。こっちにはあたしがついてるわ。あんな連中、いくら来たところでどーってほどのことはないわ」


『うーん……』


　それでもなおかつ心配顔の、レイミアさんとクランベじーさん。


　まあ、この二人はあたしの実力を知らないのだから、無理もないと言えば無理もない。


「しかしまあ姫……手紙の内容やマクガレル公の真意がどうあろうと、ここで引き返すことはできますまい」


「それはそうだけど……」


「ならばひたすら進むのみっ！　明日の昼過ぎには目的地。もう一度くらい襲撃があるかもしれませぬが、なぁに、死んだら死んだ時のこと。フラオン様でも探して養子にお迎えなさればそれですむだけのことですし」


「……じい……あんたが何か言うたびに、みょーにかちぃぃんっ、と来るのはわたしの気のせい？」


「いえっ、あのっ……」


「ねえ、そのフラオンさんって誰？」


　あたしの問いに、レイミアさんは、クランベじーさんの首にかけていた手を離し、


「わたしのいとこです。ご両親はかなり前に亡くなられて……うちの領内で、あたし以外に次期領主の継承権を持つ唯一のひとだったんですけど……」


　どことなく寂しそうな顔で答える。


「だった、というのは？」


「以前、父が今の地位を継ぐ際に、大臣が不心得を企たくらんだことは前にも言いましたよね」


「ええ」


「その時、大臣がもくろんでいたのが、父を退しりぞけ、フラオンを領主におし立てて、自分はその補佐という名目で、実際には自分が政治を動かす、というものでした……」


　よくある傀かい儡らい政権というやつである。


「フラオン自身はその件には関係していなかったんですけど、大臣の計画が挫ざ折せつし、ことがあかるみに出ると、『実は彼も大臣の陰いん謀ぼうに荷か担たんしてたんじゃないか』なんて陰口をたたくひとまで出てきて……結局、いたたまれなくなったのか、継承権を放棄して、城を出て行っちゃったんです……


　つらかったんでしょうねー。繊せん細さいなひとでしたし……」


　言ってかすかに顔を赤らめる。……をや……？


「クランベさんクランベさん」


　あたしはこっそり、じーさんにつぶやく。


「ひょっとしてレイミアさん、そのフラオンさんとかいう人のこと……」


「ご明察の通りですじゃ。……もっとも向こうは、こんな乳臭い小娘なんぞと、はなもひっかけてはおられませなんだが……」


「……じい……」


「を……ををーっ！　お聞きになっておられたとはッ、このクランベ、ついつい口が滑すべりもうしたっ！」


「口が滑ったで済むと思うかぁぁぁっ!!」


　かくて、レイミアさんとクランベじーさんとの死闘は、その日、真夜中まで続いたのだった。





　翌日は、予想に反した一日となった。


　てっきりあるものと思いこんでいた襲撃もなく、時は平和に流れてゆき、一行は、いともあっさりと湖までたどり着く。


　だがしかし──


　湖のほとりの城じよう塞さいに、老人の姿などはなく、かわりに一枚の紙切れが落ちていた。


『じじいは預かった。五日後、必ず手紙を持って三人でここに来い。来なかった場合、もしくは帰ってマクガレル公に報告した場合、じじいの命はないと思え』





　そして──約束（？）の日がやって来た。


　やわらかな午後の陽に照り映はえて、静かにたゆたう碧あお色の湖。


　湖に面した森が一部だけひらけており、そこにはひっそりと佇たたずむ、巨岩のごとき石造りの城塞。


　あたりに人の気配はない。


　どうやらお相手はまだ着ていないか、さもなくば、中であたしたちを待っているか。


「さて……行きましょうか」


　木陰に身をひそめるレイミアさんとクランベさんに声をかけるあたし。


「……やっぱり行くんですかぁぁ……？」


「いや、リナ殿、ここはひとつ思い切って、見ず知らずの人ひと質じちなんぞ見捨ててしまう、というのはいかがですかな」


　斬ざん新しんな意見を飛ばすクランベじーさん。


　……あたしもまあ、そーいうのきらいじゃないけれど……


　しかしそれではこの場合、問題解決にはならない。


「だからぁっ！　それはもう話し合ったじゃありませんか！　このまま帰ったんじゃあお金のつごうもつかないし、全員顔は割れてるんだから、代役を立てるわけにもいかない、って。となればここは一発、正面から堂々乗り込むのみ、って」


「ううっ……しくしくっ……この若さで死にたくないよぉ……」


「ううっ……うるうるっ……この年になって変死はいやじゃよぉ……」


　あきらめの悪い連中である。


「ともかく、ここで泣いてても、事態の解決はないわ。その時々の状況に応じて、臨りん機き応おう変へんに対応していけば、きっとなんとかなるわよ」


「でも……それって、『なりゆき任まかせのその場しのぎ』ってことでしょ……？」


　……気づかれたか……


「何はともあれ、行きましょうっ！」


　言ってあたしは、身を隠していたしげみから出ると、堂々と、城塞の方に向かって歩き出す。


　しかたなく、あとについて来るレイミアさんとクランベさん。


　ここで、身を隠しながら進んだりすると、けっこーその場が盛り上がるのだが、いかんせん、城塞のまわりは森の木々がとだえ、身を隠しながら近づけそうなものはない。反対側は湖だし。


　むろんのこと、あたしが一人で、術を使って湖の中から奇襲をかける、というテも思いついたのだが、どこかでこちらの動きが見張られているおそれもある。となれば、あたしが奇襲をかけているすきに、レイミアさんたちに手を出されたら終りである。


　となればなんとかあたし一人で、二人を守り切り、かつ人質を助け出すとゆー……


　考えてみれば、けっこーしんどい話だったりして……


　こーなったら、依頼料値上げ……してくれないだろーなぁ……レイミアさん……


　しかしよくよく考えてみれば、敵も間の抜けたことをする。


　あたしたちは、城塞に住む老人とやらの顔を全然知らないのだから、ほんものをかっさらったあと、かわりに誰だれかじーさんを置いといて、『おー、ごくろーじゃったのー。確かに手紙、受け取りましたぞ』とか何とか言わせれば、いともあっさりと、手紙が手に入ったものを。


　あるいは前の襲撃で、ぼごぼごに返り討ちにあった腹いせに、あたしたちの命も取るつもりか。


　などとあれこれ考えるうちにも、すぐ城塞の前に着く。


　巨大な正門は、かけられた鍵かぎとびっしり張りつく赤錆さびのせいで動かない。すこし離れた通用門から、中に入ることになる。


　そのあたりは、五日前に来た時と、全く同じなのだが……


　違うのは、こんどは中に敵がいる、ということ。


　前と同程度の相手なら、あまり深く考えずに、ほいほい入って行ってもいいのだが、おそらく相手も、以前あれだけあっさりやられた以上、こんどはこちらの実力をそれなりに評価しているはず。


　手紙に『五日後』などと書いていたところがミソ。おそらくそれは、敵が戦力を整えるために必要な期間だったのだろう。


　となれば油断は禁物である。


　扉の外から気配をうかがう。確かに何かいるようだが、よくはわからない。


　後ろでつぶやくお二方。


「……どうしたのかしら、リナさん。いきなり扉の前でじっとしちゃって……」


「やはり……口ではなんと言ったところで、こわいのでしょうな……いくら強気を言ったところで、胸を見たかぎりではまだ子供……」





　ぼくっ。





「……依頼主でなきゃ、なぐってるところですよ……」


「なぐっただろうがっ！　今っ！　立派にっ！」


「しずかに。それじゃあ──行きます！」


　言ってあたしは扉を開ける。


　その目の前に、一体のプレート・メールが立っていた。





「ひあああっ!?」


「のもぉぉぉっ！」


「ひゃよろぁぁっ！」


　思わず叫んで飛び退のくあたし。つられて叫ぶお二方。


　確かに扉のすぐ向こうに、人の気配などなかったはずだが、実際そこにいるということは──


　気配を隠せる程度の使い手ではあるわけだ。


　だがしかし、鎧よろいはおそってくるそぶりすら見せず、黙って奥を指さした。


　あちらへ進め──ということか。


　いーでしょう。行ってやろーじゃないの。


「レイミアさん、クランベさん、離れないようについて来てください」


　言ってあたしは、あたりに気を配りながら、建物の中へと足を踏ふみ入れる。


　入ったところはちょっとした部屋になっており、向かいがわに、奥へと続く扉がひとつ。


　とりあえず見た限りでは、その部屋にいるのは入り口の一人のみ。


「人ひと質じちは、ちゃんといるんでしょーね？」


　すれ違いざま、立ち番の鎧姿に声をかける。しかしそれは、返事を返すそぶりすら見せず、じっと奥の方を指さしている。


「口があるなら返事くらいしたらどう？　へるもんじゃなし」


　ここまで言ってもまだ無言。


　が──この時あたしは、みょうな違和感を覚えたのだった。


　確かにこの鎧姿、前に襲撃してきた連中のものと同じである。だがしかし、その持つ雰囲気がまるっきし違う。


　何と言ったらいいのか──目の前にいるというのに、ほとんど気配がないのだ。


　この状況で気配を殺しても、無意味だと思うのだが……


　あるいはこいつ──動く鎧リビング・メール!?


　鎧に低級霊をとりつかせたシロモノで、魔道士などが、警護兵としてよく使う。


　となれば敵に、魔道士がいるということになる。


「ふむ……」


　あたしはひとりでなっとくすると、『鎧』の動きを警戒しつつ、それの指さす方向に、歩みを進めたのだった。


　扉を開けたその先は、えんえんと伸びる薄暗い廊ろう下か。一定の間隔を置き、左右に扉が並んでいる。


『鎧』の指した方向からして、廊下の先へ行け、ということなのだろうが、ばか正直にずんずん進むわけにもいかない。もしも並んだ扉の奥に、敵が隠れていたならば、モロにはさみうちを受けることになる。


　──と、いうわけで、扉の中をざっと確かめながら進んでいくのだが、これがとことんめんどくさい。部屋の中をいちいち述べ立てるのは省略するが、結局のところ、どの部屋にも敵の姿は見あたらなかった。


　そして廊下のつきあたり。


「お待ち申しておりましたよ。みなさん」


　感情のない声が一同を迎えた。





　異様な雰囲気の男だった。


　かなり広い部屋である。天てん井じようには、光量のとぼしい『明りライテイング』がひとつ、ぽつねんと灯り、陰いん鬱うつとしたコントラストを生み出している。


　その部屋の、むこう半分ほどを埋めつくす『鎧』たち。気配からしてこいつらもどうやら、動く鎧リビング・メールのようである。


　そのまん中にただ一人。男は立っているのだ。


　黒いマントの魔道士姿。その顔はまるで仮面のように白く、そして無表情。


　あるいはほんとうに、精巧な仮面をつけているのかもしれない。


　男はふたたび口を開いた。


「ぶしつけな呼出しに応じていただき、まことに感謝しております。わが名はゴール。以降、お見知りおきのほどを……」


　やれやれ……


　あたしは内心ため息をつく。


　レストランのボーイみたいな口ぶりだが、こういった世界の人間が、相手に自分の名を名乗る──


　これには、二つの場合が考えられる。


　ひとつ。自分の知名度が高く、それが脅おどしに使える場合。


　ひとつ。相手を生きて帰すつもりがない場合。


　今のがどちらか、などとわざわざ述べる必要はないだろう。


　むろんあたしとて、平和にことがおわるなどと、思っていたわけではないのだが、こうあからさまに意思表示をされると……


「それで？　人ひと質じちとやらはどこにいるの？」


　レイミアさんとクランベさんのまん中に立って、あたしは言う。


「まことに恐きよう縮しゆくですが、そちらの手紙を先にお渡し願います」


「もう一度言うわ。人質はどこ？」


「手紙の確認に、少々お時間がかかります。本物とわかり次第、人質はそちらにお返しいたしますが」


　…………


「ひとつ聞いてもいい？　ゴールさん」


「何でしょうか」


「ほんとに交渉するつもり、あるの？」


「平行線、ということばの意味はご存じですね」


　やはり全く表情を変えぬまま、淡々と言う魔道士ゴール。


「知ってるつもりよ」


　あたしは小さくうなずいた。


「この場合──宣戦布告、ね」


「ご明察の通り」


　魔道士が答えたそのとたん──


　ま後ろに殺さつ気きがふくれ上がる。


　両手をひろげ、レイミアさんとクランベさんをおもいっきり左右につき飛ばし、ゴールの方にダッシュをかける。


　マントを通して、ある感触が背中に伝わってきた。


　たった今まであたしのいたところを剣が薙ないだのだ。ダッシュのタイミングが遅れるか、その場で振り向くかしていれば、ばっさりやられていたのは、マントだけではすまなかったろう。


　十分に間合いを取ってふり向くあたし。


　一体どこに隠れていたのか、剣を構えるひとりの獣人。


「猫人間ワーキヤツト!?」


「豹ひようだ豹っ！　黒豹っ！」


　あたしのことばに獣人は、一瞬レイミアさんたちを攻撃することさえ忘れ、抗議の声を上げる。


　そのすきに、二人は部屋の左右のすみに逃げているが──


　これでは両方はガードし切れない。


　ともあれここは、なんとか敵の注意をそらして──


「黒猫でも黒豹でもたいした違いはないでしょーが。見み栄ばえあんまし変わんないし」


「違うっ！　断固として違うっ！」


「ゼクター。それくらいにしなさい」


　一体いつの間に近寄ったのか、声はあたしのすぐ後ろでした。


　あわててふたたびダッシュして、レイミアさんのそばに駆け寄る。


　がぢゃっ。


　がちっ。がじゃりっ。かちゃっ。


　金属音を響かせながら、ゆっくりと前進を開始する『鎧』の群れ。これであたしたち二人とクランベさんは、分断された形になる。


「姫！」


「じいっ！　迷わず成じよう仏ぶつしてねっ！　香こう典でんわたしがもらったげるから！」
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「…………」


　こーゆー非常事態にこそ、人間、本心が出るもんである。


　しかしじーさんを見捨てるわけにはいかない。


「炎の矢フレア・アロー！」


　呪じゆ文もん一発、十数本にもおよぶ炎の矢が、あたしの目の前に出現する。


　もしあの『鎧』が『動く鎧リビング・メール』なら、効果はないに等しいが、狙ねらいはひとつ、魔道士自身。あの男さえ倒してしまえば、命令を下すものを失った『動く鎧リビング・メール』など恐れるに足りず。ついでに言うなら、これで獣人も倒れてくれれば大ラッキーである。


「ＧＯ！」


　その瞬間、獣人が動いた。


　炎の矢のただ中へと！


　ごぐぅっ！


　炎が宙を裂き、はじけて散った。


　やはり『動く鎧リビング・メール』だったか。プレート・メールたちは、ダメージを受けたようすさえ見えない。そしてゴールも健在である。


　炎の矢が降りそそぐ一瞬前、獣人が彼の前に立ちはだかり、身を挺ていして魔道士をかばったのだ。


「なんと……」


　思わず感かん嘆たんの声を上げるクランベさん。


「自みずからの命を捨てて、仲間をかばうとは……」


　が──


「ふっ。馬ば鹿か馬鹿しい。誰がそんなことをするか」


　しごく平気な声で言ったのは、獣人ゼクター当人だった。


「ばかなっ!?」


　こんどはあたしが声を上げる。今、まちがいなく獣人は、少なく見ても数本の炎の矢に直撃されたはず。ふつうなら、たとえ少々の鎧を身につけていたところで、無事でいられるわけがない。


「俺は少々特異体質でね」


　言ってにぃっと口の端を、笑みの形に吊つり上げる。


「これくらいの術じゃあ効きかないのさ」


　特異体質……ってあんた、そんなわけないでしょーが。


　──あるいはひょっとして！


「まさかあんた──下デ級ー魔モ族ンとの合キ成メ獣ラ!?」


「ご想像に任せる」


　答えたその表情からすると、当たらずといえど遠からず、といったところか。


「ゴール！　お前のおもちゃで一気に押してやれ！」


「『おもちゃ』というのは心外ですね。まあ、かまいませんが」


　無表情のまま魔道士は答え、その右手を大きく振る。


　歩調を早める『動く鎧リビング・メール』。


　このままじゃあ、クランベさんが──


　天てん井じようがもっと高ければ、レイミアさんをかかえたままで、翔封界レイ・ウイングあたりを使って敵の頭上をとび越え、クランベさんのもとに向かう、というテも使えるのだが……


　あたしは呪文を唱えつつ、まっすぐクランベさんの方に向かって走り出す。そのあとを、ちゃんとついて来るレイミアさん。


「甘いっ！」


　行く手に立ちはだかる獣人ゼクター。


「青魔烈弾波ブラム・ブレイザー！」


　あたしは呪文を解き放つ。ゼクターにではなく、魔道士ゴールに向かって！


「しまった！」


　思わず声を上げるゼクター。


　あたしの放った、青い光の衝撃波は、動く鎧リビング・メールをふき飛ばし、後ろの魔道士を直撃する！


　がぐぁらんっ！


　動く鎧リビング・メールたちにおし潰つぶされるような形で、まともに壁に叩きつけられる魔道士ゴール。


　その首が力なく垂れて──


　いきなりころんっ、ともげ落ちた！


「ひっ！」


　小さく悲鳴を上げるレイミアさん。


　かこん……


　床に落ち、乾いた軽い音を立てる。


　……え……？


「……人形……!?」


　そう。床に転がる魔道士の首は、精せい巧こうにできてはいるが、まぎれもなく、人形の首に過ぎなかった。


「ちっ……バレたか……」


　おもしろくもなさそうな口調で吐き捨てるゼクター。


　こいつ……あれがただのお話人形だということをカムフラージュするためだけに、自分を盾たてにしてかばったのか……


　なかなかどうして、役者である。


　しかしそうすると、魔道士本体はどこにいる!?


　獣人の一人二役とは考えにくい。術を使って身代りの人形を動かし、話をさせ、なおかつ動く鎧リビング・メールたちに指令を送る──


　どれほどの術者であろうとも、かなりの精神集中が必要である。


　あれだけ細やかなコントロールができるということは、必ずどこか近くにいるはずなのだが……


　そうか！　ひょっとして!?


「逃げるわよ！　レイミアさん！」


　あたしはわざと大声を上げる。


「でも……」


「いいからっ！　このままじゃあみんなやられちゃうわっ！　クランベさんはあとで必ず助けに来るから！」


「はくじょうもん！　鬼き畜ちく！　胸無し」


　後ろでわめくクランベさんのことばを無視し、彼女の手を引きながら、もと来た長い廊下へかけ込む。


「逃がすかっ！」


　追撃に移る獣人ゼクター。


　あたしも呪文を唱えつつ、長い廊下を駆け抜ける。だがしかし、未練に後ろを振り向き振り向きするレイミアさんのせいで、思うようにペースが上がらない。


　……だから、これはあくまで作戦で、あたしもじーさんを見捨てるつもりなんてないんだってば。


　わかるように説明したいところだが、そんなヒマなどどこにもない。


　──ええいっ！　こーなったら！


　あたしはふところから、金貨を一枚取り出すと、廊下の先に向かってほうり投げる。


　ちゃりぃぃぃぃん……


「はっ！　今の音は……金貨っ！」


　いきなり表情をひきしめて、音のした方に向かって突っ走る彼女。


　……コントロールしやすいひとではある……


　ともあれあちらはあれでよし。で──こっちは──


「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　ふり向きざまに呪文一発！　通路の幅から考えて、これをよけるのは至し難なんである。なおかつこれは、相手の精神そのものを攻撃する術。いかなゼクターも、これをまともに食らえばただではすまない。


「うおっ!?」


　声を上げ、ま上に大きく跳ぶ獣人。そして──


　なんとそのまま、ぴたりっ、と天てん井じようにはり付いた。


　なかなか器用な奴である。


　おそらくあたしたちが、廊下の左右の部屋をチェックしていた時も、気配を消して、こうやって天井にはり付いてやり過ごしたのだろう。


　ともあれ倒せこそしなかったものの、これですこし距離はかせいだ。走りながら、ふたたび呪文を唱えはじめる。


　拾った金貨にほおずりしているレイミアさんの首根っこをつかまえ、ようやく長い廊下を抜けた。


　はじめに入ったあの小部屋。あたしたちを出迎えた鎧がひとつ、ひっそりと、部屋の隅に佇たたずんでいる。


　──やはりっ！


「振動弾ダム・ブラス！」


「しまっ……！」


　あたしの呪文が鎧を貫つらぬく！


　中にいる、魔道士ゴールの本体ともども。


　気配を殺し、案内役の『動く鎧リビング・メール』のようなふりをして、自分はここでのうのうと、人形たちのコントロールをやっていたわけである。


　あたしはそれに気がついて、さもクランベさんを置きざりにして逃げるように見せかけ、本体に攻撃をしかけたのだ。


　第一、あのひとを敵の手に渡すわけにはいかない。


　これであの部屋の『動く鎧リビング・メール』たちはただのでくのぼう。あとは獣人を倒し、クランベじーさんを救出する！


　できればゼクターは生かして捕らえ、人質とやらの話を聞きたいところだが、手加減のできる相手ではない。


「ちっ！」


　魔道士がやられたと見るや否や、きびすを返し、奥の部屋へと向かうゼクター。


「レイミアさんはここにっ！」


　言い残し、獣人のあとを追うあたし。


　あたしが部屋に着いた時、ゼクターは、気を失ったクランベさんをかつぎ上げ、別のドアから出るところ。


「逃がさないっ！」


　あわててあたしはあとを追う。しかし、相手がクランベさんをかかえている以上、へたに呪文は使えない。『眠りスリーピング』あたりの効く相手とも思えないし。


　廊下を駆け抜け、角を曲がり──


　窓から身を乗り出すゼクターの姿！


「また会おうぜ」


　言うなりその身をひるがえす！


「しまった！」


　あわてて窓から外を見れば、まっすぐに、森の方へ進む獣人の姿。あたしも窓から飛び出すと、ゼクターのあとを追いかける。


　が……


　あたしが森に入った時、すでにゼクターとクランベさんは、木々の向こうにその姿を消していた。


　……惨ざん敗ぱい……


　あたしの胸のうちを、苦にがい敗北感が占めていた……





　しかし──


　事件はこのあと、おかしな展開を見せるのだった。





「シッポを巻いて逃げるつもりか？」


　唐とう突とつに聞き覚えのある声がしたのは、あたしとレイミアさんの二人が、森の中へさしかかった時のことだった。


　城塞での戦いの翌日。


　打つ手がなくなった（はずの）あたしたちは、ひと晩話し合った結果、とりあえず、マクガレル公に報告だけはしておこうと、すごすごとフィガロ・シティへの帰路についたのだが……


　そのあたしたちの前に、しげみを割って現れたのは獣人ゼクター。


　つづいてわらわら出てくるプレート・メール。


　どうやら今日の鎧には、ちゃんと中身があるようだが。


　そして驚いたことには──鎧を着込んだうちの一人が、クランベじーさんをがっちり捕まえているではないか。


「いくら老い先短いとはいえ、見捨てて逃げる、ってぇのはあんまり、人情薄いんじゃねぇか？　え？」


　からかうような口調のゼクター。


　けど──どうして!?


「ともあれこうなれば、お前たちをぶち殺してでも手紙を手に入れてやるさ」


　思わず顔を見合わせる、あたしとレイミアさん。とらわれのクランベさんも、いぶかしげな表情を浮かべている。


　ひょっとして──


　唐とう突とつに、あたしの頭にある考えがひらめいた。


「いいか、抵抗するなよ……抵抗すればあのじーさんの……」


「炸弾陣デイル・ブランド！」


　あたしとレイミアさんを中心に、ドーナツ状のエリアの大地が、天に向かってふき上がる！


「うおっ!?」


　あわてて身を退ひく獣人ゼクター。


「ちぃっ！　ひとの話を聞かん奴めっ！」


　ふき上げる土砂が納まるのすら待たず、黒いバスター・ソードを片手でま横に構えて『気』をためる。


　ひゅふっ！


　気合いとともに剣を一いつ閃せん！


　刀身の発した、気だか魔力だかの衝撃波が、人の腰ほどの高さのところで、炸弾陣デイル・ブランドの土の柱を斬きり裂いた！


「ふん！　あんな術で盾たてがわりになるとでも思ったか！　ばかが！」


　勝ち誇るゼクター。だがしかし。


　やがて土砂がおさまった時、むろんそこに、あたしたちの姿などはない。


「なにぃっ!?」


　あわててあたりを見回すゼクター。


「上だっ！」


　だれかがそう叫んだ時にはもう遅い。





　どげっ！





　あたしはクランベさんを捕まえている男に、急降下しながらぶちかましをかけていた。


　たまらず倒れる兵士Ａ。


　まさかゼクターに、あんな芸があるとは思わなかったが、いかんせんあたしは今の炸弾陣デイル・ブランド、盾がわりでも攻撃でもなく、目隠しとして使ったのである。


　あれで敵の目から逃のがれ、レイミアさんをかかえたままで、高速飛行の術を使って、土砂の柱の中を上にかけ登り、ダイブしながら、クランベさんを押えている奴を狙ねらって突っ込んだのだ。


「あたたたたたた……」


　クランベさん、今ので多少腰を打ったらしいが、どうやら無事のようである。


　あたしは着地するなり、あわてて立ち上がろうとしている兵士Ａの頭を思いっきり蹴り飛ばす！


　ごげっ！


　兜かぶとの上からだったが、それでもこれはかなり効きいたようで、頭をかかえてケーレンなんぞしてたりする。


　この間に、レイミアさんとクランベさんを連れ、連中から十分な間合いを取った。


『なめやがって！』


『ぶち殺す！』


「ええいっ！　どけっ！　じゃまだっ！」


　自分たちの実力も考えず、殺さつ到とうする鎧姿の男たち。それに阻はばまれ、ゼクターは近づけないでいる。


　この勝負、もらいっ！


「爆術法グレイボム！」


　男たちの足下に生まれる光。そして──





　ドグォワッ！





　まき起こる大爆発！


　残響と砂すな埃ぼこりとの消えたあとには、ただ累るい々るいと横たわる、鎧姿の男たち。


　ゼクターはあやうく逃れたのだろう。もはやあたりに姿はない。


「やれやれ……なんとか切り抜けたようね……」


　あたしは安あん堵どのため息をつく。


「けどじい……よく無事だったわねぇ……」


「……何ですか姫……その不服そーな表情は……」


「でも……よく見つからなかったものねー……」


「わしが持っておるなどとは、夢にも思わんかったのでしょうな。調べられすらしませんでしたぞ」


　言いながら、クランベさんは懐ふところの中から紙包みを取り出す。


　マクガレル公の手紙である。


　もしもあたしが持っていたなら、戦いの最中、何かのはずみで落としてしまうことだってありうるわけだし、レイミアさんに持たせたとすれば、そのことが敵に知れた場合、彼女が狙ねらわれることになる。


　それはマズい、ということで、クランベさんに持っていてもらったのだが……


「いややはり、自分で言うのもおかしなものですが、姫と違って人徳というものがありますからなぁ」


「誰と違って、ですって？」


「あぅあっ！　いやそのっ！」


「……まあ、何はともあれラッキーだったわねー」


「いや……そうでもないかもしれませんよ……」


　単純によろこんでいるレイミアさんに、あたしは横から水をさす。


「……へ……？　どういうことです？　リナさん……」


「事情はすぐに説明しますけど、その前にとりあえず……そのあたりに倒れてる連中の、兜かぶとを片っ端からひっペがしてみてください」


「……兜を、ですかな……？」


「わかった！　古道具屋に売るのね！」


「売りませんっ！　とにかくお願いします」


「わかりました……やれやれ……倒れた人間のものをはぎ取るなどと……これではまるで姫じゃわい……」


「じい……聞こえてるわよ……」


「わ……わたくしは何も申しておりませぬっ！」


　ぶつりぶつりと言いながら、それでも二人は倒れた男たちの兜をはがしにかかる。


「……あれ……？」


　声を上げたのはレイミアさん。


「いかがなされました？　姫」


　彼女のそばに集まる二人。


「ほら、このひと。見覚えのあるような気がしません？」


　彼女は右手に、はがした兜を抱えたままで、地面に横たわる男の顔を指さして言う。


「はて……そう言えば……？」


　首をかしげるクランベさん。


　がっしりした体格、四角い顎あごに、短く刈かり込んだ髪。


「バーレルよ」


　答えるあたし。


「バーレル……？　はて、誰じゃったかいのぉ……？」


　よしよし。となれば次に確認することは……


「レイミアさん、クランベさん。もう一度、あの湖のそばの村に戻ります。事情はおいおい説明しますけどね」





「おお、無事でしたか、レイミア殿！……いや、あちらの方で何やらさわぎがあったとかいう噂うわさを聞きつけましてな。心配していたところです」


　あたしたちを出迎えたマクガレル公は、にこやかな笑みを浮かべながら言った。


　城の謁えつ見けんの間である。赤いじゅうたん、左右にい並ぶ衛兵たち。このテの場所はたいていこーいったデザインである。


　むろんここもその例に漏もれず。


「まぁたまた。マクガレル公もお人が悪い」


　にへにへ笑いを浮かべながら言うあたし。


　横に並んだレイミアさんとクランベさんは、黙って顔を伏せている。


「人が悪いとは……はて？」


「おとぼけにならないでください。お預かりした手紙のことです」


「あ……あれか……うむ……」


　浮かべた笑みをひきつらせ、


「いや……黙っておって悪かった。別のものに使いをさせようと思っていたのだが、こちらにもいろいろと事情があってな……」


「お恐れながら、そちらの話ではありません」


　言いながら、あたしはゆらり、と立ち上がる。


　動揺の色を見せるマクガレル公。


「そ……そちらでない……とは……？」


「受取り手のいない手紙の使いをご依頼になった件でございます」


「な──」


「ご指定の湖近くの村で尋ねましたところ、あの城じよう塞さいに住んでいる者などいない、との答えが返ってまいりました。もとからいない者に手紙を出すなどと、お戯たわむれにしても度が過ぎますね。


　その、意味のないはずの手紙を狙ねらって、刺し客かくがあたしたちを襲うとは、一体どういうことでしょう？」


「わ、わしが知るものか……！」


　おどおどと視線をそらすマクガレル公。


　あたしは彼を、まっ正面から見すえながら、ことばを続ける。


「しかも刺客は、もともといるはずもない老人を人質に取った、などと言い、あたしたちに、公よりお預かりした手紙を渡すよう、交渉してまいりました。


　それもまるで、交渉が決裂した方がよい、といわんばかりの方法で。


　一度など、手紙を持ったクランベ老を捕らえておきながら、持ち物を調べることすらせずに、『手紙を渡せ』などという、無意味な交渉を持ちかけて来ました。


　なぜか？


　あるいは、敵の真の狙いは手紙ではなく、さも手紙を狙ったかに見せかけた、あたしたちの抹まつ殺さつなのではないのか？


　もしもそうだとすれば、狙われていたのは誰か。


　一度捕まったにもかかわらず、無事生還したクランベ老は当然違う。あたしを狙ったわけでもない。となれば──


　クランベ老。レイミア公女の身にもしものことがあった場合、トゥラーディア領の相続権はどなたが担になうことになります？」


「レイミア様にご兄弟はありませぬ」


　かわらず顔を伏せたまま、しかし朗たる声で言うクランベさん。


「従い兄と弟このフラオン殿の行方ゆくえも知れぬ今、万が一にも姫の身に何かありました場合──」


　と、じーさんここで顔を上げ、正面から、きっ、とマクガレル公を見すえる。


　あたしの演技指導通りに。


「おそらく相続権は、親類すじに当るマクガレル公の、ご子息のうちいずれか、ということになりましょうな」


　ざわりっ……


　いきなりざわつく衛兵たち。


「だっ……黙れっ！」


　顔をまっ赤に染め上げて、いすから立ち上がるマクガレル公。


「不愉快だっ！　黙って聞いておれば、まるでこのわしが、わが子に領土を与えるために、レイミア殿の暗殺を計った、とでも言わんばかりではないか！」


「『まるで』じゃなくて、そのままそう言ってるのよ」


　あたしはびしぃぃっ、と、真まっ向こうからマクガレル公を指さして、


「刺し客かくたちが兜までつけて完全武装してたのは、あたしたちから顔と声を隠すため。ここで出会った顔が、刺客たちの中にあったら、いくらなんでもマズいもんね」


「黙れっ！」


「たぶん最初は、手兵の中から問題のありそうな奴ばかり選んでさし向けたんでしょうけど……これがあっさりとかえり討ち。そこでこんどはプロを雇やとった。


　ひとりは魔道士、ひとりは獣人。


　──でも、自分の兵士を使ったのはマズかったわね。


　あたしが倒した刺客の中に、あの男──そうバーレル隊長とか言う、やたらと態度の悪いのがいたけど──たしかあなたの兵でしたね」


『バーレルが!?』


『しかし……そう言えば、ここしばらく姿が見えんが……』


　さらにざわつく衛兵たち。


「黙れっ！　黙らんかっ！」


　もはや完全に冷静さを失って、どなり散らすマクガレル。


「言いたい放題言いおって！　けしからんっ！　衛兵どもっ！　こやつらを牢ろうにたたき込めっ！」


　だがしかし、あたしのことばに混乱している衛兵たちは、すぐに動こうとはしない。


「何をしておるっ！　さっさと牢にほうり込まんかっ！」


　もう一度言われてようやく動き出す衛兵。釈しやく然ぜんとしない表情で、それでもあたしたちの方に向かってくる。


「静まりなさい！」


　凜りん、とした声が響いた。


　今の今までかたくなに、沈黙を守っていたレイミアさん。


　その場にすっくと立ち上がり、衛兵たちを睥へい睨げいする。


　思わず硬直する兵士たち。


「目を覚ましなさい！　奸かん計けいを用もちい、悪人と通じ、あまつさえ他人を亡なき者にして領土を奪おうなどと謀はかるものを、あなたがたは主あるじとあがめるのですか！　騎士の誇りが正義とともにあるならば、主の過あやまちを正すこともまた、騎士のつとめと知りなさいっ！」


　みごとに沈黙する兵士たち。


　さて──ここで問題です。


　いかに自分の主人とはいえ、混乱して、わけのわからんことを言うむさいおっさんと、いくらあたしの演技指導で動いてるだけとはいえ、堂々とした口ぶりで、『騎士の誇り』などとゆー、単細胞兵士たちの心をくすぐるセリフを語る美少女と。


　心情として、どちらを信用するでしょう？


　だがしかし、これであっさり兵士たちが真実に目覚め、涙しながら武器を捨ててしまう、などということが起こるほど、世の中甘くはできてない。


　この時兵士たちの頭の中では、たぶん打算も働くだろう。


　レイミアさんに賛同すれば、確かに道理は通るだろうが、マクガレル公は、ラルティーグ公王からの裁きを受け、領地はおそらく没ぼつ収しゆう。となればむろん自分たちも、家族を抱えて路頭に迷うことになる。


　しかしここで、マクガレル公の命令に従えば、道理と誇りは地に落ちるが、自分たちの暮らしは安あん泰たいだ──と。


　衛兵たちがとち狂い、後者を選んだりせぬように、ここでレイミアさんのとどめのセリフ。


「マクガレル公。今さらわたしたちを捕まえても無む駄だなこと。すでにこの件、書状に生き証人もつけ、ラルティーグ公王のもとへ送りました。あなたが潔いさぎよく裁きを受けるなら、あなたのご子息たちや兵士たちへの温情もあることでしょう」


　これで、兵士たちの打算まで、こっちの味方である。


　もちろん、手紙なんてう・そ[image: ]


　ほんとにそんなモノ出して、万が一マクガレルの手にでも渡れば、そこで形勢逆転である。場合にもよるが、こーゆーかけひきはハッタリに限る。


「え……ええいっ！　なまいきなっ！……衛兵どもっ！　何をしておるっ！　ひっ捕えんかっ！」


　などと叫んでみたところで、この状況で、兵士たちが動くわけもない。ただただ白い視線が返ってくるばかり。


「こっ……このっ……！」


　小さくうめくと身をひるがえし、謁見の間を飛び出して行く。


「逃がすかっ！」


　叫んであとを追うあたし。


　その場のいきおいでなんとなく、あとをついて来るレイミアさんとクランベさん、そして衛兵ご一同様。


　廊下を突っ切り、中庭へと逃げ出すマクガレル。


　がさり。


　植え込みのしげみが揺れて、彼の前に現れる黒い影。


　獣人ゼクター！


「そんなところにおったのか！」


　声を上げるマクガレル。


「どうするつもりだ！　お前の立てた計画……」


「事情は聞いていましたよ。マクガレルどの」


　マクガレルのことばを遮さえぎって言う獣人。


　……へ……？


「そうか！　ならば話は早い！　斬きれっ！　お前がその手で始末をつけろ！　こやつらを、ひとり残さず斬り伏せろっ！」


　無言のままに、剣を抜き放つ獣人ゼクター。


「さがってて」


　言って前に出るあたし。


　口の中で小さく呪文を唱える。


　そして──ゼクターが動いた！


　ざんっ！


　ふり向きざまに剣を薙なぎ、一刀のもとにマクガレルを斬り捨てる！


　呆ぼう然ぜんとするあたしたち。


「……どういうことよ……」


「なぁに……いずれにしろ、こいつはおれに金は払えない。だから、さ」


　平然と言いながら、剣を鞘さやにおさめる。


「あと金と、ゴールの葬式代がわりに命をいただいただけのこと……


　こいつは、もう逃げられないと知り、自分のやったことを悔くいて、自じ刃じんして果てた……


　あんたらにとっても、そう都つ合ごうの悪いシナリオじゃねえと思うけどな」


「まあね……けど……」


　あたしは苦にがい顔で言った。


　どうも何かが引っかかる。


「あんたのやりかたは気に入らないわね」


「よしてくれよ。俺は金のからまない殺し合いはしねぇ主義なんだ」


　言いながら、じわり、じわりと退がるゼクター。


「あんただって、タダで命のやりとりするほどおひとよしじゃあねぇだろ？」


「あたしは──気に入らない奴はぶち倒す。ただそれだけよ」


「ふん……と、そう言や、あんたの名前を聞いてなかったな。まだ」


「あたしは──リナ。リナ＝インバース」


「覚えとこう──また会う時もあるかもしれんからな──」


　そう言うなり──


　ゼクターはきびすを返し、中庭を一気に駆け抜け、壁を飛び越える。


　その瞬間──


　ある考えが、あたしの頭に閃ひらめいた。


「翔封界レイ・ウイング！」


　高速飛行の術を唱え、あたしは獣人のあとを追う。


　町をはずれ、あたりに人がいない場所にさしかかったのを確かめてから、まわりこみ、獣人の前に立ちはだかるあたし。


「……なんでわざわざ追って来た？」


　じわり、と間合いを詰めながら、剣の柄に手を伸ばして問う獣人。


「確かめたいことがあってね……」


　逆に距離を取りながら言うあたし。


「マクガレルはこう言った。『おまえの立てた計画』と。


　と、いうことは、はじめてあたしたちが城にやって来た時、すでにあんたはあそこにいた、ということになる。


　──あたしはてっきり、あんたは単に、マクガレルに雇われた殺し屋だと思ってたんだけど……どうやらそうじゃないようね……」


　獣人は、あたしのことばを鼻先で笑い、


「ほぉ……それじゃあ俺は一体誰なんだ？」


「あなたの人間の時の名前……ひょっとして、フラオン、とかって言わない？」


「……なるほど……」


　言った獣人の全身がいきなりふるえはじめる。


　変身メタモルフオーゼ！


　獣毛が、みるみるうちに薄くなり、輪郭がゆがみ変わっていく。


　そしてしばらくの後には──


　あたしの目の前には、ひとりの男が立っていた。


　黒い髪。端たん正せいな顔立ちに均整の取れた体格。


「……レイミアに聞いたのか……あるいはクランベにかな？」


　フラオンは静かな声で言った。


　のども変化したのだろうか。声までもが変わっている。


「それにしても、よくわかったな。俺の正体が」


「なんとなく、ね。そうじゃないかなー、なんて思ったのよ。


　ただの傭よう兵へいにしては、マクガレルへの影響力が大き過ぎるし、金が払えない、というだけの理由では、マクガレルを斬るほどの必然性はない……


　おそらくマクガレルだけが、あなたの本当の名前を知っていた。


　だから殺した──


　……ということはとどのつまり、自分を追い出したトゥラーディアへの復讐はあきらめていない、ということね」


「……きさまにはわかるまい……自分のあずかり知らぬことで、つまらん後ろ指をさされるいたたまれなさ……いっそのこと正面切って言ってくれれば、まだ誤解を解く余地もあったろうが……











[image: ]








　俺は城を出て、あてもない旅を続けた。俺を追い出した連中への復讐心は芽生え、成長していったが、俺にはそれだけの力がなかった……


　そんなある日、おれは一人の男と出会った。


　その男が与えてくれたのさ。獣化の力を。


　そして教えてくれたのさ。マクガレルの野望につけこめ、と」


「……誰なのよ……そのくそめーわくな男は……」


「それは言えん……言ってもきさまは知るまいがな。


　……ともあれ、これで俺ときさまには、立派に殺し合う理由ができた、というわけだ」


「そうと知った以上、あたしはあんたをほうってはおけない……」


「知られた以上、俺もあんたを生かしてはおけん……」


　フラオンは、言うなり剣を抜き放つ。


　そして──戦いははじまった。





「リナさん！」


　心配顔で出迎えたのはレイミアさん。


「いやはや、あの獣人を追って出て行ったきり、なかなか戻ってこられないもんですから、てっきりおっ死ちんだものとばかり思いましたぞ」


　と、これはクランベさん。


「片はつけたわよ」


　言ってあたしはほほえんだ。


　多少ぎこちない笑みになったのはしかたあるまい。





　そんなこんなで──


　結局のところ、レイミアさんの進言もあって、マクガレル領の取り潰つぶしだけはまぬがれた。


　領地は長男が継ぐ、ということで、話は落ち着いたらしい。


　ゼクター＝フラオンという事実は、あたしの胸のなかだけにしまってある。


　レイミアさんに言うのも酷むごいし、クランベさんあたりに言ったら、口をすべらせまくるような気がするし。


　知らないままのほうがいいのである。


　ほとんどの問題が解決した中、解決してないものがひとつ。


　赤々と燃えるたき火を眺ながめつつ、あたしは深々とため息をつく。


　今夜はむろん、野宿である。


「ほらほらリナさん、手を休めないで」


　レイミアさんのことばに、あたしはふたたび深いため息をつき、箱の中から一本の、葉のついてないバラを取り出し、テープで葉っぱを巻きつける。


「借金がだめになった以上、すこしでも造花つくってかせがないと、あなたへの依頼料も払えないんですからね。これも仕事の一環だと思って、しっかり造ってくださいね」


「ですから……依頼料、もうけっこうですからー……」


「だめですっ。そんな、踏み倒すようなことをしたら、トゥラーディアの名に傷がつきますっ！」


　……というわけで……


　トゥラーディアに着くまでの間、あたしはひたすらえんえんと、造花つくりを手伝わされることになったのだった。


　しくしくしく……







（リトル・プリンセス２：おわり）















　　あとがき







神坂一＋Ｌ＋Ｓ









作：長らくお待たせしましたっ！　スレイヤーズすぺしゃる２巻『リトル・プリンセス』をここにお届とどけしますっ！


Ｌ：いやー、なんとか無事に出ましたねー


作：ぜんっぜんタイムリーじゃないけど、読者のみなさん、今年もよろしくお願いします。


　　そうそう、今年、一九九二年の年賀状は、原画・作者当人（身のほど知らず）、印刷プリントゴッコによる、Ｌ様ちびじゃりバージョンでした。


Ｌ：ち……ちびじゃり……ご幼少のみぎり、とか言えんのか……？


　　ちなみに誤解なきよう言っておきますが、あたしの現在バージョンは、楚々とした美人ですからねー


作：誰が信じる？　どつき漫才女。


Ｌ：やかましぃっ！


作：……さて、それはそれとして、では本題に。


Ｌ：それではさっそく！　まずはあたしの作品解説からっ！


作：いいってば。ンなことやらなくても。


Ｌ：なにぃぃぃっ！　出でよっ！　部下Ｓ！


Ｓ：命令のままにっ！


作：ち……ちょっと待てっ！　作品解説より他に、やらなきゃならんことがあるだろうがっ！


Ｌ：あ……そうか。……ふん……命拾いしたわね。作者。


作：い……命拾いって……


　　ま、まあとにかく……コホン……


　　全国スレイヤーズ・ファンのみなさんっ！　ながらくお待たせ致しました！


　　ただいま発表！　輝かがやけ！　第一回　スレイヤーズ・キャラクター人気投票！


　　（ファンファーレが鳴ったと思っていただければうれしい）


Ｌ：けどさ……ただ単にベスト・テンから順に発表していくってぇの、いまひとつ盛り上がりに欠けると思わない？


作：うーむ……ではどうしろと？


Ｌ：うーん……


Ｓ：あ。こーいうのどうでしょう。ポイントの集計は三度に分けてやってるわけですから、それぞれの段階での結果を、実況中継ふうにやってみる、とゆーのは。


Ｌ：おおっ！　Ｓにしてはいいアイデアっ！


Ｓ：……Ｓにしては……って……


作：さて！　ついにやってまいりました、第一回キャラクター人気投票！　はたしてあなたのお気に入りキャラは何位につけることができるか!?　結果やいかに!?


　　なお、司会は作者、神坂一。


Ｌ：解説は、くどいよーですが金髪美人ブロンドねーちやん、絶対無敵のあたし、Ｌ。


Ｓ：そして実況中継はこの私、Ｓがお送りいたします。


Ｌ：どーですかねー？　結果の予想は？


作：そーですねぇ……私の予想では、リナのトップはカタいところでしょうね。問題は二位以下、ということで、ガウリイとナーガの競せり合いになるんではないでしょーか。


Ｌ：しかし、ゼルガディスというキャラもいますしねー。……で、あたしは？


作：びりけつ。





　ばきびゃっ！





作：……只ただ今いま放送の途と中ちゆうで、お聞き苦しい点があったことをおわびします……止血剤止血剤……


Ｓ：さて……第一回スレイヤーズキャラクター人気投票……編集部より作者のもとにファンレターが封筒に入って届とどきます。作者……封筒を……開いたっ！　開かれましたっ！　序盤戦の開始ですっ！　ざっと見回してみたところ、アメリアへの一押しがけっこう多いっ！　さあっ！　集計はじまります！　着実に点を伸ばすリナとガウリイ！　おっと!?　思ったよりナーガの点が伸びていないっ！　ああっと、ここで作者に点が入った!!


Ｌ：あんたも『キャラクター』なわけ？


作：……さあ……いちおーあとがきには時々出てるけど……


Ｓ：作者への点は無効か有効か!?　しかしどちらにしても、その点たるや微び々びたるもの！


　　はっきり言って問題外！　ヌンサ以下です！　作者、魚以下！


作：……ほっとけ。


Ｓ：堂々一位をゆくは、おおかたの予想通りリナ！　つぎに続くはガウリイ、そして……おおっと！　三位は、わずか一点差で、四位のゼルガディスをおさえてＬ様！


Ｌ：ひょーひょー[image: ]


Ｓ：続いて……あーっとアメリアだっ！　これも僅差でナーガをおさえ、五位に入ったのはニューフェイスのアメリア！　五点全部の一押しハガキが効いているっ！　予想を裏切り、序盤ではナーガ六位っ！　以下は大きく離れてフィルさん、次に私、部下Ｓ、続いてエリス、ヌンサ、郷く里にの姉ねえちゃんなどがダンゴになっているっ！


Ｌ：いやー、ナーガが六位とゆーのは意外でしたねー。


作：さて、集計はいよいよ中盤戦にはいります！


Ｓ：リナとガウリイ、二人はかわらず、着々と点をかせいでおります！　おっと！　ここでいきなりゼルガディスがスパートをかける！　女性からの一押しハガキが強いっ！　Ｌ様をあっさり追い抜き、二位のガウリイを追う！


Ｌ：ひぉぉぉぉぉ……


Ｓ：ゼル強いゼル強い！　ついに二位のガウリイを……んー？


Ｌ：ん？　どーかしたんでしょうかねー、部下Ｓ。


作：何かあったんでしょうか……


Ｓ：おおっと！　ここで不正発覚！　ひとりで、実名で一枚、匿名で二枚、すべてゼルにつぎこんでいるハガキがあったぞぉぉっ！　これで十五点は無効！


作：うーん……ひいきのキャラを押したいのはわかるけど……


Ｌ：にしてもよくわかったわねー。


Ｓ：しかしそれでもまだ、女性によるゼルヘの一押し強し！　ガウリイには及ばないものの、これで三位の地位は不動になったかー？


　　四位はＬ様、そして……ここでナーガがアメリアを抜いたぁぁぁっ！　アメリアのあとにはかなり離れてフィルさん、次に私、部下Ｓ！　続いてエリスと作者！


Ｌ：さあっ！　いよいよ集計は最終段階！


Ｓ：各人、順調に票を伸ばしています！　おおっと！　ここでも順位の入れ替わりがっ！


Ｌ：どきどき[image: ]


Ｓ：そしてっ！　ついに出たーっ！　集計結果！


作：で……いよいよ結果発表ですが……


作：いっとーしょーがわかり切ってて、下位からの発表、ってぇのも……


作：よぉしっ！　それではオキテ破りの、一位からの発表、いきますっ！


　　一位、予想通り破壊の帝王、ドラまたリナ＝インバース、約二三六ポイント！


Ｌ：……その『約』ってぇのは何？


作：『小数点以下切り捨て』の意味。


Ｓ：今回、小数点二ケタ以下とマイナス・ポイントは無効としました。


　　でないと、アメリアが二億点ほど取ってしまいますので。


Ｌ：問題は二位以下ねー。わくわく[image: ]


作：二位は……ガウリイ＝ガブリエフに二二六ポイント！　ゼルくん逆転ならずっ！


　　そして三位はゼルガディス、一六一ポイント！


　　四位は自称リナの永遠のライバル、白蛇サーペントのナーガ！　一〇六ポイント！


Ｌ：……あれっ……？


作：五位は、いきなり人気のプリンセス・アメリア！　一〇二ポイント！


Ｌ：……あのー……


作：そして第六位！　最終集計で転落したＬ、九二ポイント！


　　（ただただぼーぜんとするＬ、うしろで必死に笑いをこらえているＳ）


作：七位は四〇ポイント、魅み惑わくのおうぢ[image: ]　フィリオネル殿下！


　　八位は僭せん越えつながらこの私、作者。


　　九位は部下Ｓ。


　　そして十位はエリシエル。


　　（まだぼーぜんとしているＬ）


作：以下、十一位、思ったより伸びなかった郷く里にの姉ねえちゃん、十二位ヌンサ、十三位はふたりで、シルフィールと『千の偽名サウザンド』。十五位も同じくふたり、ミーナとカンヅェル（なぜカンヅェル？）十七位はまたまたふたり、キャニーとレゾ、十九位はズーマ、レイミア、ランツ、ラハニムの四人となりました！


　　ちなみに十九位の得票数は五ポイントでした。


Ｓ：いやぁ、リナとガウリイはコンスタントに、ゼルはイチオシが目立ちましたねー。


　　もしもマイナス・ポイントなどとゆーものが採用されれば、ゼルガディスとガウリイの立場、逆転しそうですねー。ゼルのファンの子で、『ガウリイなんてっ！』てのがけっこー目立ちましたし。


作：それと、Ｌにマイナス票が集まるだろーな。ファンもそこそこいるかわりに、アンチ・ファン多そうだし。


Ｓ：なるほどー。次回がたのしみですねー。


作：ちょっと待てっ！　次回をやるとは言っとらんぞっ！


Ｓ：えー？　やらないんですかー？


作：まあ……ひょっとして作者の気が向いたらやるかもしれませんが、その時にはあらためて、あとがきで告知しますので。


Ｓ：それでは、三時間に渡ってお送りしてまいりました（うそつき）『九一年　輝け　第一回スレイヤーズキャラクター人気投票』


作：では、このへんで。さよーならー。




　　（幕）




あとがき：おわり









　　追記




　　　幕の外でいまだ硬直しているＬ。


　　　静かに風が吹き抜けている。













　　初　出







白竜の山ドラゴンズ・ピーク　　　　　　　月刊ドラゴンマガジン１９９１年　１月号


リトル・プリンセス　　　　　〃　　　　　　１９９１年　４月号


らびりんす　　　　　　　　　〃　　　　　　１９９１年　７月号


リナ抹殺指令　　　　　　　　〃　　　　　　１９９１年　10月号


ザ・チャイルド　　　　　　　〃　　　　　　１９９１年　11月号


リトル・プリンセス２　書き下ろし












スレイヤーズすぺしゃる[image: ]


リトル・プリンセス





神かん坂ざか　一はじめ
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